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？ヶ月目　いつかの奴隸娘のプロローグ







「わたしは、ご主人様にご奉ほう仕ししたいのです」

　ある朝の少女の言葉である。

　髪かみの色が目を引く少女だった。腰こしまで伸のばした髪はきわめて珍めずらしい、ピンクがかった金きん髪ぱつなのだ。肌はだは絹けん布ぷのように白く滑なめらか、ぱっちりとした若草色の瞳ひとみは髪と同じ色に縁ふち取どられている。

　さながら春の妖よう精せいのような、淡あわい色しき彩さいの娘むすめだ。

「はあ……」

　だが祁け答どう院いん京きよう介すけは、少女に思わず間の抜ぬけた声を返してしまった。

　二人の目の前にはほかほかと湯気を立てる食事が並べられている。

　白いご飯にアサリの味み噌そ汁しる、黄色も鮮あざやかな卵焼き、常備菜の煮に物ものがいくつか。忙いそがしい朝に手早く食事の支し度たくをする手て際ぎわ、塩分を少々控ひかえながら出だ汁しをきかせて風味を損そこなわない腕うではプロ顔負けだ。

　対して京介は欠伸あくびを噛かみ殺ころしながら食しよく卓たくの椅い子すに座すわっただけである。

「もう、じゅうぶん奉仕していただいていると思うんですけど」

　京介は首を傾かしげた。

　こんなにきちんとした朝ご飯を作ってもらえれば御おんの字じだ。

　だが少女にはその答えは不足だったらしく、むう、と小さく呻うめいたようだ。

「わたしは、ご主人様の奴ど隷れいです」

「……そうですね」

　断言する少女に、京介は少し硬かたい声こわ音ねで返した。

　春の風景に一筋、影かげが差したかのように、少女の細い首には黒い輪が巻きついている。

「ですから、何なりとご命令を。さあどうぞ」

　納なつ豆とうご飯を掻かき込む京介に、少女は食卓越ごしにずいっと迫せまってくる。

「では、お代わりをいただけますか」

「かしこまりまし……いえ、もうちょっと何かこう」

　京介から茶ちや碗わんを条件反射で受け取ってしまってから、少女ははっとした顔をした。

「何か？」

「いえ、……承知いたしました、ご主人様」

　しかし「何なりと」と言ってしまった手前、少女は頷うなずくことしかできない。

「いつもこうやって、何だかごまかされている気がするんです……」

　薔ば薇ら色いろの頬ほおをぷくっと膨ふくれさせながら、少女は炊すい飯はん器きからご飯をよそったのだった。

「ありがとうございます。俺おれに構わず、早く食べないと冷めますよ」

「はい……」

　ふわふわしたピンク色の髪をぺちゃっと萎しおれさせながら、少女もふたたび席に着く。

「そうだ、ご主人様。向かいのお宅の奥おく様さまが飼っていらっしゃる犬がですね」

「……あそこの家、犬なんていましたっけ？」

「毎晩、うるさいくらい元気に鳴いていますけど……」

　少女は一いつ瞬しゆん「何を仰おつしやっているのですか」な顔をしたが、すぐに気を取り直して、

「一週間前に、その犬が子犬を産んだそうなんです。昨日、わたしも会わせていただいたんですが、小さくてもうふわふわで」

　甘あまい卵焼きを頬張りつつ、少女は至福の笑えみを浮うかべる。

「子犬ですか」

「はい！　ふわふわですから、今度、ご主人様も一いつ緒しよに見に……」

「……あ、牛乳がもうありませんね」

　コーヒーカップに牛乳を注ごうとしたところで、京介はパックを眺ながめて呟つぶやいた。

「あ！　申し訳ありません、夕食までにはご用意……」

「ああいや、俺が帰りに買ってきますよ。他に何か切らしているものはありますか？」

「…………」

　少女はしょぼんと肩かたを落とした。

「わたしは、もうご主人様には不要でしょうか……」

　どこか拗すねた顔で、上うわ目め遣づかいに京介を見上げてくる。

「そんなことはありません」

　京介は慌あわてて首を横に振ふり、

「君がこの家にいてくれるおかげで大助かりです。朝からこんな美お味いしいご飯を作ってもらっていますし、廊ろう下かも毎日雑ぞう巾きん掛がけしてもらっていますし、洗せん濯たくは……二人だとそこまで洗濯物出ませんからね……」

　褒ほめちぎってみたが、まだ少女にはご満足いただけないようだ。

「この三日、ご主人様は『自由にしろ』と仰るばかりで、何もお命じくださらなかったではないですか。奴隷を好きにさせておくのはいかがなものかと思います」

「……当人がそれを言うのもいかがなものかと」

　さすがに京介は苦く笑しようした。

「それに、命令と言いましても……」

　ぴかぴかに磨みがかれた台所を振り返かえる。

　いくら〝奴隷〟といってもまさか朝から晩まで少女を酷こく使しするわけにはいかないので、仕事を加減しているのは確かだ。

　だがそれ以前に、ここはごく普ふ通つうの家なので、もはやネタがないのである。

　京介は思わず遠い目をして、

「……日本では難しいオーダーですね」







１日目　人間嫌いの高校生と異世界の奴隸娘







▼日本へようこそ？




　祁け答どう院いん京きよう介すけは、高校生にして家族のいない身の上だった。

　兄弟はいないし、母親は子供の頃ころに家を出て行ったし、父も去年に亡なくなった。ただ、幸い遺産はそれなりにあったし未成年後見人も近所に住んでいるので、傍はた目めほど苦労しているわけではない。

　祖父の代に建てたという、古くて大きな家の手入れが面めん倒どうなくらいだ。

　むしろ誰だれにも邪じや魔まされずにすむこの生活を京介は気に入っていた。

　しかし周囲は京介の身の上が心配なようで、たまにお節せつ介かいを焼いてくる。

　それは別にいいのだが、だからってこれはないだろう――と京介は思った。







「つまりは――俺に、奴隷をくれると？」

　古ぼけた邸てい宅たくの一部屋で、京介は思い切り眉まゆをひそめた。

　話を持ってきた相手に一息に畳たたみ掛かける。

「何を寝ね言ごとを仰ってるんですか。ここは日本で、今は二十一世紀で、俺はただの高校生ですよ。人身売買は少年法の年齢引き下げの対象外でしたっけ？」

「お、落ち着いて、京介君」

　三十歳過ぎの、よれたスーツを着た男が汗あせをふきふき説明するのを、黒くろ縁ぶちの眼鏡越しに京介は睨にらみつけた。

　このろくでもない話は、三十分前まで遡さかのぼる。

　高校から帰宅すると同時に来客があったのだ。うち一人は知った顔だったし、唐とう突とつな来訪者も珍しくないので、京介は彼かれらを応接間に通した。

　そして挨あい拶さつもそこそこに飛び出したのが、さきほどの話題である。

「そもそも八や頭ずさん、言うに事欠いて公務員が奴隷を斡あつ旋せんするのはどうなんですか」

　京介の隣となりで座ざ布ぶ団とんからずり落ちかけているこの人物は、元は亡父の仕事相手であり、京介自身も何かと世話になっている相手である。

「京介君の言う通りなんだけど……でも、先方はぜひとも君にという話でね」

　京介が身長二メートル近いのに対して、八や頭ずは成人男性としては小こ柄がらなほうだ。

　結果、京介に耳打ちしようとして、スーツ姿の男が学ランの青年の肩にすがりつくような珍ちん妙みような構図となっていた。

「こちらのエルヴァ殿どのは手広く商売をやっていてね、はるばる遠くからいらしたんだ」

　そこで京介はようやく座ざ卓たくの向こうに目をやった。

　そこには京介と向かい合うように四十代くらいの男が座っている。

　こちらも背は高くないので京介が見下ろす形となる。彫ほりの深い白はく皙せき人種らしい顔で、着ているのも革かわ製せいのズボンとベスト。世界史Ｂの学習範はん囲いで形容するなら「中世ヨーロッパみたいな格好」となるだろうか。

「…………」

　密談の内容が気になるのか、エルヴァは上目遣いにこちらを見つめてくる。

　その顔はやけに引きつっていたが、京介は気にも留めなかった。

　横にはもう一人、やけに小柄な人物が座っているが、こちらはフードを深く被かぶっているせいで性別や年ねん齢れいははっきりしない。

「〈イズラ〉からいらしたのですから、それはもう遠いでしょうけどね……」

　京介は皮肉っぽく呟いた。

　異世界〈イズラ〉。

　日本――いや地球と異なる次元に位置する世界だ。

　千年近くも昔、一部の神職が偶ぐう然ぜんにも次元を渡わたってきた〈イズラ〉の民たみと接せつ触しよくしたのだという。それから歴史の陰かげでひそかに定期的な交流を続けて、今では非公式ながら日本政府の認可も得ている。

　祁け答どう院いん家の始祖もまた〈イズラ〉と最初に接触した一人で、代々異世界との交こう渉しよう役やくを務めている。だから末まつ裔えいである京介にもこうして異世界から客が訪おとずれるわけだ。

　しかし平安時代から交流があるとはいえ、異世界とは常識が食くい違ちがうことも多い。

　なにせ〈イズラ〉は戦国時代よろしく剣けんと魔ま術じゆつで領土を奪うばい合あっているそうだし、

「あちらの世界ではまだ奴隷を使うのが普通だ、とは聞いていますけど……」

「そうそう」

「それで、ちょっと気の利きいたプレゼントのつもりで、奴隷を俺に？」

「向こうじゃ、抱かかえてる奴隷が多いほど偉えらいって認にん識しきだからね」

　京介はふたたび、ちらりとエルヴァに目をやる。

「ひッ!?」

　眼鏡越しとはいえ、くっきり隈くまの刻まれた鋭するどい目で見み据すえられて、とうとうエルヴァが悲鳴を上げた。

「その、私どもといたしましてはあくまで〈第二世界〉で魔ま王おう陛下が御ご即そく位いされたことを心からお慶よろこびするものでありまして、その、他意などございません。ついてはそのお祝いの品を、魔王陛下に献けん上じようさせていただければと……」

　震ふるえる声でエルヴァは口上を述べた。

　長台詞のうち〈第二世界〉とはイズラ人から見た地球、というより日本の呼こ称しようだ。

　己おのが世界の次に発見されたから〝第二〟世界。異世界をどう呼ぶか会議で揉もめまくった日本からすると羨うらやましいくらいのシンプルさだ。そして、

「俺がこちらの魔王になったから、ですか」

　魔王。

　高校生の肩かた書がきとしてはあまりに大おお袈げ裟さ、あるいは冗じよう談だんとしか思えない響ひびきだ。

「どうも〈イズラ〉側には、京介君のことが『〈第二世界〉の魔王は大きな城にたった一人で君臨している』みたいに伝わってるらしいんだよね」

「城ですか……」

　築数十年の平屋建てを城と呼ばれても微び妙みような気分だった。

「人手が足りてない魔王陛下に贈おくればありがたがられると思ったみたい。奴隷はあっちの世界でもそんなに安いものじゃないらしいし」

「人間が夕方の半額セールでお買い得、などと言われても困りますけどね」

　そこまで言ったところで、京介はふと気付く。

「もしかして、奴隷というのはそこにいらっしゃる方ですか」

　京介は目だけでエルヴァの隣を示した。

　世界を跨またいで移動するのは魔術に長たけたイズラ人でも大変なので、京介が了りよう承しようしてから奴隷を連れて来る手間をかけるはずがない。もし京介が受け取り拒きよ否ひしたなら、そのまま連れて帰れば良いことなのだし。

「さッ、左様でございます」

「…………」

　一口に奴隷と言っても、高値で取引される者とそうでない者がいるはずだ。たとえば力仕事に向きそうな健康な若い男、……そして見目麗うるわしい女子供。

　京介はエルヴァの隣に座る小柄な人物をじっと見つめる。

　フードのせいで性別や顔はわからないが、丈たけの長い粗そ末まつな衣装を着せられており、手足は白く、ぎょっとするほど細い。

「どう見ても、これは……」

　京介が額に皺しわを寄せるのに、エルヴァは小さく「ひッ!?」と声を上げている。

　だが、すぐに相手が商品に興味を示したと気を取り直したようだ。引きつった顔から一転、いかにも商売人らしい愛あい想そ笑わらいで、隣のフードに手をかけた。

「……これは……」

　薄うす汚よごれた布の下から現れた顔に、京介ですら思わず言葉を失った。

「い、いかがでしょう」

　思った通り、十歳さいを少し越えたくらいの、まだ幼さの残る女の子だ。

　ピンク色の髪に若草色の瞳、顔立ちもアンティークドールのように整っている。淡い色彩はこの世のものとも思えず、絵画から抜け出でた妖精に出会ったかのようだ。

　けれども。

「酷ひどいですね」

「え!?」

　肌は白く滑らかだが、少女の頰ほおにはまるで血の気がない。ほっそりした肢し体たいと言えば聞こえがいいがどう見ても痩やせすぎだ。

　何より、華きや奢しやな首には不似合いな鉄製の首輪が嵌はめられている。

「……八や頭ずさん？」
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「僕ぼくも最初はびっくりしたよ、官う庁ちが奴隷の子を斡旋したなんて知れたら大惨事だからね！　でも、ここで断ったらあの子がどうなるか考えると怖こわいし、課長は『下手に断ってイズラ人どもの機き嫌げんを損ねるよりマシだ』って言うし……」

　なるほど八頭が扱あつかいに困って、連れん絡らくもなしに二人を祁け答どう院いん邸に連れてきた気持ちもわからなくはない。

「こんな平へい凡ぼんな高校生に、いったい何をさせようというんですか」

　だが京介は呆あきれて肩をすくめた。

　家業で異世界との付き合いがあるとは言っても、京介はあくまで高校生だ。

「…………」

　京介がじっと目を向けると、女の子は怯おびえたように目を伏ふせた。

　綺き麗れいな子供だとは思った。今まで出会った中ではいちばん、いやテレビで見かける女優でも、こんな夢見るような雰ふん囲い気きの女の子はまずいない。

「京介君、悪い、少しの間でいいからあの子をこの家で預かってくれないかな。そうすれば双そう方ほうの面めん目ぼくも立つだろうし」

　八頭が耳打ちしてくる。

　京介の本音は、短期間とは言え、他人を同じ家に住まわせるなどまっぴらだ。

　けれどもこれは外交の話なのだ。冗談のような肩書きとはいえ、〝魔王が奴隷を侍はべらせている〟ことがきっと〈第二世界〉と〈イズラ〉の交こう渉しようにおいて必要なのだろう。もはや京介自身の意思とは関係ないところで。

　八や頭ずや彼の上司に抵てい抗こうしようとすれば、そこでまた折せつ衝しようする羽目になるだろう。

「……わかりました」

　京介はため息をついた。

　ならば、しばらく子供の面倒を見たほうがまだマシだ。

　だから他人と関かかわるのは嫌いやなのだ。他所から持ち込まれるのはこんな面倒ごとしかない。

「――ですが、日本の流りゆう儀ぎでやっても別に構わないですよね？」

　八頭にその意味を問い返されるより先に、京介は女の子に向き直った。

「君の名前は？」

「名前など、陛下がお好きなようにお呼びいただければ……」

「あなたに聞いているのではありません」

　割り込んできたエルヴァを一いつ蹴しゆうする。

「この家には〈翻ほん訳やく〉の魔術を常じよう駐ちゆうさせていますから、そのまま話していただければ結構です。親からもらった名前があるでしょう？」

　彼かの女じよはしばし躊ちゆう躇ちよしていた。これは後で知ったことだが、〈イズラ〉では主人が奴隷に新しく名前を付けるのが普通で、以前の名前を尋たずねることはまずないそうだ。

「――ノイン、です」

　ようやく女の子が口を開いた。

　か細い声音だ。しかし例えるなら水すい晶しようの鈴すずのような、透すき通とおった綺麗な声だった。

「ご家族は今はどこに？」

「……わかりません」

「では、この日本について、どのくらい聞いていますか？」

「じご……い、いえ、わたしたちの世界からずっと遠いところにある場所だ、と」

〈第二世界こちら〉のことを〈イズラ〉では「神話に語られる地じ獄ごく」と見み做なしているらしい。実際にいるのはこんな高校生や弱よわ腰ごしの官かん僚りようなのだが、異世界を恐おそれるのは理解できる。

「では、俺のことは？」

「……陛下はこの世界でいちばん強いお方だと、聞いています」

　ノインの声は震えていた。

　もともと〝魔王〟とは〈イズラ〉側の言葉だ。あちらでは魔術で国を支配する強大な王をそう尊そん称しようするらしい。力ある者がすべてを支配するシンプルなルールが、かの異世界ではまだ生きている。

　対して日本では、〝魔王〟とは当代でもっとも優すぐれた魔ま術じゆつ師しの称しよう号ごうである。

　この千年、先祖たちは〈イズラ〉と交流を続けてひそかに魔術を発展させていった。その中で代表者が本場に倣ならって〝魔王〟を名乗るのが定着したのだ。

　昨年、満まん場じよう一いつ致ちで新たな魔王に選出されたのが祁け答どう院いん家の新当主、すなわち京介である。

「ああ、そちらでは俺は地獄の魔王ということになっているそうですね。実際は見ての通り、平へい々へい凡ぼん々ぼんな高校生なんですけど」

　京介は冗談めかして肩をすくめる。

　しかし場がまったく和なごまないどころかむしろトドメを刺さした。ノインは真っ青だし、エルヴァはどう相あい槌づちを打てば失礼でないのか途と方ほうにくれた顔をしている。

「まあ京介君が怖そうに見えるのって身長と目つきのせいだしねぇ」

　ぼそっと茶ちや化かしてきた八や頭ずは横から睨んでおいた。

（別に、魔王になって得なことなんてないんですけど）

　魔術そのものが世間に秘されている以上、たとえ〝魔王〟でも、京介は無む駄だにでかくて目つきが悪い高校生でしかない。イズラ人の女の子には死ぬほど怖がられるし、こうして大人たちから面倒ごとを押おし付つけられる。

「…………」

　まだ固まっているノインにちらりと目をやって、京介はため息をついた。

　ともあれ、

「よろしい。ノイン、君を買いましょう」

「へ、陛下からお金をいただくなどと……」

「いいえ、払はらいます。タダより高いものはないですから。ちなみにお幾いくらです？」

　エルヴァはしばし躊躇するポーズを取った後、ぼそぼそと値段を口にした。

　代々〈イズラ〉との交易に関わってきたので、あちらの通貨も蓄たくわえがある。奴隷は安い商品ではないが、話を聞く限りは十分賄まかなえる値段だった。

「さて、後は……」

　書類にサインをすませてから、京介はちらりとノインの首に目をやった。

「その首輪にかかっているのは〈契けい約やく〉の魔術ですか」

「さ、左様です」

　魔術――〈イズラ〉の人々が編み出した、限定的な〝世界の改変〟を行う技術。

〈契約〉は有あり体ていに言えば「主人に逆らう」ことを禁じる魔術だ。奴隷の側から外すことはできず、一方で主人は命令に逆らった奴隷に激しい痛みを与あたえることができる。

　奴隷を使うのが当たり前の〈イズラ〉ならではだろう。

「あとは、これの持ち主を上書きすれば完かん了りようです」

　現時点ではノインの主人はエルヴァとなっているはずだが、これを新たな主人、つまり京介へと書かき換かえなくてはならない。だが、

「その必要はありません。――レイ」

　肩をすくめて、京介は何もない場所に声をかける。

「……え？」

　とたん、一同の面前……文字通り目の前の空間に小さな火花が散る。

　火花はなおも明めい滅めつを繰くり返しながら、数秒ほどでひとつの姿に結実した。

『はいはーい、マスター、呼んだ？　呼んだ？』

「呼びました」

　身長十数センチほどの女の子が、ふわふわと座卓の上に浮いている。

　エメラルドグリーンの髪に大きなリボン、舞ぶ台たい衣装のような派手な服を着ている。体たい躯くの小ささもさることながら、その外見は人間にはありえない二頭身だった。

「妖精？　まさか〈第二世界〉にも……」

「いえ、これは魔ま術じゆつ制せい御ぎよ用のソフトウェアがホログラムを投とう影えいしているだけです。メインサーバは別の場所にあります」

「そ、そふとうぇあ？」

「むろん計算機だけでは実装は難しいので、サーバには魔ま法ほう陣じんも組み込んでありますが。このアバターはレイ・カーツワイル……有名な人工知能学者の名前から付けたんですが、当初は魔法陣の構築を代行させるのに作ったんです。しかし対話でも操作できるようにキャラクター化してみたら意外に便利だったので……」

「京介君、どう見ても説明通じてないからストップ」

　京介が呪じゆ文もんよろしく解説をまくしたてる間、レイはふわふわノインの周囲を飛んでいる。屋内では自律行動を許可してあるので、こうして好き勝手に動き回るのだ。

『ん？　何これ、冗じよう長ちような書き方してるなあ』

　レイはどうやら見慣れない魔術が気になったようで、首輪に鼻先を近づけている。

　これにはノインも戸と惑まどったようだが、目を瞬かせながらも悲鳴や声を上げないのは、さすが奴隷の躾ができているということか。

「何をやって……」

「そういえば、エルヴァ殿は日本の魔術をご覧になったことはないでしょう」

　怪け訝げんな顔のエルヴァに、なぜか八や頭ずが自じ慢まんげに笑った。
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「せっかくの機会ですから、ぜひ、こちらの魔術をご覧ください。――京介君」

「わかりました」

　京介は頷いた。

　自慢するほどの魔術ではないが、お役人に発破をかけられては仕方がない。

「レイ」

『りょうかーい！』

　次の瞬しゆん間かん、応接間の畳たたみにいくつもの赤しやつ光こうの紋もん章しよう――魔術の構築式、魔法陣が浮かんだ。

「解析パース……防壁プロテクト――侵入クラツク！」

　レイが唄うたうのと連動して畳の上を歯車が連動するかのように複数の魔法陣が回転を始める。光の描びよう線せんは数秒ほどでノインのつま先から肌を伝って首筋にまで這はい上あがり、

「〈破は壊かい〉」

　呟きを京介が引ひき継ついだ。

　次の瞬間、起動・実行された光の魔法陣は硬い音とともに一気に弾け、同時にノインの首の鉄輪にぴしりとヒビが入る。

「私の魔術に触ふれもしないで!?」

　すでに稼か働どうしている魔術を壊こわすというのは、糸を切らずに複雑な編み物を解くようなものだ。時間をかければできるが、短時間で行うには経験と知識が必要になる。

「しかも、確かあの妖精も魔術だと……」

「ええ」

「ということは、幻げん影えいと解析を同時に……我々でもここまでの精密制せい御ぎよは……」

「メインサーバで演算を……おおよそ一秒あたり千兆回くらいでしょうか。いずれ絶ぜつ対たい零れい度どの魔術も完成させたいですが、個人で大企業のプロジェクトを超えるのはなかなか」

「せんちょう……？」

　あまり一いつ介かいの商人にピンとくる単位ではなかったようだ。

　と、そこでエルヴァがはっとした顔をした。

「ど、奴隷の拘こう束そくを壊すなどと、危険です！」

　奴隷は品性下げ劣れつでいつ主人を裏切るかわかったものではない、だから拘束しておかなければ危険だ、こんな考え方はかつて地球にもあったから京介にも理解できる。

　だが当のノインはじっとエルヴァの横で正座したままだ。

「首輪がなければ、奴やつらは命令などまったく聞かな……」

「拘束がなければ、魔王俺がたかだか奴隷一人にどうにかされてしまうとでも？」

「決して、その、そんなことは」

　脂あぶら汗あせで呻くエルヴァを横目に、京介はノインに声をかけた。

「ノイン、こちらにどうぞ」

　彼女は無表情のまま小さく頷く。

　エルヴァと取引している間はずっと黙だまっていたが、自分が誰に売られたかは理解しているようだ。さすがに座布団から立ち上がるときにはよろけたようだが、とことこと小さな動きで京介の後ろまで歩いてくる。

「ほら、この通りです。まったく問題があるとは思えませんが」

「は、はい……」

「……京介君、あまりエルヴァ殿をいじめないでね。いちおう〈イズラ〉の名士だから」

　八や頭ずがエルヴァに気の毒そうな顔を向けながら言って寄よ越こした。

「でも、よくやってくれた。首輪を外すのは僕じゃできないからね」

　ついでに小声で付け加えてくる。八頭も首輪は気になっていたのだろうが、彼はあくまで交渉担当者であって魔術自体は門外漢なのだ。

　ともあれ〝献けん上じよう品ひんの奴隷〟ことノインの処しよ遇ぐうを決めれば会談は終わりだ。

　まずは、エルヴァがふらふらした足取りではあったが応接間を退出していく。

　続いて八頭が、何やら本庁から連絡があったのか、忙せわしなくスマホを操作しながら京介を振り返った。

「悪いね、急にこんなことを頼たのんで」

「本当ですよ」

　京介はこれ見よがしに嘆たん息そくした。

「後でまた連絡するけど、何かあったら、すぐにこっちか伊い仙せんの家に連絡して。様子は見に来るけど……あ、領収書はいちおう取っておいてね」

　伊仙とは京介の親しん戚せきにあたる魔術師の一家で、この家の近所に住んでいる。

「あと僕が言えた義理じゃないけど、小さい女の子なんだから、優やさしくしてあげてね!?　ただでさえ京介君怖いんだから！」

「人を恐きよう怖ふの権ごん化げのように言わないでください。今もこんなに丁てい寧ねいに話しかけているのに」

「うん、絶対に丁寧がどうとかいう問題じゃないけど、頑がん張ばってね！」

　最後まで八頭は何度も念ねん押おししながら帰っていく。

　そして広大な屋や敷しきには、高校生魔王と奴隷の少女だけが残された。




▼日本の流儀




　客人たちが帰った後、京介は改めてノインに向き直った。

　京介に対してノインはまだまだ小さく、並ぶと大人と子供、あるいは巨きよ人じんと小人のようだ。ついでに妖精のような二頭身のアバターまで浮いているとあって、遠近感が狂くるいそうな光景である。

　黒一色（学ランだが）で己を見下ろす京介に、ノインは畳の上で深々と一礼した。

「お買い上げありがとうございます。ご主人様」

　日本人から見ても綺麗な所作だが、身体が小さく震えているのを隠かくせていない。

　なによりノインの幼い容よう貌ぼうや細すぎる体躯とはちぐはぐだった。無理に教え込まれたものだと一目見ただけでわかってしまう。

「何なりと、ご命令くださいませ」

「なるほど、奴隷とはこういうものですか」

　それでも――いや、だからこそか、他人を従えて悦えつに入いる者にはたまらないだろう。

　しかし、そもそも他人に興味のない京介は嬉うれしくもない。

「ちょっと失礼しますよ」

　京介はノインの前に膝ひざをつき、顔を上げた彼女と視線を合わせる。

　しかし無造作に手を伸ばすと、ノインはぎゅっと身体を強こわ張ばらせて目を閉じてしまった。

「この通り、俺は別に地獄の魔王でも何でもありませんよ。取って食いやしませんから、そう怯えずとも結構です」

　優しく（当社比）言ってみても、ノインは氷像よろしく身じろぎひとつしない。

「…………」

　早くも京介は苛いら立だってきた。

　魔王の肩書き、ついでに自分の身長と顔は小さな女の子にはさぞや脅きよう威いだろうが、何か言うたびに怖がられては話が進まないことこの上ない。

「その首輪を外すだけですから、じっとしていてください」

　さっきは〈契約〉を破壊しただけなので、鉄輪はそのままノインの首に残っている。

　分厚い京介の手はノインの細い首など片手でへし折れそうだ。許可を取るのは諦あきらめて、無言のまま指先でがちゃんと留め金を外すと、今度こそ首輪はぼとっと床ゆかに落ちた。

「……え？」

　ノインは音に驚おどろいたのかびくっと肩を震わせたが、やがて目をぱちくりとさせる。

「そんな輪を引っ掛けている意味はありませんから。趣しゆ味みなら別に止めませんけど」

　ノインはこくこくと何度も頷いてから、おそるおそる京介を見上げてくる。ただ、身長差があるせいで必死で首を伸のばす羽目になっていた。

「何か？」

「……い、いえ」

　びくっとまた俯うつむいてしまったものの、少なくとも震えはおさまったようだ。

（少しはマシになったと思っていいのですかね？）

　内心で呟きつつ、とりあえず、京介も遠えん慮りよなくじろじろとノインを見下ろした。これからしばらく面倒を見るのだから、そのくらいの無礼は許してほしいものだ。

「…………」

「…………」

（可愛かわいい子……では、あるんですよね）

　細すぎる四し肢しは痛々しかったが、彼女の柔やわらかそうな雰囲気を損そこねてはいない。真っ白な肌はだに大きな目、緩ゆるやかに波打つピンクがかった髪かみ。確か、こんな色合いをストロベリーブロンドというのだったか。

「ん……？」

　上背のある京介からは白く細いうなじがよく見える。

　さきほどまで鉄の首輪に隠されていた場所に、ぐるりと赤い線が走っていた。

　まるで首を絞しめられた痕あとのようだとぎょっとする。目を凝こらしてみると、どうやら古い傷きず痕あとのようだ。首輪はこれを隠す意図もあったのかもしれない。

（……なるほど、奴ど隷れいとはこういうものですか）

　ひどく腹が立った。

　ノインの経歴はまだ聞いていないが、奴隷に身を堕おとしているからにはそう幸せではなかっただろう。幼い娘むすめにこんな傷を付ける輩やからに、彼女は痛めつけられてきたわけだ。

　別に、ノインは少しこの家で面倒を見るだけだ。

　彼女と親しくするつもりはない――が、そんな輩と自分を同一視されてはたまらない。

「まず、君に言っておきますが」

　口を開くと、顔を上げたノインがまた小さく震えた。

「日本……こちらの国には奴隷制度というものはありません」

　金銭や契約、暴力で自由を奪われるような事件はまま起こりうるが、ノインのような、世に認められた〝奴隷〟とは違うので今はさて置く。

「ですので俺も、家に奴隷を置くつもりはありません。君も自由にしてください」

「え」

　とたん、ノインの顔が蒼そう白はくになった。

　遠慮がちに京介を見上げていたのが一転、何も感情の見えない虚うつろな表情となる。

「いや、俺おれは、奴隷としてこき使うつもりはないと言ってるんです。当面、この家で面倒は見ますし、放ほうり出だしたりはしませんから……」

「わたしは、……ご主人様には不要でしょうか」

「いえ、そういうことではなくてですね」

　これには京介も慌てた。

　まさかこういう反応が返ってくるとは思わなかったのだ。

「〈イズラ〉でどう言われていたか存じませんが、君を拘束するつもりはないということです。俺が何か命令することはありませんし、やりたいことがあれば言ってくれれば」

「わたしは、身体も小さくて役立たずかもしれませんけれど……」

　奴隷が主人に口答えするなどもってのほかだ。これだけ言うのにノインがどれだけ勇気を振り絞しぼったのかは想像するに余りある。

「いや、ですから」

　京介としては、ノインの――というより他人の面倒を見る余よ裕ゆうなどない。

　しばらくこの家で預かるのは仕方ないとしても、身の回りのことは自分でやってほしいし、それ以上にこちらに手間をかけさせないでもらいたいのだ。

　わざわざ他人に〝命令する〟など、面めん倒どう臭くさいことこの上ないではないか。

「せっかく別の世界に来たのですから、こちらで勉強するのはどうですか。教科書は貸しますし、言葉を覚えるのは大変かもしれませんけど……」

「水みず汲くみに、洗せん濯たくに、炊すい事じに、何でもやります。ですからどうか、ご主人様」

　奴隷とは、何に代えても自由を欲ほつしているものだと思っていた。

　まさか「自由にしなさい」を拒きよ絶ぜつされるとは思いもしなかったのだ。

『あー!!　マスター、なにノインちゃん虐いじめてるの!!』

　そこで、唐突にキンキン声が割り込んできた。

〈契約〉を解析させた後はレイには命令オーダーを与えていなかったので、和室をふよふよ浮いていたのが、いきなり二人の間に飛び込んできて京介の肩かたに飛び乗る。

「人聞きの悪いことを言わないでください、虐めてなど……」

『だってノインちゃん泣いてるじゃん。いーけないんだー、マスターが女の子泣かせたー、監かん視しログ再生してやろー』

　いきなり始まった魔王と妖よう精せいの言い合いにノインは唖あ然ぜんとしている。

　祁け答どう院いん邸には〈翻訳〉の他にも警備用の魔術をいくつも常駐させており、魔術制御ソフトでそれらをコントロールしている。ソフトの仮想人格アバターたるレイが録画を閲えつ覧らんすることは、当然ながら難しくない。

「あ、あの……」

「これは俺が実装した……そうですね、魔術で作った妖精擬もどきです」

『ちょっと、モドキって何よモドキって！』

　魔王京介の耳元で喚わめき散らすレイに、ノインはあからさまに顔を引きつらせている。

「別に君も、このくらい俺に文句を言ってくれて構わないんですけど」

　ノインは慌あわててぶんぶんと何度も首を横に振ふった。

『マスターは顔だけは魔王様なんだから、ノインちゃんはこっちに連れてこられたばっかりなんだから、ちゃんと優しくしてあげなきゃ駄だ目めでしょ！』

「これでも優しくしているつもりなんですよ。失礼ですね」

　反論しながら京介はようやく、自分とノインの間の決定的な溝みぞを知った。

　どうしたところで京介は現代日本の考え方しかできない。

　同様にノインは奴隷としての生き方しか知らないのだ。

　そして奴隷は〝役立たず〟と判断されればそこで終わりだ。安価で劣れつ悪あくな環かん境きように売り飛ばされるか、酷い場合はひそかに処分されてしまうかもしれない。そんな話を彼女はたくさん耳にしただろう。

　京介の説明は、ノインには「自分は不用品だ」と聞こえたわけだ。

（――仕方ない）

「そうですね……この家には今は俺しか住んでいないので、家事が何かと面めん倒どうでしてね。君にも手伝ってもらえますか」

　京介の言葉に、ノインは目を丸くして黙り込む。

　そして、たっぷり数秒ほど経たってからようやく表情を緩ませた。

「……はい！」

　青白い頬ほおが赤みを帯び、ピンクの髪が何度も頷うなずくのに合わせてふわふわ揺ゆれる。さながら氷雪に閉ざされた長い冬が終わり、蕾つぼみがほんのり色づいたかのようだった。

『うんうん、これからよろしくね。あたしがこの家のことは何でも教えてあげるから！』

「あ、ありがとうございます」

　ノインは二頭身で踏ふん反ぞり返かえるレイに、戸惑いがちに礼を言っている。

（まずは……）

　急がば回れと言う格言がある。

　必要なのは、異世界から売られてきた娘に安心できる場所を作ってやることだ。

　もっとも、そのために「奴隷としての」役目を与えなければならないのは皮肉なことだが。まあノインも自分が処分されることはないとわかれば、自由に振る舞まえるようになるだろう。

（……本当に奴隷を買ったつもりはなかったんですけど）

　面倒ごとを押し付けられたとは思っている。見知らぬ子供……それも異世界人の生せい殺さつ与よ奪だつ権を握にぎって、〝命令〟しなければいけないなどと、高校生には荷が重い。

　けれど、あの春の訪れのような表情はもう一度見てみたい気がした。




▽ファーストオーダー




（良かった……）

　新たな主人――京介はひとまず、この家で仕事を与えると約束してくれた。

　ノインが安あん堵どしたところで、奥おくの部屋からぼーん、ぼーん、という音が聞こえてくる。

『うわあ、もう十時過ぎてるよ』

「そもそも八や頭ずさんが来たのが夕方でしたからね。……まったく、疲つかれました」

　軍隊の鳴り物のような音だが、どうやら時刻を知らせる鐘かねだったようだ。

「…………」

　京介と妖精レイの会話を聞きつつノインが恭うやうやしく頭を垂れていると、京介はどうやら頭上で困った顔をしたようだった。

「……何でまた頭下げてるんです？」

「ご命令はありませんか、……ご主人様」

　奴隷は主人の命令なしには動けない。厨ちゆう房ぼうや洗い場といった持ち場を与えられていればその限りではないが、ノインはまだそうした仕事は割わり振られていない。

（お優しい方のようだけど……できるだけ静かに、ご命令をきちんと聞いて）

「ああ、……そうか、そうですよね」

　京介の表情を窺うかがうと、なぜかはっとした顔でがりがり頭を掻かいていた。

「そうですね……何か食べたいものはありますか？　冷蔵庫にあるものであれば……」

「いいえ」

「お腹なかが空いているということは。もう夜も遅おそいですし」

「いいえ」

　ノインは首を横に振った。奴隷が主人に食べ物をねだるなどあり得ないことだ。

　だが不興を買わないようにしたはずが、京介の眼鏡の奥の目がはっきり切れ上がった。

（怒おこらせてしまった……！）

「も、申し訳ありません、ご主人様……！」

　涙なみだ混じりの声で、ノインはふたたび畳に額を擦こすり付けんばかりに頭を下げた。温情でこの屋敷に置いてもらえることになったのに、このままではいきなり捨てられてしまう。

　京介が立ち上がる。

　小さなノインからすると、まるで神話の巨人を見仰あおぐかのようだ。

「何か食べられるものを作りますから、こちらへどうぞ」

　京介から発せられた言葉に、ノインは思わずきょとんとした。

「は、はい。……あの、ご主人様はお怒いかりに……？」

「台所はこっちです」

「……はい」

　なぜ失敗した奴隷が食事をもらえるのかわからないが、主人の命令とあらばノインは従うしかない。すたすたと大おお股またで応接間から出て行こうとする京介を、ノインは必死に小走りに追いかける。

『マスター、ノインちゃんの前で鴨かも居いに額ぶつけたら格好悪いよ！』

「なんで自分の家で頭をぶつけないといけないんですか……」

　廊ろう下かに出ると、ぎしぎしと木の床が鳴った。

　ずいぶん古い屋敷のようだ。魔ま王おう陛下の住まいとしては不ふ釣つり合あいだが、由ゆい緒しよある邸てい宅たくなのか、この建物に何か思い出があるのかもしれない。

『明日、あたしがお家を案内してあげるからね！　隅すみから隅まで知ってるんだから！』

「ありがとう、ございます」

『ほらほら、壁かべのあそこ、穴が空いてるでしょ？　あれねえ、前にマスターがケーブル通そうとして失敗した跡あと』

「余計なことは言わなくて結構です」

　眼鏡越ごしにぎろりと睨にらまれ、ノインはまたも声も出せずに凍こおりついた。

　そう広い屋敷ではないようで、ほどなく京介は別の部屋へと入っていく。

　テーブルや椅い子すといった家具が並び、壁には鍋なべや包丁を吊つるしてあるので、ノインにもここが厨房だとわかる。

「では、しばらくそこに座すわっていてください」

「え」

　さあっと、顔から血の気が引くのが自分でもわかった。

　奴隷や使用人の仕事といえば厨房の下働きが定番だ。それを「厨房でただ座っていろ」とはどういうことか。やはり役に立ちそうもない自分を破は棄きするつもりなのか。

「まだ道具の使い方を教えていませんから、今日は俺がやったほうが早いんです」

「……はい」

　処しよ刑けい宣告でも受けたかのような気分で、ノインは椅子に浅く腰こしかける。

　かたかた震ふるえながらノインが見つめる先では、京介が食材庫らしき灰色の扉とびら（冷蔵庫だと後で教わった）を開いてレイとあれこれ話し始めた。

「さて、何が残ってましたかね……」

『〈イズラ〉にもありそうなのがいいんじゃない？　納なつ豆とういきなり出されたら泣くよね』

「ああ、なるほど」

　そこで京介がノインを振り返り、

「卵は〈イズラ〉にもありますか？」

「は、はい！」

「では、卵かけご飯にでもしますか」

　京介が言うのに、ノインとレイはまったく同時に目を丸くした。

「わたしに、そのような贅ぜい沢たくな……」

『ねえマスターお願いだからもうちょっとちゃんとした料理を出せええええええ！』

　同時に叫さけんだ後、レイがノインの鼻先まで飛んできてまくし立ててきた。

『ねえノインちゃん、卵かけご飯だけなんて酷ひどくない!?』

「え、ええ。……わたしのような下げ賤せんの者が卵などと、ありえないことだと思います」

　栄養価の高い卵は母国でもよく食べられているが、奴隷の口には滅めつ多たに入らなかった。薄うすい粥かゆにまれにベーコンの切きれっ端ぱしが入り、運が良ければチーズが付くくらいだ。

「…………」

「あ、あの……」

　またも京介の顔が不ふ機き嫌げんになったようだった。

　ご主人様に、ましてや〝地獄の魔王〟に歯向かうつもりなんてまったくないのに、どう許しを請こえばいいのかもわからない。

「わかりました。もう少し手の込んだものを作ります」

『うん、そうしてちょうだいマスター』

　――そして、二、三十分ほどでその料理はできあがった。

「これは……卵、でよろしいのでしょうか」

「オムライスといいます」

　たっぷり数十秒、ノインはテーブルの上に並べられた皿をまじまじと眺ながめていた。

　卵を食べたことは何度もある。だが濃のう厚こうなバターの香かおりを纏まとわせて黄こ金がね色いろに輝かがやく、ふわふわとろとろとした卵がたっぷり盛られているところなど、元の持ち主のテーブルでも見たことはない。

『マスター、料理できるんだから、最初からこれ作っておこうよ……』

「口に入ればどうせ一いつ緒しよではないですか」

『ＴＫＧとオムライスを一緒と言い切る感性はさすがにどうかと思うよね！』

　なぜか皿の上を旋せん回かいしながらレイはぷんぷん怒っていた。

　その間、ノインは猫ねこよろしくうっかりバターの香りに目を細めていたのだが、京介が向かいの椅子に腰こし掛かけたところでがたんと目を剥むく。

「何か気になることでも？」

「その、わたしのような者と一緒に食事を摂とられては、ご不快にさせてしまうのではと」

　尊い身分の方々は下賤の者との同席を嫌がる。奴隷などもってのほかだ。

「言ったでしょう。ここは日本です」

　京介が額にくっきり皺しわを作るのを見て、ノインはくらりと気が遠のいた。

「も、申し訳ありませ……！」

「話を最後まで聞きなさい。――それに、君は〈イズラ〉の貴重な情報源でもあります。食事は生活そのものであり、社会のあらゆる情報が詰つまっているとも言えます。俺に買われた以上、君はそれを提供する義務があります」

　頭上でレイが『うわあ、また屁へ理り屈くつ言ってる』とコメントしていたのだが、テーブルすれすれまで頭を下げるノインの耳には入らなかった。

「ですから、ここで一緒に食べなさい」

　命令されれば、もはや奴隷のノインに逆らうことはできない。

　けれども、それは今までの〝主人〟の命令とはどこか違ちがう気がした。

「では、いただきます」

「……？」

「こちらでの食前の祈いのりです。一日の恵めぐみに感謝します、といった意味でしょうか」

「は、はい。……イタダ、キマ……ス？」

　ノインはおずおずと京介を真ま似ねて手を合わせてから、一匙さじすくって口に入れる。

「！」

　ノインは声を上げたり表情を変化させたりはしなかった。

　だが次の瞬間、色素の薄い目を大きく見開く。

「これは……」

　二口目、三口目、無意識のうちにスプーンの動きが速くなる。

　京介の手に合わせたらしいスプーンはノインの小さな手には余り気味だ。けれどもバターたっぷりの卵を崩くずすのに夢中でそんなことはまったく気にならなかった。

「卵で、こんな料理が作れるのですね……」

「他の食材も日本にはたくさんありますよ」

　やがて半熟卵の下から現れたライスに、ノインはまたも目を瞬かせた。

「ケチャップライスですね。卵と一緒にどうぞ」

　京介が先に一口食べて見せてくれる。

　ノインは目を丸くしながら、今度は躊ちゆう躇ちよすることなく赤いライスにスプーンを入れた。

　どうやら煮に詰つめた粥に近いようだ。ふわとろ半熟卵とは異なるわずかな酸味に一いつ瞬しゆんだけ驚いたが、卵とバターのまろやかさと合わさって、極ごく上じようの煮込み料理を食べたかのような心持ちとなる。

「美お味いしいですか？」

「は、はい！」

　慌てて姿勢を正して京介を見上げる。

「そうですか。それは良かったです」
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　そこで京介はわずかに表情を変えた――ようだった。

　頭が自分よりずっと上にあること、そして顔の中心で冷たく輝く眼鏡のせいで、京介の表情はひどく見えづらく、声のトーンもまた淡たん々たんとしている。

　しかし今、眼鏡の奥の目がわずかに細められたような気がした。

「ご主人様のお慈じ悲ひに、感謝します」

　ようやく京介の機き嫌げんを損ねずにすんだと、安堵で思わず力が抜ぬける。

（……ああ、そうか）

　京介が怖こわくなるのは自分が遠慮したり奴隷の分を弁わきまえようとしたとき、機嫌が良いのは喜んだり礼を言ったときだ。奴隷として振ふる舞まおうとしたときに不機嫌になるのは、やはりよくわからないけれども、

（このご主人様は……〈第二世界〉の魔王陛下は、そういう方なんだ）

　スプーンをぎゅっと握りしめる。

　ずっと冷えていた身体が、中心からじわりと温まってきたような気がしたのだった。

　ややあって。

「ごちそうさまでした」

「……ご、ごちそうさま、でした？」

　二人でふたたび手を合わせる。

　だが京介はすぐさま席を立つことなく、ノインをじっと見つめて問いかけてきた。

「〈イズラ〉で、『自由になったらやりたい』と思っていたことはありませんか？」

　唐とう突とつな問いにノインはまたもや目を丸くした。

　奴隷の中には金を貯ためて市民権を買う者もいたが、ノインは自由身分に手が届くとは思えなかったので、そんなことは考えもしなかった。

（……でも、そう答えてはご主人様はご気分を害されるでしょうし）

「前のご主人様のところでは、わたしの他にも何人か鎖くさりで繋つながれた人がいました。……その人たちは、自由になれば『家族が持てる』、『痛い思いをしなくていい』とか、『美味しいものを食べられる』……と言っていた気がします」

　それは、奴隷の望みとしてはごくありふれたもののはずだった。しかし、

「それは他の人たちの望みでしょう。――君は？」

　強い口調でふたたび問われてしまい、ノインはとうとう観念した。

　おずおずと、かすかに震える声で口にする。

「……優しいご主人様であればいい、と」

「それは、奴隷ならば当然でしょうね」

　そこでノインはゆっくりと京介を見上げる。

　若草色の瞳ひとみが怯おびえがちに――しかし、はっきりと京介を映した。

（〝ご主人様〟をじろじろ見るなんてひどい無礼だけれど、でも）

「ですから、わたしが欲ほしかったものは、みんなご主人様がくださいました。……首輪を外してくださいましたし、美味しいものも食べさせていただきました。たぶん、こうやってわたしなどの話を聞いてくださるのも」

　ノインはちらりとテーブルの上の皿に目を落として、

「ご主人様は、お優しいです」

「……そうですか？」

　京介の眼鏡越しの表情は変わらなかったが、その声はやけに戸惑っていた。

「正直、ハードルが低すぎるだけだと思いますよ。君からすれば日本人はみな聖人君子に見えるのではないですか」

　あれこれ言い訳のように言っているが、それがノインには不思議だ。

　奴隷を鞭むち打うたないどころか、気配りしてくれる主人のどこが優しくないというのだろうか。強しいて言うならば背が高すぎてお顔が見えづらいことと、眼の下の隈くまが濃こいことと、眼鏡が光ってちょっと怖いくらいだ。

「ですから、もうわたしが望むものなどないのです。他に……」

「……後は『家族』しか残っていませんね」

　売買の際にノインが申しん告こくしたことを覚えていてくれたようだ。

「もしご家族を探すなら、覚えていることを教えていただければ口くち添ぞえしますよ」

「ご主人様のお慈悲に感謝します。……ですが、村が襲おそわれたのはわたしが十になるより前でしたから。今から探すのは……その、とても難しいと思います」

　野盗化した傭よう兵へい団に襲われて、ノインの生まれた小さな村は壊かい滅めつした。

　父母や弟妹や他の村人たちもそれぞれ人買いに売られたのだろうと思うが、行ゆく方えも、そして生死ももはや確かめる術はない。

　どこにでも転がっているような、ありふれた話だった。

「そうですか、ご家族が……」

　京介は律りち儀ぎにも沈ちん鬱うつな表情をする。

　だが、やがて何かに気づいたような顔でノインに向かって身を乗り出してきた。

「君が……その、攫さらわれたのは、八、九歳さいの頃ころなんですね？」

「はい」

「それから、ずいぶん時間が経っている……と」

「はい」

「君は、今は何なん歳さいなんです？」

　ノインは目を瞬かせた。奴隷には必ず出身地や売買歴を記した札が添そえられるが、京介は自分を見てすぐに購こう入にゆうを決めてしまったので内容を確かく認にんしていないのだ。

「十と六、です」

　とたん、京介の動きがぴしりと固まった。

「俺と同い年だったんですか!?」

「え……？」

　双そう方ほうの混乱しきった声が深夜の食堂に響ひびき渡わたる。

「てっきり、せいぜい十歳過ぎだと……」

「お、恐おそれながら、ご主人様は……その、成人の儀ぎ式しきを終えてずいぶん経つのかと」

　自分が痩やせっぽちで幼く見られがちという自覚はあったが、ノインも目を丸くする。

（まさか魔王陛下がわたしと同じ年だなんて……ご主人様は、すごい方なんだわ）

　しかし京介は呑のん気きに感心している場合ではないようで、頭を抱かかえている。

「八や頭ずさんもきっと、子供だと思ったから俺に預けてきたんですよね……」

『たぶん。ノインちゃんが同い年だとわかったら別の方法を考えたと思うよ、男子高校生の家なんて野や獣じゆうの檻おりに放り込むようなものじゃん』

「誰だれが野獣ですか、誰が」

『違うの？』

　レイとよくわからない掛かけ合いをしながら、京介はぶつぶつ考え込んでいる。

「いや、別に子供であろうとなかろうと俺のやることが変わるわけじゃありませんよね」

　しばし経って、どうやら結論が出たようだ。

　京介はテーブルを挟はさんだノインを見つめて、穏おだやかな口調で語りかけてきた。

「まあ年はともかく。ノイン、これからよろしくお願いしますね」

「はい。……非力な身ではありますが、精せい一いつ杯ぱい、お仕えさせていただきますので……何なりとお命じくださいませ、ご主人様」

　ノインはテーブルに額がぶつかる寸前まで頭を下げる。

　ここは右も左もわからない異世界だけれども、魔王陛下に出会えたことはきっと自分にとって幸運なことだ。ならば、せめて少しでも長くお仕えしたい。

「いや、別にそこまでしてくれなくても……」

　頭上からなぜか弱ったような声が聞こえたのだが、頭を下げるノインからは京介の表情は見えなかった。

「さて、もう遅いですしさっさと寝ねますか。……ああ、皿は明日片付けますのでいいです」

　京介ががたんと椅子から立ち上がったので、ノインは慌てて追従する。

　この屋敷は空き部屋がいくつもあるとかで、そのうちの一室をノインに貸してくれた。

　故郷では見たこともない藁わらではなく綿わたの入った布ふ団とんにノインは思わず立ちくらみがしたのだが、幸か不幸か布団の上に倒たおれ込んだので事なきを得た。京介が「よほど疲れていたようですね」と言ってくれたのがとても申し訳なかった。

「では、ゆっくり休んでください」

「は、はい。――お休みなさいませ、ご主人様」

　そして、奴隷と魔王陛下の一日目は終わった。







２日目　魔王と奴隸娘の休日







▼魔王の城




　そして翌朝である。

　京きよう介すけが台所に入ったところで、タイミングを見計らったようにレイが出現した。

『おはよー、マスター。心しん拍ぱく数すうと体温が変だよ？』

「夜通し調べ物をしていましたからね……仕方ないでしょう」

　昨夜、食事をした後にノインは早めに寝かせた。

　だが京介自身は、深夜……というか今まで調べ物に没ぼつ頭とうしていたのだ。

『手て当あたり次し第だいに色々読んでたよね、奴隷の躾しつけ方とかリンカーンの伝記とか』

「とりあえず奴隷制に関係ありそうな本ですよね……」

　亡父の書しよ斎さいを漁あさり、あるいは関連しそうな電子書しよ籍せきをネットで探していたらそのようなラインナップになった。支し払はらいから一分で本文を読める電子書籍のありがたみである。

『それで、何か役に立ちそうな情報あった？』

「リンカーンが少し嫌いになりました」

　リンカーンは奴隷解放宣言を行った大統領として有名だが、必ずしも同情から解放したわけではなく、最大の目的はアメリカを分断した南北戦争に勝利することだった。ただし彼かれが冷れい酷こくな人物だったと言い切ることもできない。当時の常識において黒人は〝下等な人種〟だったし、リンカーンもそれに則のつとったに過ぎない。

　同様に古代ローマにも大勢の奴隷がいたが、それを現代と比べたところで仕方がない。

「なるべく早く奴隷解放宣言できればいいんですけど」

『え？　マスター、ノインちゃんが奴隷なのがイヤなの!?　あんなに可愛いのに！』

「可愛い子だとは思っていますが、奴隷にいちいち命令するのが面倒です」

　まあ、それでもノインを預かるのは八や頭ずが行き先を決めるまでの間だけだ。

　肩をすくめてから、京介はふと険しい目で呟つぶやいた。

「昨晩は何も検知していませんよね？」

『？　うん、そのはずだけど』

　レイに統とう括かつさせている警備用の魔ま術じゆつのことだ。効果はおおよそ監視カメラと同じで、侵しん入にゆう者しやを検出したり屋や敷しき内ないの魔術や魔ま力りよくの流れを解析するほか、各部屋をくまなくモニタリングしている。

『ノインちゃん気にしてるの？　あの後はお布団でぐっすり寝てるだけだったよ』

「それでしょうけど……念のため、魔力検知の数字をこちらにください」

『うん、わかった』

　レイは京介が構築した魔ま術じゆつ制せい御ぎよ用ソフトだから、思考・推論パターンはおおよそ把は握あくしている。京介にとっては鏡と対話しているようなものだ。

　それでも考えをまとめる役には立つ。

　と、そこできしきしとかすかな板鳴りの音とともに、ノインが台所に顔を出した。

　まだ着き替がえを調達していないので、服は昨日のボロ着のままである。

『おはよー、ノインちゃん』

（美人は寝ぼけていても美人なんですねえ……）

　思わず益やく体たいもないことを考えてしまうが、可愛らしいばかりではなく、皺の寄った服や寝ね癖ぐせであちこち跳はねているピンク色の髪には、体温――生きている人間の実感のようなものがある。

　それは、一人暮らしだった京介には久々の〝同居人〟の姿だ。

（まあ、寝ね起おきを見られるのは奴隷の仕事ではないでしょうけど）

　一方そのノインであるが、台所に京介の姿を見つけたとたんに板いたの間で土下座した。

「ご主人様、申し訳ありません……！」

「おはようございます。ずいぶん早いですね」

　なお現在は朝の五時半、窓の外ではようやく夜が明けようというところだ。

　京介がこんな早朝に台所にいるのは、ただ単に徹てつ夜やしていたからである。

　とはいえ電気照明が普ふ及きゆうしている日本と違って、〈イズラ〉では夜明けとともに人々は活動を始め、日が落ちれば眠ねむるという生活サイクルのはずだから、ノインにはこれが普ふ通つうなのかもしれない。

「ところで、なぜ台所に？」

「水をご主人様にお運びしようと思いまして……」

　ご主人様のお顔と足を洗う用、それに朝食の準備、とノインは指折り数えて言った。

　そういえば奴隷に課された重労働のひとつに『水汲み』があったはずだと、昨日（というより今日）読んだ内容を京介は思い出す。

（早さつ速そく、奴隷の仕事をする気満々ですね）

　昨日それを許したのは京介なのだから、そこを咎とがめることはしないが、しかし。

「うちでは井い戸どで水を汲んで運ばなくても、こうすれば水が出ますので」

　きゅいっと水道の蛇じや口ぐちを捻ひねって見せると、ノインはきょとんとした顔をした。

「ご主人様が、魔術で水を作ってくださった、のでしょうか？」

「いや、水道は魔ま術じゆつ師しでなくとも誰でも使えますよ。そうですね、山にある巨きよ大だいな溜ため池いけから地面に埋うめた管を通して、それぞれの家まで水を運んでいると思っていただければ」

　わかりやすく説明したつもりだが、ノインは首を傾かしげたままだ。

「ちなみにお湯も出ます」

　ふたたび蛇口を捻ってみせる。

　もくもく湯気が立ったところで、ノインの若草色の目がまん丸に見開かれた。

「すごいです。魔王陛下のお城には、こんな素す晴ばらしいものがあるのですね」

「いや、別に、魔王の家でなくともほとんどの家に水道はついているんですが……」

　女の子の感かん嘆たんした目で見つめられて、京介は居い心ごこ地ち悪く視線を逸そらす。確かに日本でも上下水道が普及したのはそう昔のことではないのだが。

「ですから、早起きして水を汲まなくても結構です」

「は、はい」

　ノインはこくりと頷いたが、ショックを受けた風でもあった。

（家のことも説明しないといけないのはわかってましたが、ここからですか……）

　異世界人と一緒に暮らすのだから、仕方のないことと頭で理解してはいるのだが。

「他の仕事は……何なりとお命じくださいませ、ご主人様」

「では、とりあえずそこに座っていてください。朝ご飯を作ってしまいますから」

「……はい」

　なぜかピンクの寝癖がぺしょっと萎しぼんだように見えた。

　もっとも京介も早朝から凝こったものを作る気力はないので、トーストに目玉焼きとベーコンを付ける程度だ。いわゆるイングリッシュ・ブレックファーストだが、パン皿はヤマ●キ春のパン祭りの景品なので特に情じよう緒ちよはない。

「そういえば、まだ祁答院家うちの説明をしていませんでしたね」

　トースターに食パンを放ほうり込みつつ、京介はノインを振り返った。

「〈イズラ〉と違って、日本の魔術師はほぼ特定の家系に限定されています。そもそも日本では魔術の存在は公おおやけにされていませんから」

　ここらはエルヴァに事前に聞かされていたのだろう、ノインは小さく頷く。

「祁答院もその家系です。祖父も父も魔術師でしたが、二人とも本業は医者でしたし」

「はい」

「ちなみに二人とも〝魔王〟をやっていました。ですから俺おれで三代連続ですね」

「代々の魔王様……」

　ノインは目を丸くして京介を見上げたのだった。

　魔王と言ったところで日本では同業者間の称しよう号ごうに過ぎないのだが、イズラ人のノインにとってはやはり〝強大な魔術師〟の代名詞なのだろう。

「この家もその祖父が建てたもので――と、そうでした」

　言葉を切った京介にノインが思わず目を瞬かせる。

「先に言っておきますが、地下室には近寄らないでください。俺の研究室があるので」

「！　はい」

　ノインは顔を強こわ張ばらせながら頷いた。

　さすが魔術の本場の出身だけあって、こういう命令は即そく座ざに理解できるようだ。

『研究室ぜんぜん掃そう除じしてないから、ノインちゃんを入れるのが恥はずかしいんだよ！』

「……その研究室にあなたの本体メインサーバもあるんですがね？」

　魔術師の研究室とは、最大の機密にして生命そのものとも言える。ゆえに、すべての魔術師は徹てつ底てい的てきにセキュリティ対策をしているものだ。不用意に近づけば爆ばく死しするくらいはまだ良い方で、生きたまま解体されるだの脳のう味み噌そに魔ま法ほう陣じんを焼き付けられるだの、怪かい談だんはいくらでもある。

「考えてみれば、『青あお髭ひげ』みたいな部屋ですね」

「青髭？　……その、ご主人様にお髭はないようですけど」

　ふと思いついて言うと、ノインが不思議そうに首を傾げた。

「こちらの……よその国の民話ですよ。――とある女性が金持ちの男に見み初そめられて嫁とついだのですが、夫に、ある部屋に『決して入ってはならぬ』と命じられるのです」

　朗々と京介は語り始めた。

　興が乗ったのもあるが、地下室に入られては本当に困るからだ。ノインが命令に背そむくとはあまり思えないが、万が一ということもある。

（まだ、わからないこともありますし）

「ですが女性は好こう奇き心しんに負けて、やがてその部屋を開けてしまいました。はたして部屋に隠かくされていたのは、男の先妻の死体でした」

　ノインと、ついでにレイが息を呑むのがわかった。

「女性は慌あわてて逃にげ出だそうとしましたが、うっかり鍵かぎを床ゆかの血だまりに落として染しみを作ってしまいました。何度、鍵を拭ふいても拭いても、血の染みは取れません。夫は女性に裏切られたことを知って、『お前もあの女と一緒に吊るしてやる』と激げき怒どしました」

『ひ、ひええええ……』

　ノインの頭上でレイがぶるぶる震えている。警備用の魔術のアバターが怯えてどうするんだと、思わず内心で頭を抱える京介である。

「しかし女性が夫に殺されかかる寸前……」

　そこで京介は思わず黙だまり込んだ。

　ノインは行ぎよう儀ぎよく椅子に腰掛けて、京介の話に耳を傾かたむけている。

　その表情は感心した風ではあっても怯えている気配はまるでない。別にレイのように震え上あがって欲しいわけではないが、もうちょっと驚くとか何とか。

　語りが途と切ぎれたところで、ノインはそこで物語が終わったと思ったようだ。

「とてもためになる話をありがとうございました、ご主人様」

「……面おも白しろかったですか？」

　まだ肝かん心じんのオチ――新にい妻づまが殺害寸前で助かるところまで行っていないのだが。

「はい。女性が追おい詰められていくところはとても迫はく力りよくがありました。ですが女性は言いつけを破ったのですから、罰ばつを受けるのは当然だと思います」

「そうですか……」

（……きっと、〈イズラ〉では当たり前すぎる話だったんでしょう）

　奴ど隷れいが出入りしてはならない場所などいくらでもあっただろうし、主人から罰を受けるなど日にち常じよう茶さ飯はん事じだったろう。京介には異国の昔話だが、ノインにとってはごく普通の出来事なのだ。

（まあ、地下室に近寄らないでいてくれるでしょうし、それでいいんですけど……）

　目的は達成できたはずだが、どこか解げせないような、負けた気がする京介である。

『ねえ、どうなるの？　その奥おくさん、どうなったの!?』

「……後で自分で検けん索さくしなさい」

　まだ震え上がっているレイに、京介は遠い目をしてため息をついた。




▼最新技術の使い方




　そして朝食を食べ終え、食後の紅茶まで振ふる舞まってから、

「では、この家の間取りや君の仕事についてはそこにいるレイに聞いて……」

『マスターがあたしに押おし付つけようとしてるー!!』

　言いかけたところで、京介はレイによる二頭身急降下爆ばく撃げきを食くらった。

　二頭身のホログラムを投とう影えいしているだけなので、頰ほおに張り付かれたところで痛みや重さはないが、鬱うつ陶とうしいものは鬱陶しい。

「あ、あの……」

「別に、あなたでも案内は問題ないでしょうに」

『ご主人様なんだから、ちゃんとノインちゃんに説明してあげなきゃ駄だ目めじゃない!!』

　顔から引ひっ剥ぺがしてもなおレイは京介の耳元で喚わめいている。

　ノインは黙って京介を見上げているが、その目がなんだか捨てられた子犬に見えた。

「…………」

　京介はため息をつく。

　ノインはともかく、これではレイが後々までうるさそうだ。

（なんで、ソフトにせよ奴隷にせよ持ち主が手間をかけさせられているんですかね？）

　そこはかとなく理り不ふ尽じんだが、レイはともかくノインに文句を言っても仕方がない。

「わかりました、俺が案内しましょう。ついでに仕事も説明します」

「！　はい」

　ノインははっきりした声で返事をした。

「精一杯、こちらで働かせていただきます」

「……やる気があるのはありがたいですが、奴隷労働ですからね……？」

　京介は思わず遠い目をする。奴隷解放宣言への道のりは長そうだった。

「まあ家電は最新型を揃そろえてありますから、〈イズラ〉よりは楽ができると思いますよ」

　ノインを振り返かえる京介はちょっとばかりドヤ顔だった。

　一人暮らし、機械好き、生活費に困っていないとなれば、家にメカが増えていくのはもうどうしようもない。当人はあまり自覚していないが。

「家事というと、まずは炊すい事じでしょうか」

　京介はノインに台所のシンクを示して、

「さっきも言いましたが、水はこうやって蛇口を捻れば出ます。それから食材はこの冷蔵庫に入ってます。箱の中で、肉や野菜を新しん鮮せんなまま保存できると思ってください」

「氷室ですね」

　ノインは〈イズラ〉の事物に置おき換かえながら把握しているようだ。

「包丁と鍋はそこにあるのを使っていただくとして、あれがコンロ、要は竃かまどですね」

　言って、京介が指差したのはＩＨクッキングヒーターだった。

「天板に円が描いてあるでしょう。そこに鍋なべを置いて手前のスイッチを押すだけです」

「竃……ですか？」

　今回は勘かん違ちがいされないよう、あらかじめ釘くぎを刺さしておく。

「ええ、魔術ではなく誘ゆう導どう加熱というれっきとした科学です。要は高周波電流を流して磁界を発生させた中に金属を置くと、金属の中には逆向きの渦うず電流と、抵てい抗こうによってジュール熱が発生するんです。熱量は渦電流の二乗、金属の抵抗値、時間の積で求められ……」

『マスター、〈翻ほん訳やく〉でも訳しきれないからストップ』

　レイが呆あきれ顔がおで中断してきた。

　その隣となりでノインはしばし難解な数学の問題を解くかのごとく考え込んでいたが、

「つまり火を焚たかなくても、鍋を置くだけで煮に炊たきができる……でよろしいでしょうか」

　ガスが普及するまで竃で煮炊きするのはもっぱら女性や下働きの役目だった。ノインも煤すすで顔を真っ黒にしながらそんな仕事をさせられたことがあるのだろう。

『あれでわかったんだ、ノインちゃんすごいね!?』

「でも、火を使わないのなら、竃の神様はいったいどちらにいらっしゃるのでしょう？」

　途と方ほうに暮れるノインの前で、京介とレイもまったく同時に目を点にした。

『へ？』

「……神様、ですか」

　竃に火の神、あるいは家庭の守護神が宿るという信しん仰こうは日本や世界各地にある。〈イズラ〉にもきっと似たような神話があるのだろうが、さすがにこれは想定外だ。

「別に、竃の神がいなくても料理はできると思いますが……」

　京介が呟いてもノインはおろおろしたままだ。

　信仰とは何も祈りを捧ささげるだけではなく身に染み付いた生活習慣でもあるから、いきなり止めさせることは実は難しい。だが今からガスコンロを増設してはいられない。

（命令して無視させることもできますけど……それは日本の流りゆう儀ぎではありませんし）

『だいじょぶだいじょぶ、この家には竃の神様の代わりに魔ま王おうがいるから！』

　二頭身の輝かんばかりの笑え顔がおに、京介は脱だつ力りよくして思わず横の棚たなに頭をぶつけかけた。

「――！」

　だがノインは目を丸くして京介を見上げてくる。

「ご主人様、魔王陛下のお城でのご無礼、どうかお許しください」

「いや、そこの阿呆レイの言うことをあまり真に受けないで欲しいんですけど」

　京介は呻うめくが、しかし別の理由をでっちあげようとしてみるも思いつかない。

『大だい丈じよう夫ぶ、マスター腐くさってなければとりあえず何でも食べられるから！　神様のいない竃で料理作ったっていけるいける！』

「……人を、腹の頑がん丈じようさで魔王になったように言わないでくれますかね？」

　ぐっと拳こぶしを握にぎって適当を言うレイを、京介は引きつった顔で睨にらみつけたのだった。







　いきなりどっと疲つかれた気がしたが、まだやるべき家事は山ほどある。

「次は……そうですね、掃そう除じ機きがこちらにあります。どうぞ」

　京介は台所から廊ろう下かに出て、ノインを連れてぎしぎし床ゆか板いたを鳴らして歩いていく。

「見ての通り古い家ですし、祖父の道楽で骨こつ董とう品ひんがごろごろしていましてね」

　廊下の曲がり角に鎮ちん座ざまします大きな壺つぼを、京介は勝手知ったる動きでひょいと避けたが、ノインは気づくのが遅おくれて小さく悲鳴を上げていた。

「ともかく、古い壺だの箪たん笥すだのを見かけてもなるべく触さわらないでください。まあ、壊こわされても別に問題はないんですけど」

「！　とんでもありません」

　愚ぐ痴ち交じりに呟く京介に、ノインはぶんぶんと首を振った。

「掃除機はいつもここに置いてあるので、必要なときに使ってください」

「掃除機……？」

　薄うす暗ぐらい廊下の突つき当あたりには掃除機がそのまま立てかけてある。

　最新型のサーバを駆く使しした〈翻訳〉の魔術といえども固有名詞の処理には限度があるが、その心配をしなくてもいいほどに直ちよく截せつ的な名前であった。

「…………」

　箒ほうきやチリトリとはかけ離はなれたそのフォルムにノインは目を丸くしている。

　木と鉄ばかりの〈イズラ〉にいたノインには、半はん透とう明めいのプラスチックの筐きよう体たいですら得体の知れないものに見えているのかもしれない。

「……わたしに、このような立派なお道具が使いこなせるでしょうか」

『大丈夫大丈夫、マスターいつも自分の歩くところしか掃除してないから！』

「試ためしに使ってみますか？　あれこれ説明するよりその方が早いでしょうし」

　レイの言う通り（認めるのは癪しやくだが）いかんせん一人で住むには広すぎる家なので、私室や台所、居間ならばともかく、客間や廊下の奥にはなかなか手が回らない。奥まった場所にある掃除機置き場の隅すみにも埃ほこりがうっすら残っている。

「きゃあ!?」

　ノインに持ち手を握らせてスイッチを入れると、吸引音に驚いたのか、一瞬、機械ごと放り投なげそうになっていた。

「ほ、埃が消えた……!?」

「掃除機ですから」

　むしろ、そうでなかったら困る。

「消えるのではなくて、正確には中のフィルタに溜たまっているだけですけどね。それと、埃や髪かみの毛けのような細かいものしか吸い込まないので注意してください」

　そこで、京介は一度言葉を切った。

　京介が解説をする間もノインはおっかなびっくり掃除機を動かしていた。使い方はすぐに把握できたようで、廊下の隅からおっかなびっくり床の上を走らせている。

「……なんでそこまでゆっくりなんです？」

　本当におっかなびっくりと……それこそ骨董品の壺を捧げ持もつかのような慎しん重ちようさで。

「別に、少しぶつけたくらいではどうともなりませんよ」

「そんなわけにはいきません！」

　ノインはぶんぶん首を振りながら振り返った。

「ご主人様からお預かりした大切なお道具ですし、それに、このお屋や敷しきは木や紙でできていてとても脆もろそうです。傷つけるわけにはまいりません」

「…………」

　さりげなく日本家屋をディスられた気がする。

（まあ奴隷に『雑に扱あつかえ』とか『手て抜ぬきしろ』という指示は、確かに難しいでしょうが）

　だが、あの亀かめの歩みのようなペースでは何日かかっても掃除が終わらないだろうし、それより先にノインが過労と気き疲づかれで倒れてしまいそうだ。

「……掃除機より奴隷ノインの方がよほど高額だったんですが」

『そういうこと言わないの！』

　小声で皮肉を言った京介は、レイにぽかぽかと頭を叩たたかれたのだった。

（楽をするために家電があるはずなんですが、つくづく、うまくいかないもので）

　京介は家事を頼たのみたいのであって、ノインに無む駄だに修しゆ行ぎようさせるつもりはない。

「君が、真ま面じ目めなのはわかりました」

「お、恐れ入いります」

「ですが、それに何日もかけられては困ります。だいたい時間短縮のための掃除機なのに、余計に時間を食っていては掃除機の存在意義がないではありませんか」

　薄暗い廊下で、京介の眼鏡がわずかな陽ひ射ざしを反射してぎらりと輝かがやく。

「も、申し訳ありませ……」

『ちょっとマスター、ノインちゃんちゃんと仕事してたんだから怒おこることないでしょ！』

「話は最後まで聞きなさい」

　ぺいっとレイを払はらってから話を再開する。

「俺が頼んだのは『家の掃除』であって『掃除機を使うこと』ではありません。納なん戸どに雑ぞう巾きんやらバケツがありますから、そちらも使ってくれて結構です。……雑巾掛けするほうが楽だというのであれば、ですけど」
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「ご、ご主人様のお慈じ悲ひに感謝いたします……！」

　ノインの青白い頰に血色が戻もどる。胸の前で手を合わせると、まさしく神に祈いのりを捧げるかのようなポーズだった。

『良かったねえ、ノインちゃん』

「はい！」

　昨日から食事をさせたりあれこれ面めん倒どうを見たつもりだが、まさか雑巾でいちばん感動されるとは、と京介はため息をついた。







「後は、そうですね……」

　ふたたびノインを連れて家の間取りを説明しながら、京介は指折り数える。

　主たる家事と言えば炊事に掃除、そして。

「ここが風ふ呂ろと脱だつ衣い所、洗せん濯たく機きはそれです。洗濯機は……まあ機能はわかりますよね」

　これもまた説明の必要もないわかりやすいネーミングだろう。

「あの箱の中に洗濯板が……」

「洗濯板ではなくて、ドラムの中で叩き洗いをしているんですけどね」

　ノインが脱衣所に鎮座するドラム型洗濯機にごくりと唾を飲んだようだった。

「基本的には、そこの脱衣籠かごから衣類を仕分けして放り込んでいただければ、後は乾かん燥そうまでこの洗濯機が自動でやりますから」

「自動、ですか……？」

「たとえばレイは俺の実装した魔術ですが、ああやって自由に動いて好き勝手言っているでしょう。同じように洗濯機がひとりでに動いて、洗濯をすると思っていただければ」

　その例えに、ノインは目を瞬かせてからレイと洗濯機を何度も見比べた。

「はい」

『ノインちゃんそれでわかるの!?　あたしを洗濯機と一いつ緒しよくたなんてひどくない!?』

「うるさく口答えしないだけ洗濯機の方が優ゆう秀しゆうですね」

『ひどーい！』

　魔術制御ソフトの訴うつたえにノインはおろおろしていたが、京介はしれっと無視する。

『大丈夫だよ、マスター、手洗いとか陰干しが要いるお高い服なんか持ってないから！』

「悪かったですね」

『あ、でもでも汗あせ臭くさい男子高校生の服と一緒に洗うの嫌いやかな？　どうしようマスター？』

「……俺に聞いてどうしろと？」

　京介がぎろりと目を細めるとノインはびくっとしたが、レイは素知らぬ顔だった。

「洗濯にだいたい一時間、乾燥まで含ふくめて五時間くらいですかね。もちろん洗濯物を放り込んだら、後は別のことをしてくださって大だい丈じよう夫ぶです」

「え」

　なぜかノインが固まった。

「別のこと、ですか？　監かん督とくは……」

「そこの阿呆レイではあるまいし、スイッチさえきちんと押していただければ、洗濯機は見張っていなくてもちゃんと動きます」

　京介は冗じよう談だんめかして言うが、たちまちノインの表情が強張っていき、

「……どうしました？」

「ご主人様……」

　その表情は、さながら森に置き去りにされたヘンゼルとグレーテルの兄きよう妹だいだった。

「わたしは、ご主人様のお役に立ちたいのです。どうぞ、何なりとご命令くださいませ」

「いや、それを説明していたつもりなんですけど」

　家事を丸投げしようとして「仕事をさせろ」と言われるとはどういうことだ。

『いやノインちゃん、マスター家事全部やらせようとしてるからね？　言っておくけどマスター、洗濯は三日に一度だし、掃除だってかなりサボってたからね？』

「……管理者ルートのプライバシーを暴ばく露ろするのはやめてくれませんか」

　京介は呻くが、レイを追い払ってノインと二人になってしまうと間が持たなくなる。

　まったくもって、他人と話すのは面めん倒どう臭くさい。

「ご主人様の仰おつしやるところでは――わたしの仕事は、水道の出っ張りを捻って、黒い板の上に鍋を置いてスイッチを押して、掃除機のスイッチを押して、洗濯機のスイッチを押すことなのでしょうか」

「……確かに、そう説明はしましたけど」

　家事とは別にスイッチを押すだけではないはずだ。だが現代日本には家電があり、それらはだいたい機械操作なので、要約するとそうなってしまうのだろうか。

「ですが、それに何か問題が？」

「いえ、……それだけで良いのかと思いまして」

「その方が、君にとっても楽ではないですか？」

　首を捻りつつ言うが、ノインの目め尻じりに涙なみだが浮うかんでいるのを見つけてぎくりとした。

（何をそんなに怖こわがって……）

　少し考えて、ようやく理解できた気がした。

　採さい掘くつ、農作業、水みず汲くみ、火焚き、洗濯板、雑巾掛け、その他諸もろ々もろ。

　歴史資料で語られていた奴隷の仕事はどれも過か酷こくなものだ。家電や生活インフラの発達によって人間が重労働から解放されたのは近年のことであり、それを京介は素晴らしいことだと思っているが、

（自分の仕事が何もないように見えた――と、いうことですか）

　ノインは奴隷としてしか、この魔王の城に身の置きようがないと思っている娘むすめなのだ。

　家電が人々を重労働から解放したことを思えば皮肉な話だった。

　そして家電の機能を嬉き々きとして説明していた京介もしょんぼりである。

　やる気があるのはありがたいが、だからと言って本来の奴隷の仕事をさせた日にはもはや日本の流儀がどうとかいう問題ではなく、単純に京介がストレスで死ぬ。

（だからと言って〝命令〟しては本末転倒ですし……）

　さりとてレイに説得を任せるのも却きやつ下かだ。ノインの中での〝〈第二世界〉の魔王〟像がますますおかしくなって、竃かまどの神だか何だか取り返しのつかないことになってしまう。

「スイッチを押すのは重要な仕事です」

　しばし考えた後、京介は力強く言い切った。

「機械というものはいかんせん馬ば鹿かでして、人間が命じた通りにしか動かないのです。ですから、君の仕事とは機械に適切な指示を下すことと言えるでしょう」

　京介が無駄に力説するのを、ノインは目を丸くして聞いている。

　そしてようやく、ほっと身体から力が抜ぬけたようだった。

　ついでに脱衣所の床に平へい伏ふくしそうになったので、これはレイが慌てて止める。ノインは廊下に正座したまま、若草色の瞳ひとみに京介を目め一いつ杯ぱいに映して、

「ご主人様のお慈悲に感謝して、非力ながら精せい一いつ杯ぱいスイッチを押させていただきます」

「ええ、そうしてください」

　京介はため息をつく。どうにか納なつ得とくしてくれるまで、長い道のりだった。




▽日本の伝統・お風呂




　京介とレイに家の中を案内してもらっているうちに夜になった。

　家電という見たこともない機械仕じ掛かけの数々に、木材はおろか紙でできた扉とびらまであるのに驚いたが、この国では珍めずらしくないのだそうだ。

（敵が襲おそってきて火を付つけようとしても、魔王陛下ならきっと大丈夫ということよね）

　自信に満ちた造りの家にノインはいたく感心したのだった。

「さて、では夕飯にしますか。ちょっとそこに座すわっててください」

「ですが、ご主人様にそのような仕事をさせるなどと……」

『一日、マスターの長話に付き合ったじゃん！　ノインちゃんは立派に仕事をしたよ！』

「……長話で悪かったですね」

　ぼそりと呟く京介に、ノインは顔を強張らせてぶんぶんと首を左右に振る。

　そして、京介が手早く作った夕食を昨日と同じようにいただいた後、

「後は風呂に……そういえば、まだ風呂の入り方の説明をしていませんでしたね。湯ゆ浴あみと言ったほうが良いでしょうか、わかりますか？」

「……はい」

　――来た。

　奴隷に堕おとされたときから覚かく悟ごしていたものが来たと、ノインは身を強張らせた。

「その髪もきちんと洗って、服も着替えなければいけませんしね」

「……承知いたしました、ご主人様」

　深々と頭を下げる。

　だが全身が小さく震ふるえるのはごまかしきれず、京介に「そこまで重大なことでも」と首を捻られてしまった。

「日本では毎日、風呂に入る人が多いですね」

「ま、毎日……ですか」

「昔から温泉は有名ですし、伝統的に風呂好きな民族だと言われていますね。シャワーだけだと身体が温まりませんし疲れも取れませんから」

『マスターって、お父さんもだったけど、お風呂には妙みようにこだわりがあるよね……』

　レイがふよふよ浮きながら呆れ顔で言っていた。

　その風呂好きだった亡父によって、この屋敷では『自動給湯器』や『追い焚だき機能』が使えるそうだ。「家が古いのはいいですがさすがに水回りまでそれではやってられませんから」とは京介の弁である。

「…………」

　どくどくと、自分の心臓が痛いほど強く脈打っているのがわかる。

（……ご主人様は、優やさしいお方なんだから）

　何度も何度も心の中で呟つぶやいていると、不意にぴぴっという音が耳に飛び込んできた。

「きゃぁ!?」

『ちょっとノインちゃん大丈夫、驚かせてごめんね、これお湯張り完かん了りようの合図なの！』

　ふらふらと京介に連れられて浴室に向かう。

　気が遠のきつつあるノインだったが、浴室を目まの当たりにした瞬しゆん間かんだけは我に返った。

「わ、……わたしが、このような立派な浴室に立ち入って良いのでしょうか」

「もちろん」

　湯浴みをするには湯と薪まきを大量に用意するか、魔ま術じゆつでそれらを生成するしかない。いずれにしても王おう侯こう貴族や豪ごう商しようにしか縁えんのない贅ぜい沢たくな習慣であり、庶しよ民みんや奴隷はたまに水浴びをするのがせいぜいだった。

「そこに蛇口があるでしょう。台所と同じように水が出ますから、温度を調整して……」

　京介が風呂の入り方をあれこれ説明してくれる。

　洗濯機に比べれば操作は難しくなさそうだが、まるきり頭に入った気がしなかった。

「君の着き替がえは注文してあるんですが、まだ届かないので、すみませんが今日は俺の服で我が慢まんしてください。後でここに置いておきますから、では、ごゆっくりどうぞ」

　やがて、説明を終えた京介は脱衣所から出て行こうとする。

「………………え？」

　それを、ノインはわけがわからないまま振り返った。

「まだ何かわからないところがありますか？」

　眼鏡が湯気で曇くもっているせいで京介の表情はわかりづらい。

　だがその口調は昼と同様に柔やわらかく、特に裏があったり含むものはなさそうだ。

（違ちがうのかしら……？）

　主人にその気がないものを奴隷から言い出すなどもってのほかだし、しかし、そうでないならわざわざノインに入浴を許す理由など思いつかない。

　逡しゆん巡じゆんの末、ノインは意を決して口を開いた。

「その……ご主人様のお背中をお流しするものだと、思いましたので」

　おそるおそる答えると、京介は喉のどの奥から呻き声ごえを漏もらして脱衣所の天てん井じようを仰あおいだ。

「あー……、そういう……」

「も、申し訳ありません！　ご主人様のお考えを存じ上げず、軽けい率そつなことを申し……」

「いや、これは完全に俺の説明不足です。すみません」

「そんな、ご主人様が奴隷に謝あやまるなどということは……！」

　ノインは必死で脱衣所の床に額を擦り付け、京介がその前でやはり背を丸めて頭を下げるという珍ちん妙みような光景である。

　やがてノインがこわごわ顔を上げると、京介はなぜか脱衣所の壁かべに向かってぶつぶつと呟いているところだった。

「そうですよね、女の奴隷で風呂ですもんね。それを連想しますよね」

　女奴隷に主人の手が付くなどという話は古今東西、珍しくもない。

　ノインが今までその目に遭あわなかったのは、京介も勘違いしていた通り、年ねん齢れいよりもかなり幼く見られるからだ。もっとも、むしろ子供が好みという御ご仁じんも世の中には存在するらしいけれども。

　やがて考えがまとまったらしく、京介はノインに向き直る。

「昨日も言ったでしょう。この国に奴隷はいないんです」

「……はい」

「俺も君にそういう真ま似ねをさせる気はありません。興味もありませんので」

『ちょっと、興味がないじゃなくてもっと優しい言い方しないとダメでしょ！』

「下心を剥むき出しにするよりマシだと思うんですけど……」

『マスターはあたしがちゃんと見張ってるから安心してね、ノインちゃん！』

　どう答えて良いかもわからず、ノインはぽかんと京介を見上げることしかできない。

（興味がない……そうよね、そのほうが良いわよね）

　奴隷にありがちな話とはいえ、陵りよう辱じよくされないほうが良いに決まっている。

　しかし、覚悟を決めたはずのものがいきなり失うせてしまって、ノインはしばし脱衣所の床にぺたんと座り込んでいた。

「――ともかく」

　気を取り直したのは京介のほうが先だった。

「風呂にゆっくり浸つかると疲れが取れますよ。俺はしばらく近寄りませんから」

「疲れなど……いいえ、ご主人様のお慈悲に感謝します」

　京介がなぜか蟹かによろしく壁に背をつけて後ずさっていたのは、きっとノインにぶつからないようにという配はい慮りよだったのだろう。

　脱衣所のカーテンが閉められる。

　ノインはなおもぽかんと脱衣所の壁を眺ながめていたが、いつまでもそうしてはいられないので、やがて言われたとおりに古着を脱ぬいで浴室に足を踏ふみ入れた。

　シャワーからお湯が出た瞬間に悲鳴を上げそうになったものの、どうにか長い髪と身体を洗い終え、湯船にゆっくり足のつま先から浸ひたしていく。

「温かい……」

　そう呟くことしかできなかった。

　冷水を浴びたことはあっても、全身にじんわりと熱が染み込んでくる経験は初めてだ。

　だが、そうゆっくりはしていられない。奴隷に油を売っている時間などないのだ。

　ざばっと水音を立てて立ち上がったところで、

『まだ出たら駄目だよ！』

「えぇ!?」

　脱衣所の向こうから声が飛んできて、思わずノインは声を上げてしまった。

　後で聞いた話だが、レイはこの屋敷の内でのことならほぼ検知できるそうだ。その声を聞きつけたのか、続いて京介も扉とびら越ごしに話しかけてくる。

「こちらでは風呂からすぐに上がることを『烏からすの行ぎよう水ずい』と言いまして、人から風呂を借りた場合はたいへん失礼な行こう為いとされています。全身がほかほか温まるまで堪たん能のうしてから出るのが正しいマナーです」

「も、申し訳ありません……！」

　主人に許しを請こうべきだが、しかしそれでは命令を違たがえてしまう。まるで謎なぞ解ときだ。

（ど、どうしたら……）

「ですがあなたは俺おれの奴隷ですから、あなたの無礼は俺の無礼です。自分が自分に無礼をはたらくのは俺の勝手ですからお気になさらず」

「は、はい……え？」

　無駄にややこしい理り屈くつにノインはまたも間の抜けた声を漏らしたのだった。

「あるいは、この国の子供は『湯船で百まで数えて出ろ』と教えられますね」

「……一、二、三」

「別に百秒しか浸かってはいけないということではなくて、最低でもそのくらいは湯に身体を沈しずめてゆっくり温まりなさいということです」

　扉越しの男の低い声には苦く笑しようするような、どこか諭さとすような響ひびきがある。

　そこでノインは不意に、自分が一糸まとわぬ格好であることを自覚した。

　別に京介が目の前にいるわけでも、肌はだを見られたわけでもない。だが、なぜか顔がかっと熱くなるのを感じた。さきほどまではもっと酷ひどいことを覚悟していたはずなのに。

「……はい」

　返事は、どうにか平静にできたはずだ。

　ちゃぽんと湯船に浸かり直す。京介の亡父も背の高い人だったのか、浴よく槽そうは小こ柄がらなノインには余るほどの広さがあった。最初は隅っこで膝ひざを抱かかえていたのだが、やがておずおずと湯の中で足を伸のばしてみる。

「ん……」

　天井から水すい滴てきが落ちる小さな音、そして湯船に小さな波が立つ音。

　静かな世界で湯船に浸かっていると、まるで自分が湯に溶とけてしまいそうに感じる。

　――ノインを我に返らせたのは、ぴんぽーん、という不思議な音だった。

「来客があったので出てきます。君はもうしばらく浸かっていてください」

　そこで脱衣所の向こうの声は途と切ぎれた。どうやら京介は玄げん関かんへと行ったようだ。

「…………」

　ふと目を落とすと、湯の中にゆらゆらと白い身体が沈んでいる。

　手足は枝のように細く、腰こしから尻しりにかけてはろくに肉がついておらず、これでは子供と思われても無理はない気がした。

（〝興味はない〟……）

　優しいご主人様だから、怯おびえる自分を気き遣づかってそう言ったのはわかる。

　加えて魔王とあらば美女が選より取どり見み取どりだろうから、敢あえてこんな貧相な奴隷に手を出すまでもないだろう。放ほう棄きされず、仕事がきちんとあるならそれが一番ではないか。

（……でも）

　そういえば京介はなかなか戻ってこない。

　来客の相手に時間がかかっているのか、いや、もとより主人が奴隷の湯浴みの世話などするわけがないではないか。

「む……」

　頭がぼんやりする。全身が熱くなって湯船に溶けてしまいそうだ。

　けれども京介は「しばらく浸かっていなさい」と言ったのだから、その次の命令が下されるまでは奴ど隷れいである自分はここから出るわけにはいかない。

「ごしゅじん、さ……」

　――そこで浴室の磨すりガラスの扉が翳かげり、どんどんと外から叩く音がした。

　ノインはとっさに返事をしようとしたが、熱のせいか頭がぼうっとして声が出ない。

『うわあああん、ノインちゃん大丈夫ううううう!?』

「そういう警告アラートは早めに出しなさい！」

　ばたんと扉が開いて、京介が服も脱がずにずかずかと浴室に踏み込んでくる。

「大丈夫ですか!?」

「ごしゅじ……さま、な、どうして」

（興味はないと言ってたのに、……どうして）

　ノインは条件反射で立ち上がろうとしたものの、ぼんやりしていた頭に一気に血が上のぼってしまい、逆に湯に浸かったままぶくぶくと沈んでいく。

「君は馬鹿ですか、のぼせる前に上がりなさ……ああいや、これも俺の説明不足でした」

　京介は何度も大きく首を横に振ふった。

「すみません、『何分後に出なさい』とあらかじめ言っておくべきでした。熱い風呂にずっと浸かっていると、こんな風にのぼせてしまうんです」

　京介が謝ることはないのに、と思う。奴隷にいちいち謝罪する主人はいない。

　そう言おうとするがやはり意識が朦もう朧ろうとして無理だった。京介は顔をしかめて、

「なるべく見ないようにしますから！」

　そうして激しい水音とともに、ノインは一糸まとわぬまま湯船から抱え上あげられた。

　太い腕うでの中で、ノインはまるきり子供のように丸くなることしかできない。体重は倍以上も違うから京介にはそこまで重くはないだろうと信じたいけれども。

（見られた……わよね、肌までぜんぶ）

「あの、あの……」

　濡ぬれたノインを抱えたせいで服が水みず浸びたしになるがまったく頓とん着ちやくせず、そのまま大おお股またで浴室から出たところで、ぼふっと大判のタオルを頭から被かぶせてくる。それでいて脱衣所の床ゆかに降ろす手つきはまるで骨董品を扱うかのようだった。

「涼すずしいところでしばらくおとなしくしていれば回復します。急いで着替えを持って来ますから少しここでじっとしていてください何かあったらレイに言ってくれれば俺のところまで伝わりますから！」

　むしろ肺活量に感心するような勢いで、京介は一息に言ってのける。

「申し訳ありませ……」

　眼鏡が曇っているせいで、見上げても京介の目を覗のぞき込むことはできなかった。

　京介はばたばたと足音を立ててふたたび脱衣所から飛び出していく。

　ぽかんとしたまま取り残されたノインの頭上を、レイがおろおろと旋せん回かいしていた。

『大丈夫？　大丈夫？　無む理り矢や理りお風呂に突っ込んだマスターのこと呪のろってない？』

「の、呪ってなど」

　頭をぶんぶん振ろうとしたが、頭がくらくらしてうまくいかなかった。

『あ、でもでも、マスターに裸はだかを見られたことは怒ってもいいからね！』

「お、怒って……など………………」

『わあああ、またノインちゃんの顔が真っ赤になったああああ！』

「誰だれのせいですか、誰の！」

　着替えらしき服を抱えて戻ってきた京介がレイに向かって叫さけぶ。

　いつもあまり顔色が良くない京介だが、今は自分と同じように茹ゆだっていた。

（……興味はないって言ったのに）




▼可愛かわいいですよ




　居間のラグの上でしばらく休ませて、ようやくノインは湯あたりから復帰した。

「ご、ご主人様のお手を煩わずらわせるなど……」

「いや、俺とレイの説明不足ですから、わざわざ床で土下座しなくて結構ですから」

　なお、今ノインに着せているのは京介のＴシャツである。

　小柄な彼かの女じよなら一枚で寝ね間ま着き代わりになるだろうと思ったのだが、思った以上に体格差があって、襟えりぐりが開いて白い胸むな元もとまで露あらわになってしまっていた。

「……ご主人様？」

（別に奴隷にも女にも、ええ、興味はありませんとも）

　さりげなくノインから目を逸そらしつつ、京介は段ボールを彼女に向かって押おし出だした。

「君の服です。俺が適当に選んだので似合うかどうかわかりませんけど」

　昨夜のうちに通つう販はんで注文しておいたのが、さきほどようやく配達されてきたのだ。玄関で受け取ったついでに雑事を片付けようとしたせいで、ノインを風呂で茹だててしまうことになったのだが。

「これを、わたしにいただける、のでしょうか……？」

「ええ。もちろん」

　ノインの声がかすれているのは、のぼせたせいだけではないだろう。

「日本で暮らすならば、君にもこちらの格好をしてもらわないといけません。あの古着で外に出たら悪目立ちしてしまいますし」

　強めの口調で言ってみせる。このくらいなら〝命令〟にはならないだろう。

　その言葉にノインも観念したらしく、やがておずおずと段ボールを開けた。

　通販で買ったのは室内着、それに下着が数日分といったところだ。昨日は早々に彼女を寝ねかせてしまって好みを尋たずねるタイミングを逸いつしたので、楽●やAmaz●nのランキングを参考に注文しておいた。

「これは……？」

　衣類の中からノインが目を留めたのは幅はば広ひろのチョーカーだった。

　黒く柔らかい素材に小さな金具がついているものだ。パンクっぽいというのか、おっとりした雰ふん囲い気きのノインにはいささか不似合いなアイテムだが、

「首の傷が気になるかもしれないと思いまして。それで隠かくれると思います」

　湯上がりで血行が良くなったせいか、ノインの白い首の傷きず痕あともいつもよりくっきり浮き出でてしまっている。

　淡たん々たんと言ったつもりだったが、どこまで苛いら立だちを隠せたかは少々自信がなかった。

「まあ、俺が適当に見みつ繕くろっただけなので、こちらの生活に慣れたら改めて好きなものを選んでくださ……」

「ご主人様にいただいたものを、無下にすることなどいたしません！」

　ノインはチョーカーを手にしたままぶんぶんと首を横に振る。

「……それなら良かったです」

　主人の言葉を遮さえぎらんばかりの勢いに若じやつ干かんのけぞりつつ、京介は肩をすくめたのだった。

「それと、こういうものが箪たん笥すにあったのでお貸しします」

　通販の段ボールではなく、ポケットから取り出したものをノインに手て渡わたす。

「女性にはこういうものも必要でしょうから」

　それは手のひらサイズの柘植つげ櫛ぐしだった。

　柘植櫛は日に本ほん髪がみを結ゆった後に飾かざりとして挿さすことも多いが、ノインに渡わたしたのは、いわゆる梳すき櫛と呼ばれる実用型だ。

　年月を経て木き肌はだが深い飴あめ色いろに変化しており、持ち手のあたりに桜の模様が彫ほり込まれている。だいぶ年季の入った品だが歯が折れたりはしていないし、柘植櫛は手入れさえすれば数十年は保もつ代しろ物ものなので、ノインが使うぶんには問題ないはずだ。

　ノインは柘植櫛をおそるおそる、それこそ宝物でも扱うかのように手のひらに乗せた。

「〈イズラ〉にもそういう櫛はありませんでしたか？」

「ありました、けど……」

　俯うつむくノインは、さきほどの勢いは完全に鳴りを潜ひそめてしまっている。

「このような高価なものを、その」

「君が使えそうなものがないかと思って、祖母の行こう李りを漁あさったら出てきました。俺が持っていても宝の持ち腐ぐされですから、お気になさらず」

　ただし京介には「たまたま家にあった櫛」だが、柘植櫛はそう安価なものではない。

　歴史的に見ても髪を美しく整えるのは身分と財産のある女性の嗜たしなみだった。ノインは長い髪をしているが、入浴が初めてだったのと同様、櫛できちんと梳とかしたことは少なかったのかもしれない。

「ご主人様のお慈悲に感謝いたします。……ですが、わたしのごとき者が髪に櫛を入れたところで、……ご主人様のお目を汚よごすだけかと」

「…………」

　京介はため息をついた。

　昨日からこっち、日本と〈イズラ〉の価値観がまるで違うことは身に染しみている。自由を嫌がるし、『青あお髭ひげ』の童話には感心するし、竃の神様がどうとか言いだすし。今だって、たかが櫛なのだから好きに使えばいいのだ。

　けれど、それよりも。

（この物言い……というより考え方は、本当に、何とかならないものですかね）

　この家にノインをそう長く置いておく予定はない。

　ただ、それでもここまで卑ひ屈くつでいられるとさすがに腹が立つ。

「では、俺が勝手にやりますよ」

　冷ややかに京介は言った。

　そしてノインの手から柘植櫛を取り上げてしまえば、もう彼女は抗あらがいようもない。

　まだノインが小さく震えているのはわかっていたが、気づかないふりをして、京介は背を丸めたまま正座するノインの後ろに回った。

　改めてノインを見下ろしてみると、その頭と身体の小ささを改めて痛感する。

　ついでに上からだとＴシャツの襟えり元もとから胸の膨ふくらみがはっきり見える。さきほど風呂で見た真っ白な肢し体たいが頭をよぎりかけたが、力ずくで意識から追い出した。

「ご主人様……」

「……君も疲つかれているでしょうから、手早くやりますけど」

　平静を装いつつ、ドライヤーを引っ張ってきてざっと髪かみを乾かわかしていく。

　他人の髪に触さわったことなどないので、実は京介もおっかなびっくりだ。ちょっと力加減を間ま違ちがえればノインが痛がりそうだし、髪を千切ってしまいそうな気がする。

　ついでに柔らかなピンクの髪は、シャンプーとはまた別の甘あまい香かおりがするときている。

「…………」

「あの、ご主人様、お手を煩わせ……」

『ねえマスター、今ちょっと検けん索さくしてみたんだけど、柘植櫛は植物性のオイルと一緒に使えって書いてあるよ』

　はらはらした顔で事態を見守っていたレイが口を挟はさんできた。

「椿つばき油あぶらのことですか？　ですが、家うちにはオリーブオイルと胡ご麻ま油あぶらしかありませんよ。これでも代用になりますかね」

『……ねえマスター、女の子の髪からイタリアンとか中ちゆう華かな匂においがしたらどう思う？』

「場合によりけりですが、できれば遠えん慮りよ願いたいですね」

『マスターにも最低限の常識というか女子への憧あこがれはあるみたいでほっとしたよ……』

　遠い目をするレイに京介は言い返せなかった。

『あ、そうだ、魔道具用のオイルがあるじゃん！　あれも植物から作られてるはずだよ』

「……ああ」

　レイが言ったのは、魔道具……魔術の補助に用いる品である。

　魔術とは大気中に遍へん在ざいする魔ま力りよくの流れに手を加えて、任意の効果を取り出す技術だ。その変へん換かん式しきが呪じゆ文もんや魔ま法ほう陣じんであるが、その補助として魔力に反発、あるいは固着しやすい素材を用いることがある。

（値段は彼女には言わない方がいいんでしょうね）

　なお、そうした魔道具は日本はおろか〈イズラ〉でもきわめて高価だ。

　具体的には、京介が地下の研究室から持ち出してきたボトル一本で奴隷を二十人ほど購あがなうことができる。だが身を縮こまらせているノインをこれ以上怯えさせるのは酷こくなので、京介もレイもそのあたりは沈ちん黙もくした。

『べとっとオイルを付けたらダメだよ、べとっと！』

　レイに指示されるまま（これもG●●gle検索結果による）京介は櫛にオイルを二、三滴てきだけ振りかけてから、もつれた髪を少しずつ梳かしていく。

「痛くないですか？」

「大だい丈じよう夫ぶ、……です」

　ストロベリーブロンドの髪は柔らかく、触ってみると緩ゆるくウェーブしているのがわかる。床とこ屋やで適当にカットするだけの男子高校生では決して味わえない手て触ざわりだ。

　洗いたてできしんでいた髪が、大きな手の中でだんだんまとまってくる。

（梳かすというより、磨みがくような感じですね）

　ノインも当初はじっと息を詰つめていたが、やがて緊きん張ちようがほぐれて力が抜けてきたのか、少し身じろぎする気配があった。

　居間にしゃりしゃりと小さな音だけが響く。

「こんなところでどうでしょう。――〈鏡〉」

　詠えい唱しようだけで魔術を発動させると、ノインの目の前に鏡面が出現した。

　任意の平面を設定して光を反射させる〈鏡〉は、構造式はごく単純なものだ。それでいて洗せん濯たく機きの裏に落としてしまった小物を取るときなどに便利なので、京介は昔から愛用している。

「ああ、ずいぶん可愛くなりましたね」

　それは京介としてはごく自然な感想だった。

　もとより絵画から抜け出てきたような娘なのだ。風ふ呂ろで身体を磨いて髪をきちんと整えれば、誰もが目を見張る美少女になるのは当然だった。

　だが、その一言にノインは目を丸く――本当に虚きよをつかれたような顔をした後、顔を鏡から背そむけるように伏ふせてしまう。

「可愛い……ですか」

「ええ」

　呟きはか細く、震えている。

　自分はそう言われることなどあり得ないと頑かたくなに信じているかのようだ。

（そんなことはないのに）

　実際エルヴァは魔ま王おうへの献けん上じよう品ひんとしてノインを連れてきたのだから、イズラ人が見ても彼女の価値は低くないはずだ。

　けれども、きっと〈イズラ〉でノインは幸せではなかった。

　だから常に京介の顔色を窺うかがっているし、仕事がないと逆に怯えてしまうし、

（自分は水汲みの奴隷としてしか価値がないと思っている、……ですか）

　たぶん、それが京介を苛立たせる根幹だ。

　ノインを責めても仕方がない。彼女はこれまでの短い人生で、自身の権利や意思を認められたことなど一度もなかったのだろうから。だからこれは、女の子にそんな無体を強しいた世界そのものへの怒いかりか。
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「君は俺の奴隷です。俺が可愛いと言えば可愛いんです。いいですか」

　我ながら理屈の通らないことを言っていると思った。

　虐ぎやく待たいされてきた娘に強権的な物言いをしては逆効果に決まっている。これでは〈イズラ〉の強ごう欲よくな主人たちと同じだ。

（日本のやり方がどうと言ったところで、俺も結局、同じ穴の狢むじなですか）

　がりがりと頭を掻かいたところで、ノインがぐるりとこちらを振り返かえる。

「……？」

　今度は京介がきょとんとする番だった。

　泣なき喚わめかれてもおかしくないと思ったのだが、ノインは怯えるどころか、さきほどよりもだいぶ落ち着いた様子だ。

「やっぱり、……ご主人様はお優しいです」

「優しいですか？」

　京介は目を点にした。

　衣類や櫛を渡したときならばともかく、今になって言われるのはよくわからない。

「はい」

　ノインは京介が梳かしたばかりの自分の髪を手に取って、

「あの、この髪は、毎日ちゃんと梳かして大事にします。……せっかく、ご主人様にお誉ほめいただいた髪ですから」

「いや、髪だけではなくてちゃんと他のところも大事にして欲ほしいんですが」

　主にやたらとブラック労働したがったり、すぐに土下座したがる癖くせのことである。

「……努力いたします」

「そこは、努力しないといけないんですね……」

　――そこで、古めかしい置時計が十二時を告げてきた。

　ぼーん、ぼーんと家じゅうに鳴なり響く物音にノインは怯えて身を縮こまらせてしまう。

　京介は慣れているので気にしなかったが、時計すら見たことのない彼女には恐おそろしいことが起きたとしか思えなかっただろう。確かに正直うるさい。

「もうこんな時間ですか……」

　京介は急に眠ねむ気けを覚えた。

　一日かけてノインに家の中を案内していたのだから疲ひ労ろうして当然だ。京介でこうなのだから、慣れない環かん境きようで緊張しっぱなしだったノインはさらに疲れているだろう。

「そろそろ休みましょうか」

「はい。――おやすみなさいませ、ご主人様」

　ノインは素す直なおに頷うなずいて、丁てい寧ねいに一礼してからとことこと段ボールを抱えて退出する。

『あー！　そうだ、ノインちゃんにまだ新しい服を着てもらってない！』

「明日にしなさい。俺も疲れました」

　欠伸あくびをかみ殺しながら京介はレイを半眼で睨にらむ。

「このまま少しずつでも、奴隷解放宣言してくれるといいんですけど」

　うとうとしかけた頭で呟く京介を、レイがどこか残念なものを見るような目で眺めた。

『それは、むしろ遠のいたんじゃないかな……』

「はあ？　なぜです」

　またも睨んだが、自作のプログラムはそれ以上は答えてくれなかった。

「ともかく、俺ももう寝ます。あなたも休みスリープしなさい」

　その台詞せりふをトリガーとして、〝レイ〟の二頭身のアバターも居間からふっと消え去る。

　そして、奴隷と過ごす休日は終わった。







１週間目　魔王と奴隸娘とあなたのために







▼ご主人様へのご挨あい拶さつ




　ノインが祁け答どう院いん邸に来て三日が過ぎ、月曜日になった。

　土、日曜日は京きよう介すけがノインに家事や日本文化を教えていたが、今日からは高校に行かなくてはならない。

「学校……ですか？」

　ノインは首を小さく傾かしげて、学ランに着替えた京介を見上げた。

　なおノインは京介が通販で買ってやったニットブラウスにカーディガン、そして丈たけの長いスカートを着ている。無難さだけで選んだのだが、〝若わか奥おく様さま〟な着こなしを幼い容よう貌ぼうのノインがすると妙な背徳感がある。

　そして白い首には幅広のチョーカーが巻かれている。

　京介はやっぱり首輪のようだと内心で舌打ちしたのだが、レイは『可愛いい!!』と大絶賛だったし、当のノインも気に入ったようだった。

「ええ。〈イズラ〉には、学校はありませんでしたか？」

「大きな都には学者さまが集まって勉強する場所があると聞きました、けれど……」

　そこまで言って、ノインはまたもや不思議そうな顔をした。

「ですが、ご主人様が〝学校〟で勉強すべきことなどあるのですか？」

「日本で言う魔王とは、支配者ではなくあくまで魔術の学徒のことです。魔ま術じゆつ師しが勉強する意欲を失ったなら、そのときは地位を返上すべきですね」

　いつもの答えに窮きゆうしたときの屁へ理り屈くつではなく、これは偽いつわりない本心である。

「ともかく、しばらく留守番していてください。何かあったらレイに訊きいてくれれば」

『はいはーい、あたしがいれば百人力だからね、ノインちゃん！』

　レイは宅内でしか活動できないが、何かあればスマホを通じて京介に連れん絡らくするよう設定してある。ノインがこの家から出ない限りは問題ないはずだ。

「行ってらっしゃいませ。ご主人様」

　そしてノインは楚そ々そとした仕草で、玄関で三つ指をついて頭を下げようとした。

　従順な態度とクラシックな服に、その立たち振ふる舞まいは似合いすぎるほど似合っている。

　だが、京介は小さくため息をついた。

「必要もないのに、いちいち頭を下げなくとも構いませんよ」

「申し訳ありません！……その、ご主人様をお見送りするのだから、と」

　ノインはたちまち顔を青ざめさせて床に額をこすりつけようとする。

「ですから、いちいち頭を下げないようにと言っているでしょうに」

「ご、ご主人様のご命令を違えるつもりはないのです、ですけど、……どうしたら」

　とうとう正座したままフリーズしてしまった。

　ノインがイメージしていたのは、玄関ホールにずらりと使用人たちが並んで主人の出立を見送る光景だろう。〈イズラ〉では権力者の派手なパフォーマンスにも意義がある。

　しかし祁け答どう院いん邸はそうではない。

　小さな女の子が玄関で土下座しているなど、事情を知らない者が見たらぎょっとすること請うけ合あいだ。

（頭を下げるなと言えばいいことなんですけど……）

　命令はしたくないし、だいたい奴隷に「主人に頭を下げるな」と命じてもまたノインが混乱するだけだ。

「…………」

　思案した末、京介は膝を屈かがめて、ぽんとノインの頭に手を置いた。

　そのまま無言で小さな頭をわしゃわしゃと撫なでる。

　ストロベリーブロンドは柘植櫛で丁寧に梳かした成果か艶つやがあり、触るとふわふわと柔らかかった。少女の体温が大きな手のひらに直に感じられる。いつまでも撫でていたくなるような心ここ地ちよさだ。

『マスター、猫ねこじゃないんだからさあ』

　呆あきれ返ったレイの声に、京介ははっと我に返った。

　さきほど震ふるえて涙なみだ声ごえになっていたノインだが、今はぽかんと京介を見上げている。

「……ご主人様？」

「いや、ええと。――いちいち大おお袈げ裟さに頭を下げるのは日本の作法ではないので、今後、気をつけていただきたいですが」

　ごほんと咳せき払ばらいしてから、京介は「最初からそのつもりでした」という態度で、

「代わりに、俺にこうやって頭を撫でさせてくれるなら不問とします」

「は、……はい！」

　叱るつもりはないと、意図はおそらく通じただろう。

　実は結構ひどいことを言っているのだが、ノインはほっとして力が抜ぬけたようだった。

『それじゃマスター、お土産みやげよろしくね！』

「……別に、普ふ通つうに学校に行くだけなんですが」

『こんな可愛いノインちゃんとこんな可愛いあたしが待ってるんだから、当然でしょ！』

　レイが二頭身でふんぞり返った。

　その横でノインは「わ、わたしはそんな」と見るからに狼狽うろたえている。「そこのＡＩの言うことを真に受けるな」とも、引き続き言い聞かせていかなければならない。

（土産ですか……）

　そういえば、他人のためにそんなものを選ぶのは初めてだ。




▼お土産




　そして夕刻である。

　京介は部活や委員会活動には参加していないし、放課後にクラスメートとつるんで遊ぶようなこともない。高校生としては幾いく分ぶん早い帰宅である。

　玄関の引き戸を開けるなり、きしきしと廊ろう下かが鳴る音が耳に飛び込んできた。

「え!?」

　いったい何事かと反射的に身構えてから、ようやく思い出す。

（……そうだ。そうでした）

　父が死んでからというもの、京介はこの家で一人暮らしだ。

　ただ、勤務医だった亡父はそもそも多た忙ぼうで家にいないことが多かった。京介にとっては「帰宅したら家に誰かがいる」という状じよう況きようからして未経験に近いのだ。

　ましてや、その同居人が代わりに家事をしているなどと。

「…………」

「あ、ご、ご主人様!?」

　どうやらノインは廊下の雑ぞう巾きんがけをしているところだったらしい。

　見れば、朝に着ていたブラウスの上からエプロンを掛けている。レイが勝手に貸したようだが、京介用なのでサイズが合わないどころの話ではない。

（裾すそを踏ふんで転ぶ前にやめさせましょう、あれは）

　そのノインはよほど慌あわてていたのか、雑巾をぽいっと放ほうり出して板の間に膝をつき、

「お帰りなさいませ、ご主人様！」

　三つ指をついたところで「しまった」とはっと顔色を変えた。

　身に染み付ついた習慣を止めるというのはなかなか大変なようだ。だがまあ頭を下げるところまでは行っていないので、セーフかアウトか微び妙みようなところではある。

　ややあって、京介は神しん妙みような動きでピンク色の頭にぽんと手を置いた。

「ただいま戻もどりました」

「……はい！」

　声をかけるとノインの表情がほっと緩ゆるみ、そして蕾つぼみがほころぶように華はなやいだ。

　アウトではないので柔やわらかい髪を掻き回まわすことはしないが、その陽だまりの猫のような表情を見ていたくて、乗せた手をしばらくそのままにしてしまう京介である。

『マスター、それ気に入ったの？』

　遅おくれてレイが呆れ顔がおでひょこっと肩かたに飛び乗ってきた。

「意外と楽しいです」

『うん、まあ、ノインちゃんを怒おこるよりはいいけどさ……』

「あなたが先に彼女に伝えれば良かったではありませんか」

　警備用の〈走査〉の魔ま術じゆつはこの家の敷しき地ちを範はん囲いとしているので、足を踏み入いれた瞬しゆん間かんにレイは検知していたはずである。京介が声をかけなかったのも、ずっと一人暮らしだったのに加えてレイの存在があったからだ。

『いや言おうとしたんだけど、ノインちゃんすごい真しん剣けんで耳に入ってなくて』

「そこまで真剣に掃除してたんですか……」

　そのノインは、京介に一礼してから（これは咎とがめなかった）掃除を再開した。

　さきほどは雑ぞう巾きん掛けをしていたはずだが、今度はおっかなびっくり掃そう除じ機きを使い始めた。

「……そこまで無理して使ってくれなくても良いですよ」

『の、ノインちゃん洗濯機はしっかり使ってたから！　あと水道と電子レンジ！』

　珍めずらしくレイまでもが焦あせった顔で京介にフォローをしてきたのだった。

「…………」

　目を細めて、必死に掃除機と格かく闘とうしているノインを見つめる。

「……俺おれがいない間、何も問題はありませんでしたね？」

『うん。家電の細かい使い方はあたしが教えたし、ノインちゃん頭いいし器用だし！』

　レイが小さな胸を張る。

　まあ家の中のことについては、記録ログがあるので後で確かく認にんすればいいのだが。

（それにしても。まだ、目に慣れませんね）

　八や頭ずや他の魔術師たちがこの家を訪おとずれることは多いが、彼かれらは気を遣つかわなければいけない客人である。家事をしてくれたり、食しよく卓たくを囲んだり、ましてや頭を撫でさせてくれるわけがない。

「…………」

　京介は鞄かばんと一いつ緒しよに片手でぶら下げていたビニール袋ぶくろに目をやった。

　何日も繰くり返していれば、いずれはこんな暮らしも悪くないと思えるのだろうか。







　ノインが廊下の雑巾掛けを終えたところで、声をかけて休きゆう憩けいを取らせることにした。

「君に見てもらいたいものがありましてね」

　京介は食堂のテーブルに、プラスチック製の小こ瓶びんをずらりと並べて説明する。

「これは、日本でよく使われている香こう辛しん料りようです。この中に〈イズラ〉と似たものがあったら教えてください。今度、まとめ買いしておきますから」

　学校帰りに百円均一に寄って、スパイスをとりあえず全種類買ってきたのだ。

　最近の百均はスパイス類も充じゆう実じつしているので、ちょっと味見してみたいときには便利だ。一人暮らしで食材の消費量が少ない京介も重宝している。

「わたしの国の、ですか？」

「ええ」

「ご主人様の、ご命令とあれば……」

　ノインはいささか腑ふに落ちない風ではあったが、おそるおそる順に匂いを嗅かぎ始めた。

「〝ミリガ〟がこのような香りだったと思います。……それと、こちらは〝ペラ〟に」

「クローブとシナモンですね。なるほど」

　固有名詞はともかく風味が似ているものは存在するようだ。

『でもマスター、なんでいきなり香辛料なんか買ってきたの？』

「まあ、魔術師の好こう奇き心しんですかね。せっかく異世界の料理を食べられる機会ですから」

『おお、なるほど！』

「それに君も、作り慣れた料理の方が仕事が楽でしょう？」

　京介は肩をすくめてノインの顔を覗き込んだ。

　和食はいちいち京介が教えなければいけないが、〈イズラ〉の料理ならばノインに任せきりですむ。京介としてもそのほうが気が楽だ。

「承知いたしました。ご主人様のお皿に、こちらの香辛料を使わせていただきます」

「そんな面めん倒どうなことをしなくても、二人分まとめて作った方が早いと思うんですが……」

「とんでもありません！」

　ノインはぶんぶんと首を振った。

「わたしが、その、このような高価なものをいただくなど」

　繰り返すが、百円均一でまとめ買いしてきた香辛料である。

　京介はしばし考えて、歴史の資料で似たような話を見かけたのを思い出した。

「……もしかして〈イズラ〉では、金銀と香辛料が同じくらい高価でしたか？」

「わたしなどに詳くわしい値段はわかりませんが、でも、どちらも高かったと思います」

　中世ヨーロッパにおいて胡こ椒しようは同じ重さの銀と取引されていたという。

　これ自体は誇こ張ちようされた逸いつ話わだが、大航海時代に香辛料が持もて囃はやされたのは確かだ。〈イズラ〉でも似たようなものなら、滅めつ多たに奴ど隷れいの口に入るものではなかっただろう。

（また、これですか）

　この数日、異世界と日本の差に驚おどろかされるばかりだ。

「これは君に買ってきた土産なんですから、君が食べなければ意味がないでしょう」

「……は、はい」

「それに、魔王俺がたかが香辛料を山ほど買ったくらいで破産するとでも？」

「いえ、いいえ、そのようなことは……！」

『いやそれ全部百円だから。ペットボトルの水より安いからね、ノインちゃん？』

　涙なみだ目めのノインの前でふんぞり返る京介を、レイが呆れ顔で眺ながめていた。

『マスターもさあ、だんだんノインちゃん言いくるめるのが早くなってきたよね……』

「数日も経てば少しは学習しますとも」

　主にレイに変な〝魔王〟の設定をくっつけられないように努力した結果である。

『それにしても〈イズラ〉とは千年やり取りしてるのに、知らないことが多いよねえ』

　香辛料との睨めっこを再開したところで、ふとレイがそんなコメントをした。

「魔術と、あとはせいぜい医い療りようの話しかしてきませんでしたからね」

「……そうなのですか？」

「異なる世界を跨またぐというのは、実際、大変なことですから」

　二つの世界の交流は千年に渡るが、〈イズラ〉の魔術師をもってしても世界を跨いでの移動はかなりの制約がある。転送可能なタイミングは三ヶか月げつに一度、一度に送れるのはせいぜい十人だ。

「交易はともかく長期滞たい在ざい者しやとなると、君が初めてだと思います」

　もっともノインは奴隷として売られたのであり、当人が希望したわけではないが。

（……なぜ今になって奴隷を持ち込んできたのか、理由はあるんでしょうけど）

　ともあれ、そうなると交易品はどうしても「軽くてかさばらないもの」となる。

（それこそ、銀と胡椒のような話ですか）

　そんなわけで〈イズラ〉から輸入するのは魔術書や魔道具、日本側から輸出するのは医薬品が多い。亡父や祖父が医者を生業としたのも、医療知識はそれだけで交こう渉しようのカードになるからだ。

「歴代の魔王様がたに、そのようなお考えが……」

「もっとも自分の役には立ちませんでしたけどね」

　ぽつりと寂さびしげに呟つぶやく京介に、ノインは思わず続く言葉を飲み込んだようだった。

　やがてひと通り香辛料をチェックし終えて、使えそうなものをレイに追加注文させたところで、ノインは姿勢を正して京介を見上げる。

「わたしの皿がご主人様のお口に合うよう、精せい一いつ杯ぱい、頑がん張ばらせていただきます」

「え、ええ。よろしくお願いしますね」

『大丈夫、マスターの親しん戚せきに医者がいるから、病院送りにしちゃっても揉もみ消けせるから！』

　ノインの気合いに少々仰のけ反ぞりつつ、とりあえずレイは横目で睨んでおく。

「ですからご主人様、もしお口に合わない食材がありましたら、ご教示くださいませ」

「え？」

　続く言葉に、京介は珍しく口元を引きつらせた。

　もちろん好すき嫌きらいのひとつやふたつはあるが、他人に料理を作ってもらうのに我わが儘ままを言うのは気が引ける。

「いや、俺のことは気にせず好きなものを作ってくれればありがたいんですが」

「ご主人様のお口に合わないものを作るわけにはいきませんから、どうか」

　京介を見つめるノインの目は使命感に満ちている。

　言うなれば通つう販はんの注文から食指が動かない食材を外しておくようなものだ。何を頼たのんだところでノインは深く考えることはしないと思うのだが、しかし。

『ぷくくく、マスターすごい好き嫌い多いもんねえ』

　別に偏へん食しよくではないと自分では思っているのだが、一人暮らしだとどうしても口に合うものばかり食べがちなのは確かだ。

（だから、他人が同じ家にいるのは面倒臭い！）

　誰だれかが家にいるのも悪くないと、その感かん慨がいががらがらと崩くずれかけた一いつ瞬しゆんである。

　結局、京介は馬ば鹿か正しよう直じきに好みを言わずに当あたり障さわりなくごまかすしかなかった。

（……まさか、子供ではあるまいし）

　だが、明言せずともノインもそれを察したようだ。

　翌日からノインも料理を手伝ってくれるようになったが、彼かの女じよが作るものはいずれも京介がここ数日で作った、あるいはレイがレシピを教えた〝和食〟だった。

　台所に小瓶を並べてはみたものの、異国情じよう緒ちよの香辛料の出番はほとんどない。

『……何だかなあ』

　ようやくそれらの出番が来たのは、それから数日後のことだった。




▼魔術の学徒




　やがて〝平日〟を何度か繰り返して金曜日となった。

『ねえねえマスター、ちょっと魔力の濃のう度どがおかしいんだけど』

　レイが警告アラートを発したのは、夕食後、京介が地下の研究室に籠こもっていたときだった。

　なおノインには夕食の後片付けを終えたら入浴して寝ねるよう言ってある。もし時間が余るようなら、そのときはレイに言って本でも貸せばいい。

「おかしいとはどういうことです？」

　魔術とは大気中の魔力に干かん渉しようして、本来はあり得ない効果を得るものだ。

　わかりやすく例えるならば「川の中に手を突っ込んで水流を少し変える」だろう。

　ゆえに細かい理り屈くつはさて置くとしても、魔力の存在が大前提となる。

〈イズラ〉には魔力が遍在していて魔術の行使に不自由はないという。だが日本、というより〈第二世界〉にも魔力はあるのだが、ほとんどが地中に留とどまっていて人間が生活している地上の濃度はきわめて低い。

　そのため日本の魔術師は、まず地中から魔力を汲くみ上あげて循じゆん環かんさせるところから始めなくてはならない。この祁け答どう院いん邸の敷しき地ち内ないにも地下から取り出した魔力が循環しており、レイを含ふくめて魔術の基き盤ばんとなっている。

『えーとね、ちょっと待って』

　魔力の偏かたよりは魔術の効果に直結するので、魔術師には重大な問題だ。

『んー、砂鉄に磁石を入れた感じに近いかな。魔力が一箇か所しよに引き寄せられてるの』

　音声で説明しながらレイは家の見取り図を空間に投とう影えいする。

　マップに数字を重ねた煩はん雑ざつな図面を、京介は瞬しゆん時じに読み取って眉まゆをひそめた。

「これは、脱だつ衣い所ですか」

『洗濯機かなあ？　マスター、魔法陣のメモをポケットに入れたまま洗濯しなかった？』

「……そんなミスをしたのは小学生までですよ」

　そこで一人と一体は顔を見合わせた。

『ノインちゃん!?』

「ですが奴隷が魔術を使えはしないでしょうし、服もこちらで買ったもののはず……」

　ともかく京介は地下室の階段を一息に駆かけ上がって脱衣所へと飛び込む。

「何かありましたか……というか、起こってませんか!?」

「ご、ご主人様」

　ノインは今にも泣き出しそうな顔でこちらを振ふり返った。

　その小さな身体にはバスタオルを巻きつけてあるだけだ。手にはドライヤーとブラシ、足元には柘植つげ櫛ぐしとオイルの瓶びんが落ちていたので、おそらく風呂上がりに髪を手入れしようとしたのだろう。

（本当に風呂から上がったばかりだったんですねすみませんね！）

　だが、これはたとえ全ぜん裸らでも飛び込まざるを得ない緊きん急きゆう事態だった。

　言うなればポルターガイストだ。見えない嵐あらしが吹ふき荒あれるかのように洗濯機ががたがたと揺ゆれ、脱衣所の棚たなの抽ひき斗だしがばらばらに飛び出し、しまっておいたタオルや下着がノインの周囲を飛とび交かっている。

「これは……」

　ノインの下着が顔にクリーンヒットしそうになるのを、京介は寸前でキャッチした。

「も、申し訳ありません……！」

「それより、その髪はどうしたんです!?」

　ノインのストロベリーブロンドは雫しずくを滴したたらせたまま、華やかなピンクに輝かがやいている。

　比ひ喩ゆではなく文字通りに。

「わ、わかりません。湯ゆ浴あみをすませて髪を拭ふいていたら、いきなり……」

　ノインが涙声で答えた瞬間、髪から発せられる光と物音がひときわ強くなった。

「きゃぁ!?」

　身体に巻いたバスタオルがめくれかけて、ノインが小さく悲鳴をあげる。

　見れば、すぐ近くを飛んでいたレイの二頭身にも激しいノイズが走っていた。

　魔力の乱れを受けてホログラムを正確に投影できなくなっているのだ。対話用インタフェースが不調に陥おちいっただけだが、ノインの顔がたちまち真っ青になった。

（……まあ、何が起こったかはわかりました）

「〈破は壊かい〉」

　口頭の詠唱だけで素す早ばやく魔術を実行する。

　以前に〈契けい約やく〉の首輪を破壊したのと同じ手順だが、あのときは完成した魔術を解くためにレイに解析させる必要があったのに対し、これは指向性を持たない魔力を散らしてやるだけなので精密さは必要ない。

　ぱりんと小さな音がして、ノインの周囲に七色の光の粒つぶが砕くだけ散ちる。

「……あ」

　あたかも虹にじ色いろの光が半はん裸らの少女を彩いろどるような、幻げん想そう的てきな光景だ。

　髪かみが元の色に戻り、白い首筋に浮うき上がった傷にはなおも光がまとわりついていたが、やがてうっすらと消えていった。

「あの、ご主人様……」

「魔力が高密度になると竜たつ巻まきのように渦うずを巻く……んですが、そもそも自然に魔力が固まることはないんですがね」

　早口でノインに説明してやりながら、同時に京介は考え込む。

　そう、敷地内を循環する魔ま力りよくが一箇所に集まるなど自然に起こる現象ではないのだ。似たようなことがあるとしたら、魔術師の子供が練習中に魔力を集めるだけ集めて解放リリースに失敗したときくらいである。

「……ああ、このオイルですね」

　十秒ほど考えたところで答えは出た。

　魔力の流れが元に戻ったことで、そこらを飛び交っていたタオルだの下着だのもいっせいに床ゆかに落ちている。

　そのうちのひとつ、足元に転がってきたオイルの瓶を京介は拾い上げた。

　先日、椿つばき油あぶらの代わりにノインに渡わたしたものだ。本来は魔道具に使うオイルを髪に馴な染じませた結果、髪がある種の魔道具と同じ効果を発揮したのではないか。

「……ご主人様？」

「――でも」

　だとしても、と瓶のラベルをじっと見つめる。

（魔術を発動するか、少なくともトリガーを引かない限りは何も起こらないはずです。となれば何がトリガーになったのかを調べれば良いわけですが、さて）

　魔術とも言えないただの魔力の乱流でも、髪はノインと連動して明めい滅めつしていた。

（まず発動条件の絞しぼり込みからやってみますか。魔力をレベルを上げつつ照射してみて、そこで結果が出たら、次は彼女の……）

『――スター、マスター!?　ちょっと聞いてるの!?』

　自分の考えに没ぼつ頭とうしていた京介は、レイに耳元で喚かれてはっと我に返った。

　どうやら魔力が正常に戻ったところでアバターも再起動したようである。

「原因はいくつか思い当たる節があるので、実験して確認します。手伝ってください」

『あ、うん。わかった』

　管理者ルートの指示にレイは反射的に頷いてしまうが、やがて『そうじゃなくて！』とふたたび声を張り上げた。

『それはともかく、さっきから、なんでずっと壁かべに向かって喋しやべってるの？』

　言うまでもないが京介はまだ脱衣所にいる。

　まだポルターガイストの後片付けをしていないので、床にはタオルや小物が散乱しており、なかなか悲ひ惨さんな状況だ。

「なんでと言われましても、彼女をじろじろ見るわけにはいかないでしょう」

　京介がちらりと視線を向けた先には、ノインがいた。

　彼女はまだバスタオルを身体に巻きつけただけの姿で、濡ぬれたままの長い髪にタオルを当てて水気を拭いながら、途と方ほうに暮れた顔で京介をちらちら見上げている。

『うん、まあ、とりあえずノインちゃんに最低限気を遣ったのはわかったけどね……』

　レイは宙に浮きながらぐったりと項うな垂だれるという器用な演技をした。

『ノインちゃんもさあ、もっと大きい声で言おうよ!?　マスター気付かないから！』

「い、いいえ、ご主人様のお手を煩わずらわせたのはわたしですので」

　呆れ果はてるレイに、ノインが顔を真っ赤にして後ずさりながらフォローしてくれる。

『考え事するなら外に出てから！　ノインちゃんが着替えられないでしょうが！』

　レイのあらん限りの大声とともに、京介は脱衣所の外に放り出だされた。




▽自由にしなさい




　しかし、騒そう動どうは脱衣所だけでは終わらなかった。

　ようやくノインが寝ね間ま着きに着替えて脱衣所から出たところ、真っ先に京介に言われたのは「君の柘植櫛と、あと髪を数本いただけませんか」だった。言われるままにそれを渡したところ、京介は大おお股またで地下の研究室へと戻ってしまった。

　それから丸一日、ノインは己おのが主人の顔を見ていない。

「ご主人様に食事をお持ちしたほうが良いと思うのですが、どうしたら良いでしょう」

『うーん、そうだねえ……』

　おろおろと尋たずねるノインに、レイも困った顔で短い腕うでを組んだ。

『ごめんね、ノインちゃんにばっかり気を遣わせて。あのマスターったらほんとさあ』

「……い、いいえ」

　ノインが不安なのは、〈イズラ〉には奴隷を縛しばる法がいくつかあったからだ。

（〝主人の危機を、知っていながら見過ごした者は〟……）

　奴隷は良くも悪くも主人の気分ひとつで左右される存在だが、重大な事件の場合は王陛下の御おん名なのもとに裁判にかけられ、慣習法によって裁かれていた。

　そのひとつが「主人の危機をみすみす見み逃のがした場合は死罪」だ。

　たとえば主人が刺し客かくに襲おそわれているのに助けに入らなかった場合、崖がけから足を踏み外はずしそうな主人に手を貸さなかった場合など、奴隷は「主人殺し」と同等と見み做なされて処しよ刑けいされる。この慣習法があるからこそ、主人は奴隷を……多かれ少なかれ主人に恨うらみを抱いている奴隷を身近に置いておけるわけだ。

　あの〈契約〉の首輪もこの慣習法に基もとづいて運用されていたと言える。

　では、主人が食うものも食わず研究に没頭しているのは〝危機〟か否いなか。

『大だい丈じよう夫ぶだよ。マスター、前からたまにこういうことあるから』

「たまに……ですか」

『ほら、マスターが『魔術師とは魔術の学徒である』とか言ってたでしょ。何を格好つけてやがるんだって感じだけど、魔術にはすっごい真ま面じ目めなんだよ。でなきゃ〝魔ま王おう〟なんか名乗れないけど』

　ノインは頷く。魔術の研究に生しよう涯がいを捧ささげて、一生を研究室で過ごすような人物の逸話は〈イズラ〉にもあった。

「ですが〝学校〟には行かなくて良いのでしょうか？」

『土、日は……ええと、週に二回は学校に行かなくて良い日があるんだよ。大丈夫』

「ですが、やはりお食事は……」

『部屋にコーヒーとゼリードリンクは常備してあるから、それは飲んでるみたいだし』

「……お身体を悪くされないでしょうか？」

『心しん拍ぱくも〈走査〉してるし、もしマスターの心臓が止まったらちゃんと救急車呼ぶから』

　心臓が止まってしまったら既すでに手て遅おくれな気がするが、無む駄だに自信満々なレイにノインは突っ込めなかった。

『マスターから、ノインちゃんも家のことが終わったら自由にしてていいってさ。いつもすごい働いてくれてたから、土日はごろごろするといいよ』

「……自由に……」

　それが、役立たずを破は棄きするという意味でないことはもうわかっている。

　だが具体的でない命令にノインは途方に暮れるしかない。

　結局ノインは〈第二世界〉での九日目を、ここ数日と同じように、レイと一緒に留守番をして過ごした。







　ところが翌日、日曜日にはレイの姿も見えなくなってしまった。

　昨日レイが説明してくれたところでは、彼女は〝プログラム〟であるため、本来は並列処理――京介とノインの相手を同時にできるのだという。しかし魔術のテストなどで本体サーバに負ふ荷かをかける場合は、ホログラムの投影をオフにして演算用のリソースを確保することがあるとか何とか。

　正直ノインにはその説明はちんぷんかんぷんだったが、京介の研究にレイが駆り出されているらしいということくらいはわかる。

「……どうしよう……」

　そしてノインは一人きりになってしまった。

　木造のどこか湿しつ度どのある屋や敷しきで、ノインはぼんやりと時間が過ぎるのを待つ。

　それでも昼のうちは家事があったのだが、朝に洗濯をして夕方に取り込み、その間に雑巾掛けに精を出し、一人分の夕食を味気なく終えた後は、本当に何をすることもなくなってしまった。

（あと何か、やることは……）

「……そうだ、お風ふ呂ろ」

　京介によれば〈第二世界〉では毎日、入浴するのが習慣なのだという。

　ならば京介がいなくてもつつがなく済ませておかなければいけない。

　自動給湯器の使い方は先日レイに教わっている。大量の薪まきを用意して火を焚たかなくとも、スイッチを押おすだけであっけなく十分足らずで風呂が沸わいてしまうのが、今日ばかりは逆に恨めしかった。

「…………」

　丁てい寧ねいに身体と髪を洗ってから、湯船にそっとつま先から身体を沈しずめていく。

「……温かい」

　設定温度は初めて風呂に入った日と変わらないはずだ。

　だが呟いてみても、設定温度は変わらないはずなのにどこか冷え冷えと響ひびいた。

　最初の日はレイがいたし、京介も扉とびら越ごしにあれこれ話しかけてくれた。低い声には肌はだを見られたわけでもないのにどこか恥はずかしかったが、それでもほっとした。

「……ご主人様」

　呟く。奴隷の慣習法もあるが、結局のところは、

「大丈夫かしら……」

　ただ単に、心配なのだ。

　京介の父親について昨日こっそりレイに尋ねてみた。

　以前に京介が零こぼしていたように、京介に魔王の称しよう号ごうが譲ゆずられて間もなく、倒たおれて数日後にあっけなく亡なくなってしまったという。医師と魔ま術じゆつ師しの二に足そくの草鞋わらじによる過労だろうという話だった。

（今のご主人様は、そうではないかしら？）

　立場はいくらか違ちがうが、寝しん食しよくを忘れて没頭しているというと悪い予感しかない。

「奴隷わたしが心配するなんて、変な話だけれど」

　奴隷にとって〝主人〟は恐きよう怖ふの対象だ。

　決して命令に背そむいてはならず、機き嫌げんを損そこねてもならない。ノインのような非力な奴隷は、主人の目に留まることがないよう身を縮こまらせて過ごすのが常だった。

　けれども。

（でも、それも当然よね。――だって、ご主人様だもの）

　この屋敷を出れば言葉すら通じない〈第二世界〉で、京介は唯ゆい一いつ、頼たよれる相手だ。

　もとより京介が望んで自分を買ったわけではないのは知っている。それでも〈第二世界〉の魔王陛下は温かな食事をさせてくれて、湯浴みをさせてくれて、温かいベッドで寝かせてくれた。この髪を綺き麗れいだと褒ほめて、可愛かわいいと言ってくれた。

（……でも）

　さりとて何の命令も受けていない今のノインには、この家で何もできることがない。

「あ」

　そこで、ノインは不意に目を瞬かせる。

　京介に買われた日の夜に、そういえば尋ねられたことがあるのだった。

「自由になったら、やりたいこと……」

　昨日、今日は家事を終えたら自由にして良いと、確かレイから伝言があったはずだ。

　では、何をやろうか。やりたいようなことがあるだろうか。

「わたしは、――ご主人様の〝心配〟がしたい」

　口に出してみると、静かな浴室にその呟きは思いのほかはっきりと響いた。

　命令された仕事をするのではなく、自分の頭で、ご主人様のために考えるのだ。

「――ご主人様が、言ったのだものね」

　そしてノインは、ざばっとお湯を蹴け立たてて立ち上がった。




▼自由にしました




　薄うす暗ぐらい部屋に、京介ががちゃがちゃとキーボードを叩たたく音が響いている。

　魔術師の研究室と言えば薄暗い部屋に怪あやしげな魔術書と薬品が所ところ狭せましと並んでいるというのが相場だろうが、本場の〈イズラ〉ならまだしも、日本では科学技術の影えい響きようを受けずにはいられない。

「ここが、こうなるから……」

　地下室に所狭しと並んでいるのはスチールラックだし、そこに詰つめ込まれているのは薬品ではなくサーバなどの電子機器だ。けれどもステータスランプがひっきりなしにグリーンとレッドに点てん滅めつし、床にはうぞうぞとケーブルが這はっているので、不気味な部屋というイメージだけはじゅうぶん踏とう襲しゆうされている。

「……ふう」

　エンターキーを押して計測を開始させたところで、コーヒーを一息に胃に流し込んだ。

『いやあマスター、長年こんな不健康な生活しながらよくその図ずう体たいまで成長したよね』

「うるさいですよ」

　茶々が入るが、いつも室内を飛び回っている二頭身ではなく、モニタの片かた隅すみにテキストが表示されるだけだ。実験にかかりきりの場合はこちらの方が煩わしさがない。

『あ、結果出たよ。波長は順に53ミリ、67ミリ、１０９ミリ』

「何度やっても数値が安定しませんね。……髪だけでは再現は難しいですか」

　レイ、もとい魔ま術じゆつ制せい御ぎよソフトの本来の役割は、京介の魔術のアシスタントだ。

　それには屋敷に常じよう駐ちゆうさせている〈翻ほん訳やく〉や警備魔術のコントロールのほか、こうした魔術研究の補助も含まれる。というより当初はこちらに主眼を置いて実装したのだ。小うるさいツッコミ役になってしまったのは想定外である。

『……あれ？』

　ウィンドウに妙みようなメッセージが表示される。

　だが京介が詳しよう細さいを尋ねるより先に、こんこん、と扉とびらが小さくノックされた。

（何者かが侵しん入にゆう――いや、それはあり得ないですね）

　敷地内に侵入者が現れればレイが即そく座ざに報告してくるはずだ。言いい換かえれば、レイが地下まで侵入を許した上に警報を出さない人間がこの家には一人だけいる。

　扉をノックしたものの、相手は入ってくるのは躊ちゆう躇ちよしているようだ。

　舌打ちをして、京介は扉の向こうに呼びかけた。

「入室を許可します。――入りなさい、ノイン」

　数秒ほどの沈ちん黙もくがあった。

　それから、がちゃりと慎つつましやかにドアノブが動く。

「し、失礼いたします……ご主人様」

　扉を開けた瞬間、ノインは小さく呻うめいたようだった。

　床を這うケーブルや低い唸うなり音を上げる電子機器類は、コンピュータなどわからない彼女にはさぞや恐おそろしげに見えていることだろう。そんな薄暗い部屋の中で、眼鏡がランプを反射して怪しく光っているのだ。

「………………は？」

　だが京介の頭も一瞬、真っ白になった。

　ノインは皿とカップを乗せた盆ぼんを手にしている。ほんのり湯気が立っているので、軽食を作ってきてくれたのだろう。命令違い反はんに言いたいことはあるが、まずそれよりも。

「……何をやってるんですか、君は」

　最大の問題は、彼女がバスタオルを巻いただけの格好なことだ。

　かろうじて肝かん心じんなところは隠かくしてあるものの、小さな身体の白いうなじから肩かた、ほっそりした脚あしまで剥むき出しだ。

　それに京介と本来は同い年である。必ずしも――服の下まで子供とは限らない。

　胸にはささやかな谷間の影かげがあり、バスタオル越ごしでも腰こしのラインははっきりわかる。

（何をどう考えたらああなるんですかね!?）

　叫さけびを脳内に押し留めるのにすさまじい気力を必要とした。

　ノインの肌を見たことは何度かある。だが、それはいずれも不運な事故で、京介が自分から裸はだかを見ようとしたわけではない。

　必死に気を遣っていたものを、何だって当人がデリバリーしてくるのか。

　反射的にモニタに目をやるが、メッセージウィンドウには『あたし知らないもん！』と連投されていた。レイの入れ知ぢ恵えでもないらしい。

「…………」

　何か言おうと思ったが、気の利きいた言葉などひとつも思いつかなかった。

　ノインはおずおずと京介に近寄ってくる。いちおう端はしは留めてあるようだが、足元を這うケーブルを避けようとしてよろけるたびに裾すそがめくれ上がるのではないか、いつタオルが床に落ちるかと気が気ではない。

　やがて、ノインは京介のデスクチェアの前に立った。

「あ、あの。ご主人様、お食事をお持ちいたしました」

「ええと……はい。そこのテーブルにでも置いておいてくれますか」

　半裸の娘むすめとの気まずい会話である。

「とりあえず、そこに俺おれのシャツがありますから羽織っていてください。そのままだと目の毒だとかいう以前に風邪かぜを引きかねませんし」

　言われるままにノインが京介の服を羽織ると、膝ひざまですっぽり隠れてしまった。

　それでようやく京介はノインをまともに見られるようになる。

「……で、君はなぜいきなり珍ちん妙みような格好をしてきたんです？」

　気にしないことにして追い返そうかとも思ったが、そうもいかない。短期間の約束とはいえ八や頭ずからノインを預かったのだし、今は自分が彼女の〝主人〟なのだ。

　以前『地下室に近づくな』と命令したからには、咎とがめなくてはいけない。

「その……ご主人様は以前、わたしに『興味がない』と仰いましたが」

「ええ」

　ノインを風呂に入れたときのことだ。彼女が気に病やまないようそんな言い回しをした。

「お顔が少し赤くなっていたので、まったく興味がないわけではないのだと思いまして」

「そのくらいは勘かん弁べんしてくれ！」

　とうとう力の限り京介は喚わめいた。

　思わず近くのスチールラックに頭をぶつけたくなったが、ハードディスクを壊こわすと今までの研究成果が全部消し飛ぶので、これはかろうじて自重する。

「も、申し訳ありません、ご主人様に抗こう議ぎしているわけではないのです」

「で……それで、俺の下心が隠せなかったのと、君の格好に何の関係が？」

「ご主人様は一度、研究に没頭されると、しばらくお食事も何も摂とられないと伺うかがいましたので……ですが、召めし上がっていただくためには何かで気を引かないといけないと思いまして」

　考え事に没頭すると周囲の声が耳に入らなくなる自覚はある。

「つまり、裸っぽい格好をすれば俺の目がそちらに向くと思ったと？」

「……はい」

　またもや机の角に頭をぶつけたくなった。

（気を引かれないわけがないだろう俺だって男なんですからね!?）

　正直、泣きたい。

　肌をちらちら見たのをしっかり気づかれていたことも、それを逆に利用されたことも。

　まったくもってその通りだ。彼女の半裸を見た瞬しゆん間かん、頭が真っ白になったのだから。

「そもそも、なぜそこまでして俺に飯を食わせたかったんですか。別に一、二回食事をサボるくらい、〈イズラ〉でも珍めずらしくはないと思うんですけど」

「……ご主人様の、ご尊父様が」

「親おや父じですか？」

　予想だにしなかった名前が出てきて、京介は目を瞬かせた。

「お忙いそがしくしていたときに、急に亡くなられたと聞きまして。……ご主人様も、もしかしたらお隠れになってしまうのではないかと」

　ノインの大きな目は泣きそうに潤うるんでいる。

　おそらくレイに話を聞いて不安になったのだろうが、医師だった亡父に比べれば帰宅部の京介など暇ひまもいいところだし、そもそもあちらは還かん暦れき近かった。高校生が数日徹てつ夜やするのとは比ひ較かくにならない。

　けれども、と京介は大きく息をついた。

「それは、……君にもだいぶ心配をかけてしまったようで。すみませんでした」

　自分の健康を心配して、ノインは文字通り身体を張って止めに来たわけだ。

　それは素す直なおに感謝しなければいけないだろうし、

（俺が言ったわけでもレイが入いれ知恵したわけでもなく、自分で考えて、ここに来た）

　ノインは奴ど隷れいとしての考え方しかできない娘だった。

　この家に来た当初は命令するまで身動きひとつしなかったのである。それが自主的に違反したというのだから、その変化の早さに京介は目を見張るしかない。

　それは、ノインにとってもきっと良いことだ。

（――そう願いたいですね）

　ノインに「自由にしなさい」と言ったのは京介の勝手な判断だ。いずれ〈イズラ〉に帰るならば、これまで通り従順な方が楽に生きられるかもしれない。

　それでも京介は怯おびえるだけの娘より、一いつ喜き一いち憂ゆうする姿のほうが可愛いと思うのだ。

「……で」

　京介は不意に眼鏡の奥おくの目を細めた。

　奇き行こうの理由だけはわかったが、まだ言うべきことが山ほどある。

　ぎろりとノインを見下ろすと、びくっと肩を震ふるわせて後ずさった。どうやら聡さとい彼女はさらなる説教の気配に感づいたようだが、逃のがすものか。

「俺の心配も結構ですが、ご自身の身体も大事にして欲ほしいものですね。先日のは不ふ慮りよの事故ですが、そんな格好で男の前をうろうろして何も起こらないとでも？」

　睨にらまれてしゅんとノインは項垂れたが、

「で、でも、ご主人様は今まで、わたしに何もしませんでしたから」

「それはまあそうですね！」

「興味がないわけではないのにわたしをお目こぼしくださったなら、きっと今日も大丈夫だろうと思いました」

「…………」

　ノインの論理に京介は顔をしかめた。

　必ずしも無む謀ぼうだったわけではなく、むしろ筋道は通っていなくもないから質が悪い。実際ノインが予想した通り、京介はこうして彼女に説教しているわけだし。

（ですが、前提条件が間ま違ちがっているんですよね）

「理屈はともかく、俺のことを心配してくれたのもわかります」

「は、はい」

「ですが考かんがえ得うるすべてのパターンを洗い出してからでなければ、正確な推論などできませんよ。――たとえば先週、君に手を出さなかったのは、ただ単に俺の気まぐれだったとか。今日は考えが変わるかもしれないとか」

「……！」

　ノインの表情が一瞬にして凍こおりついた。

　バスタオルの端を合わせて一歩退さがるがもう手遅れだ。ここは魔王の根城なのだから。

　京介は大きくため息をついて、

「冗じよう談だんですよ。……ただし、冗談でなくなる可能性は常に頭に入れておくことです」

（俺の心臓のためにもね！）

　続く言葉は、心の中だけに留めておいた。

「さて、長々と話して疲つかれましたし。冷める前にそこの食事をいただけますか」

「は、はい！」

　机の上のキーボードや魔術書の山を退どけて皿とカップを並べていく。

「……ご主人様、これは？」

　机にもうひとつ並べられたカップを眺ながめてノインは小首を傾かしげた。

「コーヒーサーバーだけはこの部屋にも置いてあるんです。安物で悪いですが、食事をするなら飲み物があったほうが良いでしょう」

「……ありがとうございます!!」

　そして、京介は地下室で小さな春の訪おとずれを見た。

　ノインが満面の笑えみを浮かべる。

　春の陽ひ射ざしにピンク色の小花が咲さき誇ほこるような、温かく、誰もが思わず一いつ緒しよに笑みを浮かべてしまいそうな花か貌ぼうだった。

「これは、あちらではよく食べられているんですか？」

　ここに至って京介はようやく、皿から慣れない匂においが立ち上っているのに気づいた。

　ノインが持ってきたのは野菜の煮に込こみスープに押し麦むぎの粥かゆといった夜食だ。京介に合わせた和食ではなく〈イズラ〉の料理なのは、レイが不在でレシピを尋ねられなかったせいだろう。

「お母さんからちゃんと料理を習う前に……離はなれ離ばなれになったので、見み様よう見み真ま似ねです。高貴な身分の方が食べるものではないと思いますけど……」

「いえ、じゅうぶんです。ありがとう」

　礼を言うと、ノインはほっとした顔をする。

　一口食べてみると、塩で味付けしたシンプルな一皿だが、なるほど香こう辛しん料りようの使い方が日本とまるで違う。見知らぬエスニックレストランに迷い込んでしまったかのようだが、不思議と懐なつかしさを感じる味と匂いだった。

（……懐かしい、ですか）

　京介がこの家で家族で過ごした時間は短く、一人きりのほうがずっと長かった。

　だがノインと二人でのささやかな食事をずっと前から知っているかのように感じる。

　世界のどこよりも心安らぐ家だと。

（我ながら変な話ではありますけど）

　何しろノインがこの家にやって来てまだ一週間だ。

　だが他人と一緒に暮らすなどまっぴらだと思ったことが、遠いもののように思えた。

「……いかがでしょう」

　ノインが緊きん張ちようした面おも持もちで京介を見上げているのは、以前、レイがさんざん「マスターは好すき嫌きらい激しいから」と吹ふい聴ちようしたせいだろう。

「美お味いしいですよ」

「お口にあったようで、良かったです」

　ノインはほわっと、柔やわらかく笑ったのだった。

　なおこの間、モニタでは『いいなーいいなーあたしも食べたい！』というメッセージが大量にコピペされていた。なお、当然ながらホログラムのアバターに〝食事〟という機能は付けていない。

　そして、二人はほどなく夜食を食べ終わる。

「ごちそうさまでした」

「……ああ、ごちそうさまでした」

　食後の挨あい拶さつを教えたのは京介だが、作業の合間のつまみ食いとなるとサボりがちだ。京介は慌あわててノインに遅おくれて作業机の前で手を合わせた。

「さて、ありがとうございました。では、俺はこの作業の続きを……」

　言いかけたところで上階の居間からぼーん、ぼーん、と置き時計の音が聞こえてきた。

「ご主人様、もう夜も遅おそいです」

　レイが時計の読み方を教えたか、数日この家で過ごすうちに鐘かねの鳴る数を覚えたのだろう。深夜〇時を示す時計の音に、ノインが盆を抱かかえてじっと京介を見上げてくる。

　羽織らせたシャツの下からちらちら覗のぞく肌に、京介はうっと呻いた。

「……今日はそろそろ切り上げて、もう寝ねます」

「はい」

「明日は学校ですしね……」

「はい！」

　そして、二人で地下室の扉を閉めて一階へと上がっていった。







１ヶ月目　高校生と奴隸娘と学校生活







▽お客様がやってきた




　京きよう介すけがまだ高校から帰ってこない、平日の午後のことである。

　ノインが家事に精を出していたところ、ぴんぽーんと玄げん関かんの鈴すずが鳴った。

「あの、レイさん、どうしたら良いでしょう」

　呼よび鈴りんのことはノインも知っているが、これまで京介の不在時に来客があったことはなかった。いちおう京介からは「平日の昼間に子供がいるとなると面めん倒どうなので居留守を使ってください」と指示されているのだが。

　だがレイは、ノインに指示を出すより先にぱたぱた玄関へと飛んで行ってしまう。

「来客があっても取り次がなくても良いと、ご主人様が……」

『あたしもよく知ってる人だから大丈夫。ノインちゃん、出てくれる？』

　レイは屋敷の隅すみ々ずみまで〈走査〉できるが、実体に触ることはできない。

　そのため玄関の引き戸はノインが開けてやらなくてはならない。

「京介ー、お母さんから煮に物ものの……あれ？」

　がらがらと開いた扉の向こうに立っていたのは、同年代と見える少女だった。

　顔立ちからして〈第二世界〉の人間だ。黒くろ髪かみを肩のあたりで綺麗に切きり揃そろえて、背せ丈たけはノインよりも頭二つほど高い。紺こん色いろの上着と同色の短いスカートは、京介がいつも着ている学ランという服に少し印象が似ている。

「あ……」

　京介と政府機関の数名を除けば、ノインが〈第二世界〉の住人に会うのは初めてだ。

　見知らぬ人種の少女を前にノインは反射的に身体を強こわ張ばらせる。

「んー？」

　だが、反対に少女はじろじろと遠えん慮りよなくノインを見下ろして来た。

「ねえ……いちおう聞くけど、ここ、祁け答どう院いんさん家だよね？」

　不ふ審しんそうな少女の呟つぶやきに、ノインははっと我に返った。

「ようこそいらっしゃいました」

　慌てて三和土たたきに膝をついて深々と頭を下げる。

　京介からは「必要もないのに頭を下げるな」と言われているが、自分は奴隷、相手は魔王陛下への来客だ。ここは最上級の敬意を示すべきだろう。

「ちょ、え、なんでいきなり土下座してるの、ねえ顔を上げて!?」

「我わが主人はただいまお屋敷の外に居られます。よろしければ……」

「へ？　我が主人って誰だれのこと？」

　なぜか少女はますます混乱している。

　ノインは内心で首を傾げたものの、奴隷の仕事はあくまで来訪者を取り次ぐことであり、来訪者の素す性じようを詮せん索さくする権限は持たない。

「あ！　ちょっとレイ、この子どういうこと!?」

　そこで少女が、頭上でくるくる飛んでいたレイを見つけて鋭するどく叫んだ。

『千ち草くさちゃん、久しぶり！』

「誰この超ちよう絶ぜつ美少女、それにご主人って何のこと、もしかして京介のことなの!?」

　どうやら客人は千草というようだ。妖精レイと普ふ通つうに話をしていることからしても、なるほど、この家を何度となく訪れている人物のようである。

『ノインちゃんはね、この間マスターが〈イズラ〉から買った奴隷の子だよ。まだ日本にあまり慣れてないから、仲良くしてあげてね！』

　ノインにとってその言葉はただの事実の羅ら列れつであり、特に思うところもない。

「……奴隷？」

　だが千草はぽかんと切れ長の目をまん丸にした。

「奴隷ってあれだよね？　人身売買？　古代ローマとかアメリカの奴隷解放宣言的な？」

　どこか京介と似たことをぶつぶつ呟いてから、がしっとノインの肩を掴つかんでくる。

「ねえ……ええとお嬢じようちゃん、本当なのそれ!?」

「？　はい」

　とりあえず自分に話しかけられたようなので、ノインはこくりと頷うなずいた。

　しかし、千草がノインの肩に手をかけたままぷるぷる震えているのが伝わってくる。

「奴隷って何のプレイ!?　よりにもよってこんな小さな女の子を！　いったい何をやってるのあのバカ、巨きよ大だいむっつりスケべ!!」

　この台詞せりふのうちノインが理解できたのは「巨大」だけだったが、ひとつだけ確信した。

「も、申し訳ありません……!!」

　ノインはふたたび三和土に額を擦り付つけんばかりに平へい伏ふくする。

　詳くわしい事情はわからないが、自分は京介の――魔王陛下のお客様の機嫌を損ねてしまったようだ。それは奴隷としてはとんでもない失態である。

「ちょ、ちょっと待って、なんでいきなりまた土下座してるの？」

「いかなる罰をもお命じください、ですが、我が主人には何なに卒とぞ……」

「いや、あたしお嬢ちゃんを罰する気なんてないからね!?　ちょっとレイ、この子……」

　双そう方ほうが互たがいの話をまったく聞かぬまま主張し合う地じ獄ごく絵図である。

『……どうしたもんかなあ』

　玄関の天てん井じようのあたりでレイが遠い目をする。

　そこに、ばたばたと三人目の足音が聞こえた。




▼幼おさな馴な染じみがやって来た




　京介が帰宅したところ、自宅の玄関で少女二人が、土下座、あるいは叫んでいた。

「……いったい何事ですか、これは」

　どちらもよく知る相手だが、この大惨事に心当たりはない。

「ご、ご主人様、お帰りなさいませ」

「遅かったじゃん、何やってたの……じゃなくて家にこんな子がいるなんて聞いてないよ、しかも奴隷とか言ってるし！」

　きんきんと、ノインの声をかき消すように玄関にさらなる大声が響き渡わたる。
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　京介は頭が痛いとばかりにこめかみを押さえてから、まずは中ちゆう途と半はん端ぱな姿勢で固まっているノインに歩み寄った。

「ただいま戻もどりました」

「は、……はい！」

　土下座の真っ最中に京介が帰ってきたので、ノインは頭を浮うかせた状態で動きを止めるという無駄に負担のかかる状態だった。京介にぽんと頭の上に手を置かれて、ノインはようやく身体からほっと力を抜ぬく。

　しかし事情を知らない千草はその光景をまさしくドン引きした顔で眺めている。

「うわあ、京介が女の子の頭撫なでてる……天変地異の前まえ触ぶれだ……」

「で？　いったい何があって、あなたは人の家の前でうるさくしていたんです」

「お母さんが煮物持ってけって……の前に、〈イズラ〉の奴隷ってどういうこと!?」

「こちらも色々とあったんですよ」

　京介は嘆たん息そくした。

　だが勢いづいた千草がそんな説明で納なつ得とくするわけがない。

「そんな小さな子がいるなんて聞いてないよ？　どういう事情があったら奴隷なんてことになるの、女の子にご主人様とか呼ばせて満足する性せい癖へきだったの？　うち、あんたをそんな変態に育てた覚えはないからね!?」

「……俺もあなたに育ててもらった覚えはありませんが」

　京介はげんなりした顔で返した。

「ともかく、家の前で騒さわがれても迷めい惑わくです。用件は中で聞きますから」

　京介が玄関に入ったところで、三和土に正座していたノインが慌てて隅すみに退く。

「ノイン、悪いですが仕事は後にして居間まで来ていただけますか」

「はい」

　京介の命にノインが否と言うわけはないが、加えて小さな声でおずおずと尋たずねてきた。

「あの……あの方は、ご主人様のご母堂様なのですか？」

「なんでいきなり、そういうことになるんです」

「い、いえ、さきほど千草様が『ご自分が育てた』とおっしゃっていたので……」

「君はもう少し、他人の言うことをいちいち真に受けず自分で判断すべきですね」

　京介は疲れたようにどっとため息をついた。

「あー！　ちょっと京介、何を怒おこってるの、その子すごい怯えちゃってるじゃん！」

「……誰が原因だと思ってるんですか」







　そして一同はそのまま居間に移動した。

　騒がしさはそのままだが、少なくともご近所迷惑ではなくなっただけマシであろう。

「あんた、いつも煎せん餅べいしか常備してないよね……クッキーとか甘あまいものも買っておきなよ、女の子がいるんだからさあ」

　茶を淹いれる京介の横で、千草は勝手知ったる他人の家とばかりに棚たなを漁あさっている。

　そんな千草をノインははらはらした顔で見つめていた。

「…………」

　京介は「そこの椅い子すに座すわっていなさい」と言ったのだが、ノインは「来客の前で礼を失せば魔ま王おう陛下が侮あなどられます」と固辞して、居間の隅に直立不動で立っている。

　ピンクの頭になぜかレイが乗っかっているのがシュールだった。

　奴隷とは労働力であると同時に、これ見よがしに侍はべらせることで権力をアピールする道具でもある。京介に奴隷を自じ慢まんする気など微み塵じんもないのだが、ノインは〈イズラ〉で染しみ付いた感覚がなかなか抜けないようだ。

（ノインからすれば、俺は〝地獄の魔王陛下〟ですしねえ……）

　ともあれお茶とお茶ちや請うけも用意できたところで、京介はソファで千草に向き直った。

「どこから説明したものですかね……そうですね、ノイン」

　京介は壁かべ際ぎわに佇たたずむノインを振ふり向むいて声をかける。

「彼かの女じよは伊い仙せん千草といいまして、祁答院うちの分家筋で……この家の近所に住んでるんですよ。伊仙もやはり魔術師の家系です」

〈イズラ〉でも魔術師は一族の結びつきが強いと聞いている。こうした説明の方がノインには理解しやすいだろう。

「ご主人様の一門の方、ですか」

「似てないもんね、言われなきゃわからないでしょ」

　二人を見比べて目を丸くするノインに、千草がけらけら笑っていた。

　実際、血けつ縁えんらしい共通点と言えば背の高さくらいか。千草も身長一七〇センチオーバーと女としては長身である。

「特に俺はまだ高校生ですから、千草の親父さんに未成年後見人もお願いしています。この歳だとまだ不自由なことも多くてですね、伊仙の家にはいろいろ世話になっていると覚えておいてください」

　ノインは腑ふに落ちない風だったが、それでもこくこくと頷いていた。

　京介が父親の死後も気ままに暮らしているのは、実際、伊い仙せん家の助力が大きいのだ。

「それにしても、我が家やも監かん督とく不行届きだったわ。まさかこいつが、ちょっと目を離した隙すきに女の子を連れ込んでるとは……」

　ぶちぶち呻いた後、千草もノインをじっと見つめた。

「よろしく、ノインちゃん。あたしは京介の姉みたいなものと思ってくれればいいから」

　にっこりと微ほほ笑えんで見せる。初対面でノインを死ぬほど怯えさせた京介とは正反対で、血の繋つながりがあっても似るとは限らないものだとしみじみ思った。

「なんであなたが姉なんですか」

「だってあたしの方が誕生日早いもん。あんたに面倒見られた覚えもないし」

　そこで、千草は不意にノインを見つめる目を険しくした。

「で、ノインちゃん、悪いんだけどちょっと席を外してもらえるかな。あたしはこれから、この弟っぽいバカを説教しないといけないから」

　静かな気き迫はくのこもった声にノインは目を白黒させている。

　おそらく「魔王陛下に説教」のあたりからノインには信じられないだろう。だが付き合いの長い京介は、千草はこうなれば好きにさせるしかないと経験則で知っている。

「ノイン、そろそろ洗せん濯たく物ものを取り込んで来てもらえますか」

「え？　……はい、ですが、その」

「こちらは俺だけで何とかなりますから。いないほうがおそらく安全ですよ」

　肩をすくめて見せる。

　ノインはなおも混乱した顔をしたものの京介の言葉に否とは言えず、やがてレイを頭に乗せたまま一礼して居間から退出していった。

「さて……」

　ノインが庭に出たことを足音で確かく認にんしてから、千草はすうっと息を吸った。

「あんたね、奴隷ってどういうこと奴隷って！　ノインちゃんどこの子なの、あんな可愛かわいい女の子とご主人様プレイしてたの!?　このロリコン！　首輪っぽいものまで付けてさあ！　今からでも遅くないから大叔父様のお墓に謝あやまりに行くから一緒に来なさい!!」

　鼓こ膜まくを突つき破やぶらんばかりの声量で一気にまくし立てられ、京介は顔をしかめた。

　耳を塞ふさぎたかったが、それをやると説教（というか罵ば声せい）が三倍になる。

「こっちにも色々と事情があったんですよ」

「ああそう言ってみなさい奴隷の女の子を侍らせる理由があるんだったら！」

　ふんぞり返る千草に京介は大きくため息をつく。本当にあるから困ったものだ。

「あの子はノインといって……姓せいはないそうです。十日ほど前に……」

　そして、京介は最近の出来事をざっくりと説明した。

「八や頭ずさん、伊仙うちのお父さんに言ったら反対されるのが目に見えてるから、いきなりここん家に連れてきたな……あのお役人めえええええ」

　千草が頭を抱えて呻いた。

　魔ま術じゆつ師しの一族として千草も八頭ら官庁の人間とは面識があるので、ノインがこの家にいる経緯はひとまず理解してくれたようだ。

「それにしても、ここは日本なんだからね、いくら外交問題だからって限度があるわ！」

「なんで、あなたが納得いかないような顔をしてるんですか」

「当然でしょ、だいたいあんな小さな女の子が奴隷だなんて可哀かわい想そうじゃないの!!」

　堅かた焼やき煎餅を袋ごと粉ふん砕さいしながら千草は喚いた。

「ここん家で家事なんてさせてないで、〈イズラ〉の家に帰してあげないと……」

「俺もそう思いますが、ただノインをあちらに遣やれば良いというわけでもないようで」

「…………」

　どうやら嫌いやな予感がしたようで、千草が顔をしかめる。

　京介も少しばかり声をひそめる。庭にいるノインに居間での会話が聞こえないことはわかっているが、気分的にだ。

「当人の話では〈イズラ〉の家族はばらばらに売られて消息不明、探すのも難しいだろうということでした。八頭さんがノインを連れてきた業者に経歴を確認したそうですが、ろくに資料が出てこなかったそうで」

「そ、そうだったの……」

　日本では想像もつかないハードな経歴だ。

「ノイン自身は昔の話はあまりしませんがね。それと、もうひとつ」

「まだあるの!?」

「首にチョーカーが巻いてあるでしょう。あの下にぐるりと傷が隠れてまして」

　首を切るような仕草をしてみせると、千草は小さく呻いた。

「何それ、大おお怪け我がしたってこと？」

「先日、魔ま力りよくの乱流が起きて、稼か働どう中の魔術がまとめてダウンしまして。そのときノインの首から魔力光が漏もれていましたから、怪我というより魔ま術じゆつ的てきな処置の痕あとでしょう」

　あまりのことに、とうとう千草は絶句した。

「魔術的な処置って……」

「まだ調べている最中ですが、あまり資料が見当たらなくて」

（それに問題はむしろ、奴隷にあんなものを仕込む理由なんですよね）

　こちらも推測はできるが、正直ろくなものが思いつかない。

「ただ、ノインが言うには記き憶おくが曖あい昧まいな時期があって、いつ傷が付いたのかも覚えていないそうです。……俺としては憶おく測そくで迂う闊かつなことは言いたくないですね」

「……そうだね。わかった」

　強張った顔で頷いて、千草は黙だまり込んだ。

　だが、顔がみるみるうちに怒いかりの赤に染まっていく。その共感性は自分にはないもので、やはり似ていないなと京介は思った。

「ともかく交こう渉しようの都合もあるようですし、すぐに放ほうり出だすわけにもいきませんし、しばらくはうちに置いておきます。自由にしていいと何度も言っているんですが、自分は奴隷だと言い張るのが困りものですけど」

　言って京介は苦笑いした。

「あんたね、あんな小さい子を放り出すとかいったい何を考えてるの!?」

「さっき俺をさんざん変態呼ばわりしたのはどこの誰ですか」

　そこで、ふと千草は眉まゆを複雑そうに歪ゆがめる。

「ノインちゃんが大変なのはわかったけど……でも、あんたは大だい丈じよう夫ぶなの？」

「……俺ですか？」

「知らない子の、しかも日本のこと何も知らない子の面倒を見るなんてさ。あんたの頭にコミュ力なんて搭とう載さいされてないでしょ」

　えらい言われようだが、自覚はあるので反論できない。

「もちろん俺も、奴隷を買うなんて面倒なことはごめんだと思いましたがね」

　応接間でノインを紹しよう介かいされたときにはそれが本音だった。

　だが今、口に出してみると我がことながらひどく違い和わ感かんを覚える。

「ちゃんとノインちゃんと仲良くしてるみたいで驚おどろいた。学校でもほとんど人と話す気ないでしょ、女の子なんて放ほったらかして泣かせるもんだとばかり」

　似たようなことはやりかけたので、京介はそっと目を逸そらした。

「まあ、それも否定はしませんけど……」

「ちょっとは否定せんかい！」

「慣れました」

　京介は肩かたをすくめる。

　帰宅するとエプロン姿のノインに出で迎むかえられるのも、食しよく卓たくに異国の香かおりがするのも、風ふ呂ろに交代で入って鉢はち合あわせしないよう気をつけるのも、何日も続けば日常になる。

　ずっと前から、そういう暮らしをしていたかのように。

「なら、いいんだけどさ」

　そこまで言って、不意に千草は身体を伸のばしながら居間をぐるりと見回した。

「小さい頃ころから思ってたけどさあ、この家、広いよねえ」

　祖父が建てたこの木造の邸てい宅たくは、昔は祖父母に両親、そして〝魔王〟のもとに出入りする魔術師たちで賑にぎわっていたはずだ。

　しかし大人たちは去り、今はがらんと薄うす暗ぐらいまま、じっとりと湿しつ度どだけを孕はらんでいる。

「こういう家だもん、一人よりは二人のほうがいいのかもね」

「……そうですね」

　と、そこで廊ろう下かからきしきしという慎つつましげな足音が聞こえてきた。

　ノインは入り口でしばし躊ちゆう躇ちよしたようだが、声をかけると一礼して居間に入ってくる。

「お疲れ様さまでした」

「もったいないお言葉です」

　綺き麗れいな仕草でノインは頭を下げるが、ピンクの髪かみがどこか色いろ褪あせたように見えた。

（自分のいないところで自分の話をされたら、不安にもなりますか）

　ましてや相手は「奴隷なんて」と叫さけんでいた千草である。

「ノイン。――誰が何と言おうと、俺おれが手放さない限りは君はこの家の奴隷ですからね」

「は、……はい！」

　京介が言うと、ノインは目を潤ませながらこくこくと何度も頷く。

『ねえノインちゃん、それ恐きよう怖ふの魔王の台詞にしか聞こえないんだけどいいの？』

　頭の上に乗っかったままレイがぼそっと突っ込んでいたのだが、幸か不幸かノインの耳には入らなかった。

　そして、千草は壁際のノインに駆かけ寄よるなり小さな身体をぎゅっと抱だきしめる。

「え、あ、あの……？」

「ノインちゃん、これからはあたしをお姉さんだと思って頼たよってくれていいからね！」

「ええと……ご、ご主人様、いったい何が」

　ノインは狼狽うろたえるあまり涙なみだ声ごえになっている。それもそうだろう。さきほどまで警けい戒かい心しんもあらわだった千草に、いきなり感かん極きわまった顔でぎゅうぎゅう頬ほおずりされているのだから。

「ああもう可愛いなあ、あたしもこんな可愛い妹が欲しかったなあ、あんなでかくて可愛くない弟じゃなくて！」

「ご、ご主人様のご母堂様で、わたしのお姉様……？」

「頼みますから冗談を真に受けないでください」

　混乱しきった顔で呻うめくノインに、京介が深くため息をつきながら言ったのだった。




▼学校に行こう




「ところでノインちゃん、学校には行かなくていいの？」

　ふと千草がそんなことを口にしたのは、買い置きの煎餅をすべて食べ終えた頃である。

「考えないことはなかったんですけど……」

　ノインは京介たちと同い年だから、普通であれば高校に通っている年とし頃ごろだ。

　だが日本に慣れてきたとはいえ、あくまで異世界から売られてきた娘むすめである。

　いつまで祁け答どう院いん邸に滞たい在ざいするかもわからないし、最終的には自由身分を保障した上で〈イズラ〉に帰すのが最善だろうと京介は思っている。

　それに、もっと根本的な問題がある。

「手続きと、言葉のことがありますから」

「ああ、そうか……あたしたちがずっと通訳してあげるわけにもいかないもんね」

　もともとノインは〈イズラ〉の共通語しか話せない。

　この屋や敷しきで問題なく会話できているのは〈翻ほん訳やく〉を常じよう駐ちゆうさせているからだ。

　だが魔力が循じゆん環かんしているのは屋敷の内だけで、外に出たとたんに効果が切れてしまう。京介と千草は魔術師の一族として共通語も使えるが、学校で二人としか会話しないわけにもいくまい。

『翻訳？　翻訳ならあたしの出番じゃないかな！』

　そこで、蛍けい光こう灯とうの上で遊んでいたレイが京介の肩まで急降下してきた。

『ノインちゃんにスマホ持ってもらえば、あたしが翻訳してあげられるよ！』

「……そのやり方がありますか」

　魔術そのものの効果範はん囲いは屋敷内に限られるが、ＡＩレイであれば通信回線越ごしに外の物事にも干かん渉しようできるのだ。

　要はノインにスマホとイヤホンを持たせておいて、レイにリアルタイムで〈翻訳〉させればいい。問題は通信回線と電源の確保だが、これは鞄かばんにモバイルバッテリでも詰つめ込んでおくしかない。

「あたしパソコンはよくわかんないけど、スマホにレイを入れて持ち歩くような感じ？」

「そんなところですかね」

　魔ま術じゆつ制せい御ぎよソフトの意外な使い道に、開発者ながら思わず感心する京介である。

「転入手続きは八や頭ずさんにやってもらえばいいでしょ。伊仙うちに黙ってあんたにノインちゃん預けたんだから、そのくらいの仕事はしてもらってもバチ当たらないって」

〈イズラ〉から奴ど隷れいを持ち込まれたのがそもそもイレギュラーな出来事だったので、ノインを預かる行政手続きは後追いの形で八頭が進めている。そこに「高校への転入」を加えてもらうことはできるだろう。

（それにしても、意外に何とかなるものですね）

　しみじみと京介は思った。

　確かに翻訳はレイに任せればいいし、千草に学校でのフォローを頼たのめばいいのだ。

　いずれノインが帰郷するにしても、日本の学校に通うことにきっと意義はあるだろう。

　それでも、まずは肝かん心じんなところを確認しなくてはならない。

「ノイン、君は〝学校〟に行ってみたいですか？」

　問いかける。

　ここで〝命令〟しては意味がない。あくまでノイン自身の意思で選せん択たくさせなければ、学び舎に通っても得るものはない。

「学校とは、ご主人様が毎日出向かれている場所ですよね。同年代が集まるという……」

「ええ。俺と千草もいますよ」

　ここに至って話を聞いていた千草が「え、ノインちゃん高校に来るの？　もしかして同い年!?」と混乱していたが、面倒なので放置する。なお京介と千草は幼よう稚ち園えんから高校までずっと一緒という腐くされ縁えんだ。

「ご主人様のお慈じ悲ひに感謝いたします。……ですが、わたしのごとき者が、ご主人様と同じ場所に向かうなどと……」

「そんなことは関係ありません。君の意思で決めなさい」

　断言する京介を、千草がどこか驚いた顔で見上げる。

　ノインはそれでもしばし躊躇していたが、やがて意を決したように口を開いた。

「わたしはご主人様のお役に立ちたいです。……お許しいただけるなら、お屋敷の外でも」







　とはいえ、ノインが実際に高校に通うにはそれからさらに一ヶ月ほどかかった。

　まさか「異世界からの貢みつぎ物ものの奴隷です」と届け出るわけにもいかないので、他の部署に根回しして在留ビザをでっち上げるにも八や頭ずはかなり苦労したらしい。

「つ、疲つかれたよ……」

　書類一式を持って祁け答どう院いん邸を訪おとずれるなりテーブルに突っ伏ぷしていたくらいだ。

「せっついてもせっついても上がってこないし、課長にはさんざん嫌いや味み言われるし……」

　それでも文句も言わず面倒な手続きを最速でやってくれたあたり、八頭も強ごう引いんにノインを預けたことをだいぶ気にしていたのだろう。

　そして日本にやってきて一ヶ月半後の朝、ノインはとうとう高校の制服に袖そでを通した。

「うわああああ、可愛いいいい!!」

『うんうん、ノインちゃんすごい似合ってるよ!!』

　レイと千草が異口同音に叫ぶのにノインは顔を真っ赤にして縮こまり、京介は鼓膜が裂さけんばかりのその音量に反射的に耳を塞いだ。

　京介たちが通っているのは家からほど近い公立高校だ。

　公立とはいえ、近年リニューアルされた女子の制服は流行のデザインで生徒からの人気も高い。紺色のブレザーにはストライプ柄がらのリボンと校章が添そえられ、膝ひざ上うえ丈たけのプリーツスカートも無地ではなくチェック模様である。

　首の傷きず痕あとを隠かくすチョーカーは、手続き時に学校の許可を取ってあるのでそのままだ。

「あ、あの、わたしなどがこのような高級な服を……」

「大だい丈じよう夫ぶ、京介あれでもけっこう金持ってるから！」

「……確かに切り詰めるほどではありませんが、別にあなたの金でもないですからね？」

　ノインをぎゅうぎゅう抱きしめて至福の笑えみを浮かべる千草に、京介はげんなりした顔で呟いたのだった。

「あ、あの、ご主人様……」
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　やがて、千草はなぜか京介の前にぐいぐいノインを押おし出してきた。

　見慣れた制服ではあるが、色素の薄うすい容よう貌ぼうのノインが着るとだいぶ印象が違ちがって見える。

「サイズは問題なさそうですね」

「は、……はい」

「しばらく動きづらいと思いますが、日本では普通なのですみませんが慣れてください」

「はい」

「では、行きますか。初日から遅ち刻こくするのも何ですし」

　そしてくるりと踵きびすを返して歩き出そうとするのを、レイがべしゃっと顔面に張り付き、千草が京介の学ランの裾すそを後ろから引っ張ってのけぞらせた。

『他に！　他に何か言うことないの!?』

　耳元で最大音量で怒ど鳴なられて、京介は一秒ほど考え込む。

「ノイン、先日お貸しした櫛くしは持ちましたか」

「？　はい、こちらにあります」

　平たく小さな柘植つげ櫛ぐしは、持ち歩いて化け粧しよう室しつでの身み繕づくろいにも使えるはずだ。

「櫛？　なんでそんなことわざわざ……」

　眉をひそめる千草は無視して、京介はぽんとノインの頭に手を置いた。

「今日からは見送りは不要、というより無意味ですが、いきなり止めるのも何ですかね」

　当初は「むやみに頭を下げるな」と諭さとす代わりに始めたことだったが、だんだん登校時に見送ってもらうついでに頭を撫でるのが習慣になっていた。

「……はい」

　ノインはまどろむ猫ねこのように目を細める。丁てい寧ねいに柘植櫛で梳とかしたストロベリーブロンドはこの一ヶ月で少し伸びて、やはり柔やわらかく触り心ごこ地ちが良い。

　そして、千草とレイはそれを毒気を抜かれたような顔で眺ながめていた。

「いや……何かこう、似合うとか可愛いとか言ってあげようよ……可愛いじゃん……」

「？　もちろん可愛いですよ」

　ぶつぶつ呻いている千草に、京介はさも当然とばかりに言う。

　千草はもはや言葉もないといった顔で、朝に似合わぬため息をついた。

　高校へはバスで向かう予定なので、三人で連れ立って住宅街の細い道を歩いていく。

「あれが横断歩道で、あの馬のいない馬車が〝車〟……」

　ノインは向こうの風景を見つめてぶつぶつ呟いている。

　それは景色に感動しているというより、暗記した内容と必死で照らし合わせているかのようだ。高校に通うと決めてからのこの一ヶ月、ノインがレイと一いつ緒しよに必死で日本の勉強をしていたのは知っているが。

「あんなにたくさんの車がいるのに、ぶつからないだなんて……」

　大きさや色もさまざまの車が整然と通り過ぎて行くのにノインは目を丸くしている。

「こちらの方々は皆、隊列を組む訓練をされているのでしょうか？」

「隊列じゃないけど車乗るには免めん許きよが要いるよ。あたしたちはまだ取れないけどね」

　ノインはしきりに大きな目を左右に動かしている。

「あたしたちもいるし、そんなに緊きん張ちようしなくても大丈夫だよ？」

「わたしの無知のせいで、ご主人様と千草様にご迷惑をおかけするわけにはいきません」

　ノインは強張った顔でふるふると首を振った。

（そこまで心配することもないんですが）

　手続き上は、ノインは外がい国こく籍せきの日系人であり、伊い仙せん家にホームステイ中となっている。髪の色や顔立ちはアジア系と程ほど遠とおいのだが、パスポートがあれば納得してしまうのが悲しいかな日本人であった。

　だから日本に不慣れでもさほど不審には思われないはずだ。

「大丈夫ですよ、俺も初めてですし」

　ふと足を止めて言うと、ノインと、ついでに千草もきょとんとした顔をした。

「ご主人様に初めてなどということが、あるのですか？」

「もちろん、君を学校に連れて行くのは今日が初めてですとも」

　屁へ理り屈くつというかまるきり頓とん知ちのような話だが、ノインは「あ」と目を瞬かせる。

（そう、初めてなんですよね）

　京介にとっては、一年あまり通い慣れた学校だ。

　けれども隣となりにノインがいると思うだけで、まるで違う世界のように思えてくる。

「そうだよねえ、京介が女の子連れて教室入ったら皆なんて言うかな……あー、なんか想像したらお腹なか痛くなってきた。ねえ先生に遅刻って言っといてくれない？」

「学校に着いてから保健室へどうぞ」

　まったく心配していない声で京介は言った。




▼教室のご主人様




　三人が教室に足を踏ふみ入いれるなり、クラスにざわりと波が走った。

　まだホームルームまでは余よ裕ゆうのある時刻だったが、教室にはすでに半数ほど生徒がいて、雑談だの刻限ギリギリの宿題だのに精を出していた。

　背の高い京介は何をしなくとも目立つが、今、彼かれが注目されたのはそれだけではない。

「誰……？　あの、後ろにいるちっちゃい子」

「留学生とか？　外人さんだし教室間ま違ちがったのかな」

「でも、祁け答どう院いん君の後ろぴったりくっついてるし。リアル美女と野や獣じゆう……」

　誰もが京介と、その後ろの娘から目を離はなせないでいるようだったが、さりとて話しかける勇気のある者はなかなか現れない。

（別に、聞いてくれて構わないんですがね）

　囁ささやき声に京介は内心で苦笑する。

　だが愛あい想その「あ」の一画目から行ゆく方え不明の態度、なぜか誰だれに対しても敬語、あまつさえ二メートル近い上背に眼鏡越しの鋭するどい目と濃こい隈くま。クラスに溶とけ込める要素がゼロ……というより、単純に近寄りがたい存在だった。

　けれども今日からは違った。

「君の机と椅子は後で運んでくるそうですから、先に使い方だけ説明しておきますね」

　まずは京介が謎なぞの外国人美少女、もといノインを振り返かえったこと。

　そして、極きわめ付けは彼女の一言だ。

「ご主人様の、お慈悲に感謝いたします」

　騒そう然ぜんとする教室に、ノインの小さくも透すき通とおった声ははっきりと響ひびいた。

「おい、今あの子なんつった……？」

「ご主人様だよな？　俺の聞きき間違いじゃないよな？」

「ご主人様とか、ヤベエだろあいつ!?」

　次の瞬しゆん間かん、息をひそめて京介とノインを目で追っていたクラスメートたちが、声をひそめるのも忘れていっせいに騒ぎ出す。

「ね、……ねえ、京介」

　近くにいた千草が、引きつった顔で京介の脇わき腹ばらを突いてきた。

「ノインちゃん、いつの間に日本語できるようになったの？」

　今、制服を着たノインの片耳にはイヤホン、そしてポケットにはスマホが入っている。

　マイクで周囲の会話を拾っては自宅のＡＩレイがリアルタイム翻訳してノインに伝えているのだ。同様に発話の際もスマホのスピーカーモードを使うか、京介か千草が間に入って通訳してやる予定だった。

「家事の合間にレイと勉強していましたけど、せいぜい簡単な挨あい拶さつくらいだと……」

　ノインの耳に入らないよう、彼女のはるか頭上でひそひそ会話する。

　命令したわけではないのでノインも京介には言いづらかったのだろう。

　あるいはレイが入れ知ぢ恵えしたのかもしれないが。『こっそり勉強して、いきなり日本語使ったらマスターきっと褒ほめてくれるよ！』などと言って。

　まあ、それだけならば良い話だったのだ。

「あんた、ノインちゃんに……〝ご主人様〟はまずいってちゃんと言った……？」

「……日本に奴ど隷れい制せいがないことは、何度も説明しましたよ」

　この一ヶか月げつで日本の社会制度も教えたが、言葉の使い方はまた話が別だ。

　ノインは自宅ではずっと京介をご主人様と呼び、奴隷としてのみ振ふる舞まっていた。

　灯とう台だい下もと暗くらしと言うべきか、京介と千草も耳に慣れすぎて完全に見落としていたのだ。

「日本にはご主人様はちょっと特とく殊しゆなお店にしかいないんだって、そりゃ〈イズラ〉から来ただけじゃわからないよね!!」

「まさか、いきなり日本語で言うとは俺も思いませんでした」

　京介が苦笑いし、千草が頭を抱かかえる間にも、教室は喧けん々けん諤がく々がくの大おお騒さわぎになっていく。

「あ、あの、ご主人様」

　そこでノインがくいくいと京介の学ランの裾を引いてきた。

　その仕草にまた教室の数カ所から悲鳴が上がっていたのだが、今は後回しである。

「皆みな様さまは、いったい何をそんなに驚かれているのですか？」

　おそるおそる尋ねる顔は既すでに真っ青である。

　ノインからすればただでさえ初めて教室に足を踏み入れて緊張しているのに、居合わせた人間がいきなり騒然とし始めたとくれば、不安どころではないだろう。

「わたしのごとき下げ賎せんの者が来て、やはり、皆様ご不快になられたのでは……」

「大丈夫です。別にたいしたことでもありませんから」

「はい……」

　京介が断言するとノインは少し落ち着いたようだが、

「……あんたがノインちゃんにご主人様呼びさせる変態ってことになってるみたいだけど、それはいいの？」

「別に」

　千草の囁きに京介は肩をすくめた。

「特に関かかわりのない相手に何を言われても、耳に入れなければいいだけですし」

　帰宅部で委員会もやっておらず、同級生と話すこともあまりない京介である。他所で何か言われたところで、今までと何がどう変わるわけもない。

「関わりのないって……あんた、いちおう同じクラスの人だからね？」

　もっとも身内の協調性ゼロの発言に千草は頭を抱えていたが。

　京介がろくでもないコメントをする間、クラスメートも互たがいに目配せし合っている。

「おい、お前ちょっと祁け答どう院いんに聞いてこいよ」

「ヤだよあいつ怖こわいもん。伊い仙せんに言えばいいじゃん……くそ、あいつこっち向かねえ！」

　京介の与あずかり知しらぬところで、一いつ瞬しゆんのうちに、京介がまったく把は握あくしていないクラス内の人間関係と勢力図が交こう錯さくする。

　ややあってクラスメートの視線のやり取り（という名の押し付つけ合あい）に負けた男子が、おそるおそる京介に話しかけてきた。

「なあ祁け答どう院いん……その子、誰だ？」

「今日からこのクラスに来る留学生です。後ほどきちんと紹介があると思いますが、来日したばかりでまだ日本の学校に不慣れなので、先立って案内を頼まれました」

「じゃあ……、なんでお前と伊い仙せんがその子案内してきたんだ？」

「遠い親しん戚せきで、俺たちは以前から面識がありましたので」

　京介と千草が親戚同士なのはクラスでも知られている。

「お前んとこの一族、ややこしいサイズしてんのな……」

　長身の京介と千草、そして一五〇センチ未満のノインを交こう互ごに見比べて、男子生徒はしみじみ言ったのだった。

「で、それでさあ」

「はい」

「その子、さっきお前のことをご主人様って言ってなかったか？」

　瞬間、クラス中が息を呑んだようだった。

「ええと、ノインちゃんまだあんまり日本語が得意じゃなくてね、昔に覚えちゃった日本語でずっと京介のこと呼んでて……」

　慌あわてて割り込んで来たのはむろん千草である。

「あ、まだ日本語できないのか？」

「そうそう、日本語話すのは苦手だけど、でもスマホの翻訳機能があるからノインちゃんこっちの言うことはちゃんとわかってるから。話しかけるぶんにはそんなに気にしなくて大丈夫だから！」

　早口で一気にまくし立ててから、千草はノインの片耳の無線イヤホンを示した。

「これ学校の許可もちゃんと取ってあるから。カンニングとかじゃないからね」

「あーなるほど。最近はスマホ便利だよなー」

　男子生徒や聞き耳を立てていたクラスメートも、その説明に納なつ得とくしたようだ。

「それにしても、何でよりにもよってご主人様で覚えちゃったんだよ……」

「な、何でだっけ、小さい頃の話だからさあ」

　だんだん千草の創作能力が問われつつある。

　迂闊に口を挟はさむと怒おこられそうなので黙って話を聞きつつ、京介も内心で考え込んだ。

（俺は別に気にしませんが、確かに、ノインにはよろしくなさそうですね）

　せっかく学校に入ったのに、妙みような噂うわさに足をすくわれるのも面おも白しろくない。

「ノイン」

「は、はい！」

　一人だけ話の流れがわからず呆ぼう然ぜんとするしかなかったノインは、京介が声をかけると、どこかほっとした顔で応じた。

「学校では俺のことは主人ではなく、祁け答どう院いん、と名前でお願いします」

「承知いたしました。ご主人様」

　京介の指示にノインは頷うなずいた。

　ただし、その返事はまたもや日本語だったが。

「…………」

「…………」

　とうとうクラス中が静まり返った。

「……アレで『日本語間違って覚えた』はなんか無む茶ちやがなくないか？」

「京介……あんたさあ……あたしが必死で説明してたってのに……」

「も、申し訳ありません、千草様！」

「お願いノインちゃんそこで床ゆかに膝ひざつかないであたしまで変態の仲間入りになるから！」

　千草の地じ獄ごくの怨えん嗟さのごとき呻き声ごえにノインが条件反射で頭を下げてしまい、京介も思わず顔を引きつらせる。

　その後「日本には〝ご主人様〟はメイド喫きつ茶さあたりにしかいない」「クラスメートに頭を下げたりましてや土下座はしない」と説明され（京介は睨にらまれて黙っていた）、ようやくノインは状じよう況きようを理解したようだった。

「そんな……わたしの無知のせいで、ご主人様がそのような誤解を……」

「……いや、誤解ってわけじゃないと思うんだけどね」

　本格的、というかきわめて正しい意味での〝主人〟である。

　問題はその正しい主人のあり方こそが、クラスでは変態と思われることだったが。

「おい、あの子泣きそうな顔してるぞ。お前謝ってこいよ」

「いやお前行けよ、なんか祁け答どう院いんが慰なぐさめてるけどそれもムカつくな!?」

　またもや教室で囁きと思おも惑わくが交錯するが、さきほどよりだいぶ空気は気まずい。

　結局、この混こん沌とんとした状況に助け舟ぶねを出してくれたのは、ずっと離れて様子を見守っていた女子生徒たちだった。

「ねえ、なんかもうご主人様でいいじゃん？」

　あっさりした一言に女子一同は頷き、反対に男子一同は「ええ……」という顔をする。

「別にご主人様って呼んで悪いこともないでしょ。祁答院君は平気みたいだし」

「まあでも祁答院君、確かにちょっとご主人様っぽいところあるよね。目つき怖いし」

「鬼き畜ちく眼鏡を縦に引ひき伸ばした感じだよね」

　それらの会話は当然、京介たちにも聞こえている。

（……眼鏡はともかく鬼畜呼ばわりは心外ですが、そもそもどういう意味なんですかね？）

　あいにく京介は漫まん画がやゲームにあまり詳くわしくなかった。

「うっ……、そりゃそうかもだけど、でもさあ」

「じゃあ祁答院君はご主人様ってことで。はい」

　一瞬で話はまとまってしまった。

　女子一同は美少女を前に鼻の下を伸ばす男どもにはなおも冷ややかな目線を向けているが、京介の後ろからこわごわ顔を覗のぞかせるノインに対しては意外に優やさしげだ。

「っていうか、リアルお人形さんって本当にいるんだね!?」

「頼んだら写真撮とらせてもらえないかな、でもＳＮＳに上げちゃまずいよねぇ」

　いや、むしろ楽しそうだった。

　千草は女友達を前にドヤ顔をしているし、当のノインはきょとんとしている。

「うん、まあ、あの子が呼びたいように呼べばいいんじゃね？」

「そうだよな、せっかく日本語覚えたんだし使いたいよな」

　女子一同が納得してしまえば男子たちが否と言えるはずもなく、大半の連中は気まずそうな顔で何やらぼそぼそと話している。

　ただまあ、それでも一いつ矢し（？）報むくいたい男子もいたようだ。

「そうだ、明日はお前が日直だろ。黒板消しそろそろ掃そう除じしたほうがいいぞご主人様」

　ぎろりと睨まれるのはともかく、その台詞せりふに京介は首を傾かしげる。

「俺は、あなたの主人ではありませんが……」

「うるせえ、別にその子しか言ったらいけないってわけじゃないだろご主人様」

「……はあ」

　別に京介は、周囲から何と呼ばれようと気にするような繊せん細さいな性格はしていない。

　ただ気に食わない奴やつを〝主人〟と呼んでも構わないのかと、そこだけ気になるのだが、

「くそ、お前だけ美少女に『ご主人様』とか呼ばれやがって！　だったら俺もご主人様ご主人様って呼びまくってやる、どうだキモかろう!?」

　言うだけ言って男子は走り去ってしまった。

　ぽかんとそれを見送る京介の横で、なぜかノインが感かん慨がい深ぶかげに頷いている。

「魔ま王おう陛下であることは機密でも、ご主人様は皆様に崇すう敬けいされておいでなのですね」

「うん、それだけは絶対に違うからノインちゃん」

　千草が始業前から疲れ果はてた顔で突っ込んだ。




▽奴隷娘のささやかな勝利




　そして、ノインにとっては初めての〝学校生活〟が始まった。

　朝のホームルームで改めて紹介されたときは、なぜかクラスの皆が疲れた顔をしていたが。不慣れな自分をフォローさせるという理由で、京介と千草の隣の席にしてもらえたのはありがたかった。

　ただし肝心の授業はレイに〈翻訳〉してもらってもまったく理解できなかったが。

「三次関数……多た項こう式しき……？」

　線がうねっているだけとしか思えない図（関数グラフというらしい）を前にノインが呻いていると、京介も上から覗き込んで来た。

「読み書きはともかく高等数学はやっていないでしょうし、無理もないですよ」

　京介は教科書を眺めて少し考え込んでから、数式を節くれだった指で示した。

「魔ま術じゆつを発動するには口頭で詠えい唱しようする場合と、魔ま法ほう陣じんを使う場合があるでしょう」

「？　は、はい」

「あれは魔術が大規模になるほど、必要な情報量も増えていくためなんですが」

　いきなり話題が切きり替かわってしまい、ノインは面食らってから慌てて頷く。

　なお、この会話はイズラ共通語でなされているので、クラスメートがぎょっとした顔で振ふり返ることはない。

「一次関数、一次元とは要するに詠唱です。人間は同時にひとつの音しか出せませんから」

　発話にせよ音楽にせよ、人間の声が「線」だと言われればイメージしやすい。

　二人で同時に詠唱する場合は、項こうに「二」の係数がかかるわけだ。

「二次関数、二次元はいわば魔法陣です。平面の図を見たことがありますよね」

　京介に〈契けい約やく〉の首輪を壊こわしてもらったときに見た、美しい光の幾き何か学がく模様だ。

「同様に、三次関数とは立体のことですね。立体型の魔法陣も存在しますが、可か読どく性せいが悪いので大規模な魔術でしか使いません。……もっとも、君はこの立体型を見たことがあるはずですけど」

　淡たん々たんと語る京介に、ノインは目を丸くした。

「〈イズラ〉とまったく無む縁えんでないと思えば、多少は理解しやすいでしょう？」

「……はい」

　奴隷だったノインが〈イズラ〉で数学を学ぶ機会などなかった。

　それでも「ただのうねった線」よりは少しだけ理解が進んだ気がする。

「次元が上がれば情報量は飛ひ躍やく的てきに増えますが、事前準備しておくしかなくなるんですよね。ただ、やりようがないわけでもなく……」

「――あー、疲れた！」

　そこで唐とう突とつに千草の声が割り込んできた。

　京介の机に叩たたきつけられた布包みに、ノインは目を白黒とさせる。

「あんたね、疲れてるノインちゃんにもっと頭痛くなること言わないの！　ほらお弁当食べるよ、昼休みなんだから！」

「……ええ」

　京介も少し気まずそうに教科書を片付けつつ、

「ノイン、弁当を持ってきたでしょう。あれを食べましょう」

「――あの箱ですね！」

　ノインはぱっと顔を明るくした。

　小さな箱におかずを詰め込む弁当は〈イズラ〉にはなかったものだ。宝箱のようだと、写真を見せられたときにはノインは驚おどろいたものだった。

　けれども実際に食べるのは今日が初めてだ。

（それに今日からは、お昼の食事もご主人様とご一緒できる）

『おい、弁当だってよ』

『あのご主人様、弁当までノインちゃんと一緒に食べる気かよ』

　教室のどこかの呟つぶやきをレイが〈翻訳〉してくれたが、京介が気にする気配もないので、ならば放っておいて良いのだろうとノインも判断した。

　もともとノインと京介の席は隣となり合あわせなのでそのまま弁当を広げ、千草は椅い子すだけ持ってきて我わが物もの顔がおで京介の机を占せん領りようする。

「あなたも一緒に食べるんですか？　いつものバレー部のお仲間はどうしたんです」

「わたしなどのために、お手数をおかけします……」

「いやノインちゃんのせいじゃないんだけどね、男子が鼻の下伸のばしてるだけだし」

　千草は苦笑いするが、

「ご主人様、お茶をお注ぎしますね。どうぞ」

「ああ、ありがとうございます」

「うん、ちょっとノインちゃんの責任もある気がしてきた。っていうか京介も普ふ通つうにお茶受け取るんじゃないッ！」

　結局、弁当の隣に突つっ伏しながら叫さけんでいた。

「では、いただきます」

「いただきまーす、っと。……ノインちゃんそのお弁当箱可愛かわいいね、新しく買ったの？」

「はい。レイさんに見立てていただきました」

「京介じゃなくてよかった、こいつがこんな可愛いの選んでたらキモいし」

　三人（主に千草）が弁当をつつきながら喋しやべっていると、どこからともなくふたたび薄うす暗ぐらい呟きが聞こえてくる。

『弁当……美少女の手作りの弁当……』

『しかもご主人様とか呼ばせてるんだぜ……』

　京介、千草ともに気にする様子もなかったので、ノインもやはりスルーする。

「ねえノインちゃん、このお弁当ってどうしたの？」

「ご主人様が、今朝、早起きしてわたしのお弁当も一緒に作ってくださったんです」

「あー、ほんとだ、京介の卵焼きだねこれ。昔からあんたでっかく切る癖くせ直らないし」

「……文句を言いながら持っていくのはやめてもらえませんか」

『お前の手作りかよ！』

　無念なような、歓かん喜きするような叫び声が教室じゅうに響いたのだった。

　話しながらも口と手はしっかり動かしていたので、三人はほどなく弁当を食べ終わる。

　ノインが手早く弁当箱を片付けて鞄にしまっていると、

『ええと、ノイン……ちゃん？　ちゃんと通じてるかな、大丈夫かな』

　背後から唐突に聞こえた自分の名に、ノインは大きく目を見開いてから振り返った。

　ホームルーム前の騒さわぎで助け舟を出してくれた女子生徒たちだ。いずれもノインよりは背が高く、溌はつ剌らつとして気が強そうだった。

「あの、わたしに……」

『あたしの言ってることわかる？　あー、別にいじめないから睨まないでよご主人様』

　どうやら「日本語がちゃんと通じているか」と尋たずねられているようだ。

　ついでに、京介の呼こ称しようがいつの間にか「ご主人様」で定着しているのはなぜだろう。

「今朝、ありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げる。単語を並べただけの片言の日本語だが、無事に通じたようだ。

『ううん、騒がしいクラスでごめんね』

　にかっと微ほほ笑えんでもらえて、ノインもほっとした。

「……ノインに何か御ご用ようでも？」

『ご主人様でノインちゃん独どく占せんしないでよ。うちの学校、留学生なんて珍めずらしいんだから』

『ホームルームじゃ外国から来たとしか言ってなかったけど、どこの国から来たの？』

『ねえねえ、その髪かみ、地毛だよね!?　ちょっと触さわらせてもらっていい？』

「あ、……あの」

「せめて質問は順番にしてあげて、日本語わかってもパニックになるよそれじゃ」

　千草が苦笑いしながら交通整理に入ってくれたものの、大勢の見知らぬ人間に囲まれるだけで大混乱である。

　だって〈第二世界〉の、祁け答どう院いん邸の外で一日を過ごすのは今日が初めてなのだ。

　しかも、さらに参加者（？）が増えそうだ。

『くそう女子め……なぜ、女子というだけで堂々と話しかけて許されるのか！』

『じゃあお前も男に話しかければいいんじゃね？　ご主人様一択たくだけど』

『ヤだよあいつ怖いもん』

　ノインは頭がぐるぐるして意識を向ける余裕もなかったが、いちおうレイはそんな教室の隅の呟きも〈翻ほん訳やく〉していた。

『何かねえかな……あ、トランプがあった！　そういや昨日、部室でやってたんだわ！』

『まあいいけど。言ってみれば？』

　そしてその男子は教室の隅すみからずかずかと一同の側にやって来て、大声で宣言した。

『なあ、トランプやらね？』

　あまりにも唐突すぎるその一言に、ノインはおろか日本人高校生一同すら沈ちん黙もくした。

「……なぜトランプなのですか？」

　最初に我に返ったのは、胡う乱ろんな顔で女子たちの喧けん騒そうを眺めていた京介だ。

『いいだろトランプ！　うちに留学生が来るなんて今までなかったんだし！　大勢で一緒にゲームして親しん睦ぼくを深めるとか何とか！　だからお願い睨まないでご主人様！』

「はあ……」

　そこでノインはくいくいと京介の学ランの裾を引いた。

　本来であれば主人の服を引っ張るなど許されないが、大勢がいる場で声を上げづらいこともあるため、その場合はそうやって京介に尋ねろと言いい含ふくめられている。

「ご主人様、トランプとはいったい何ですか？」

「こちらのカードゲームの一種です。君とこの皆でゲームをしないかと言っています」

　おそらくあの男子もまた、余よ所そ者もののノインを気き遣づかって話しかけに来てくれたのだろう。

　奴ど隷れいのごとき身分の低い者への温情を、断れる立場にはノインはない。

「はい。よろしくお願いいたします」

　片言の日本語で返事をする。

　男子生徒が『よっしゃあ！』となぜか拳こぶしを握にぎり、千草と女子たちが苦笑いし、京介は珍しく渋しぶい顔をした。







　がたがたと机と椅子を動かして、くっつけた机を囲むようにして座すわる。

「……ご主人様？」

「俺おれもあまり、こういう集まりには参加したことがなくてですね」

　完全に初心者のノインはもとより、左ひだり隣どなりの席の京介もどことなく居い心ごこ地ちが悪そうだ。

『トランプはいいけど何やる？　大だい富ふ豪ごう……はノインちゃんがルール覚えられないよね』

『わかりやすいところで神経衰すい弱じやくとか？　あれなら人数多くても問題ないしさ』

　何となく種目が決まったところで、男子が手早く机にトランプを並べていった。

「裏返したトランプを二枚めくって、同じ数字であればプレイヤーが獲かく得とくできます。全部のトランプが場からなくなったところで……」

　京介が手短にルールを解説してくれる。図案が合がつ致ちするか否いなかで判断すればいいので、アラビア数字にまだ慣れないノインでも問題なく遊べそうだった。

『ルールは難しくないけど、わからないとこがあったらこっそり言ってね、あたしが教えてあげるから。……んー、それにしても神経衰弱かあ』

　イヤホン越ごしのレイの声が、ちょっと皮肉っぽくくぐもる。

『大丈夫かなあ、マスター』

「……え？」

　その言葉の意味は、ゲームが始まって少し経たったところでわかった。

『またご主人様かよ!?』

　二戦ほど終わったところで、ほとんど京介の一人勝ち状態だったのである。

『テメェ、ご主人様だからってなんかイカサマしてたりしねえだろうな!?』

『いや、それ意味わからないから』

　さすがに女子の一人が宥なだめるが、彼女も信じられないものを見た顔だった。

　クラスメート一同がドン引きする中、千草だけが「なんか嫌いやな予感はしたけど空気読めよこいつ」とばかりにこめかみを押さえている。

『お前、カードの位置と数字全部一発で覚えてたのかよ？』

　二戦とも、京介の手番にそれまでに開いたカードを根こそぎ持っていかれてあっけなく決着がついたのだった。プレイヤーが少なければ京介も多少は勘かん頼だのみになったのだろうが、なまじ参加者が多いものだから京介に回るまでに何人もが何枚もカードを開けてしまい、まとめて献けん上じようしてしまうという展開である。

「見たものを覚えていたところで、別におかしなところはないと思うんですけど」

『普通は一瞬じゃ覚えられねえからゲームが成立するんだよ！』

　男子の叫びはまったくもって正論だったが、京介はなおも怪け訝げんな顔だった。

『ノインちゃん、ご主人様って前からこうなの？』

「はい。さすがは……あ」

　一ヶ月以上も同じ家で暮らしているので、京介の癖はいくらか見知っている。

　確かに小物の置き場から買い置きの食材、斜ななめ読よみした本の内容に至るまで、およそ何かを忘れるところを見たことがない。ただ、それはレイに補ほ佐ささせているせいもあるし、

（さすがは魔王陛下なのだ、とばかり……）

　しかし魔ま術じゆつ師しの存在は秘ひ匿とくされているから、そのまま正直に答えるわけにはいかない。

（どう皆様にお答えしたら良いのかしら。さすが〈第二世界〉のお方……、ええと）

「さすが日本のお方だ、と思っていました」

　げほげほと千草が咳せき込こんだ。

　千草から通訳されたクラスメートも、一瞬、ぽかんとしてから腹を抱えて笑い出す。

『いや日本そんな神秘の国じゃないから。日本人だからって普通はできないから！』

『ご主人様テメェ日本人のハードルをガン上げしやがって！』

　なぜか睨まれる羽目になった京介は、複雑そうな顔でノインを見下ろしていた。

『だー！　神経衰弱じゃなくて別のやろうぜ別の！』

　トランプを持ってきた男子がとうとうキレて叫んだ。

　確かにこのまま続けていても京介の記き憶おく力りよくを測定するより他に意味はなさそうだ。一同も異存はなかったらしく、女子がさっさとカードを回収してシャッフルし始める。

『じゃあ次は何やる？　ババ抜ぬきあたりかな、あれならノインちゃんでもできるでしょ』

『次、ご主人様は参加不可な！　さっきあれだけ大勝ちしたんだからもういいだろ！』

　あからさますぎる発言に一同は呆あきれ顔がおで、女子が何か言おうとしたようだ。

　だが、先に当の京介が「別に構いませんが」と頷いてしまう。

「では、俺はノインとペアであれば問題ないでしょう」

『……あ』

　盛大に墓ぼ穴けつを掘ほったその男子を、一同は生なま温ぬるい目で見つめたのだった。

　その京介はノインに簡単にババ抜きのルールを説明した後、席を立って近くにあった自分の机の上にどかっと腰こし掛かけてしまった。

「俺は何も口出ししませんから、自由にどうぞ」

　背中に視線を感じて、ノインは思わずごくりと唾つばを飲み込んだ。

　ある意味、それは指示通りにカードを引くよりよほど大仕事だ。

（ご主人様の、ご期待に応こたえなきゃ……）

　だが最初に手札が全員に配られた時点で、ジョーカーがノインの手元に来てしまった。

　思わず「あ」と声を上げそうになるのをどうにか堪こらえる。

〈イズラ〉でカードゲームをやる機会はなかったが大人たちが賭と博ばくに興じるのは見かけたので、要点はわかる。これは互いにジョーカーを押おし付け合うゲームなのだから、自分が持っていると周囲に悟さとられては駄だ目めなのだ。

「どうぞ」

『じゃ、じゃあ、行きまーす！』

　京介が抜けた代わりに左隣に来た男子に、自分の手札から一枚引いてもらう。

　男子は無表情を装いながらカードをくるりと回して自分の手札に差し込んでいたが、口元がひくっと引きつるのがノインからも見えた。

「…………」

　その後もさくさくとゲームは進んでいく。

　一人、二人と勝かち抜けていき、最後にはノインと、右みぎ隣どなりに座っていた千草が残った。

『これで終わる、かな？』

「ノインがジョーカーを引かなければ終わりですね」

　手持ちの札はノインが一枚、千草が二枚。ジョーカーを持っているのは千草、ノインはそれを避ければいいという単純な図式だ。

「さあ、勝負だよノインちゃん！」

（勝負……）

　その言葉を、ノインはどこか驚きとともに聞いた。

　千草は、ノインにとっては主人京介の血族でありやはり敬意を払はらうべき存在だ。その相手と対等に戦おうなど、ましてや勝とうなどと、今までは思ったこともなかった。

「…………」

　だが真後ろには京介がいる。

　京介とペアということになっているのだから、主人に恥はじをかかせるわけにはいかない。たとえ、相手が千草であってもだ。

「――はい」

　そして、ノインは白い指先でカードを一枚摘つまみ出した。

「あ～、くそぅ、あたしがビリかぁ」

　千草がべしゃっと机に突っ伏ぷし、女子たちが「あはは、お疲つかれ様さま」と笑う。

「あなた、さっきから一度もノインにジョーカーを渡わたせていなかったじゃないですか」

　机に腰掛けたまま京介が言うのに、一同はまたもやぎょっとした顔で彼かれを見上げた。

『え、そうなの？』

「ここから流れは見えていましたから。開始時にノインが隣となりにジョーカーを渡してから、ぐるっと千草まで回ってきて、そこでずっと堰せき止とめられていましたよ。ノインに見み抜ぬかれているといつ気づくかと眺ながめてたんですが」

　とうとう最後まで偶ぐう然ぜんだと思っていたようですけど、と京介は肩かたをすくめた。

「ノインちゃん、そうだったの……？」

「は、はい」

　千草にノインは慌てて頷く。

「恐おそれながら千草様は隣の方から札を受け取られた後、模様をきちんと揃そろえてお持ちになられるようでしたから。このトランプは、数字の札は上下をひっくり返しても見目が変わりませんが、ジョーカーの絵だけは上下がわかりますので」

　つまり、千草がひっくり返して手札に混ぜたカードこそがジョーカーだ。

　あとは常にそのカードの位置を目で追っておき、手番が来たらそれを避けて千草の手札から一枚抜けばいい。最後の二人まで残ってしまったのは運がなかったからだが、少なくとも負ける要素はなかった。

　京介がノインの説明を翻訳すると、クラスメートたちはふたたび絶句した。

『ババ抜き今日が初めてなんでしょ？　よくそんなとこまで見てたね!?』

（やはり、まずかったかしら？）

　思わず背に冷たい汗あせが浮うかぶ。以前は主人や男たちの不興を買うまいと、必死で目を凝こらして機き嫌げんを伺うかがっていた。細かいところに目が行く癖は自覚している。

「お疲れ様でした。千草にはじゅうぶん勝ってましたね」

　後ろからふたたび声がかかった。

　振り返かえると京介が小さく笑っている。

　千草もまだ呆然としていたが、自分を負かしたノインを無礼だと叱しかりつけはしなかった。

（……これでも、良かったんだ）

『何なのお前んとこの親戚!?』

「あたしは一いつ般ぱん人じん！　ノインちゃんはいいけどそこの京介アホと一いつ緒しよにしないで！」

　実際に千草と血の繋つながりがある京介がなんだか微び妙みような顔をしていた。

　その後は座席を入いれ替えて、ついでに京介も席に戻もどって、もう何戦か繰くり返した。

　すっかり警けい戒かいされてしまったのでさきほどと同じ手は使えなかったが、観察するポイントは他にもいくつかある。

　予よ鈴れいが鳴って昼休みが終わる頃ころには、ノインの勝率はそこそこ上位となっていた。

『ちょっと日直、さっさと準備室に取りに行かないとまずくない？』

『げ、そうだった！』

　慌てて机を戻して午後の授業の準備をしながら、ふと京介がノインを振り返る。

「どうしました？」

「いいえ、……わたしなどが皆様と同じ席に着いていたなんて、妙なことだと」

〈イズラ〉では奴隷と自由民が同じテーブルを囲むなど決して許されるものではなく、ましてやノインは奴隷の中でももっとも立場が弱い子供だった。自分が誰だれかと対等であったためしはない。

「学校とはそういうもの……いえ、日本とはそういう世界ですよ」

　そして京介は不意に付け加える。

「楽しかったですか？」

「――はい」




▽寄り道




　そして長い一日目が終わって、放課後となった。

「あたしこれから部活行くけど、頼たのむからこれ以上変なこと言わないでよ！」

「別に、もう家に帰るだけですよ」

「あんたの『たいしたことない』は、本ッ当に、信用できないから！」

　ノインの目の前で千草が京介にくどくど言い聞かせている。魔王陛下に説教するなんてと当初は恐ろしく思ったものだが、この一ヶか月げつでだいぶ見慣れてしまった。

「では、俺たちは帰りましょうか」

「はい」

　高校の正門を出て、しばし門の近くのバス停にて待つ。

　朝は車が目の前を走っているだけで驚いたものだが、ようやく白黒や青に輝かがやく鉄の塊かたまりを落ち着いて眺められるようになってきた。

「朝、ずいぶん車に驚いてましたけど、〈イズラあちら〉に車はなかったんですか？」

「馬車と……魔術の車もありました。わたしなどは、近づくこともできませんでしたけど」

　それが〈第二世界〉では身分に依よらず、金さえ払えば誰でも利用できるという。

「それに時計に合わせて、ちゃんと車が迎むかえに来てくれるのが素す晴ばらしいです」

「時刻表の正確さは、確かに日本の名物ですね」

　京介と、彼を見上げて少し背せ伸のびしながら話すノインに、通りすがる生徒たちがちらちらと野や次じ馬うまめいた視線を向けてくる。

『ねえねえ、あの金きん髪ぱつの子じゃない？　ほら二年に来た留学生ちゃん』

『あ、ご主人様だ。……くそう、帰るのまで一緒かよ……』

　京介は周囲よりも頭二つ以上背が高く、魔王に相応ふさわしい威い圧あつ感もあって、学校の人間の耳じ目もくを集めやすいようだ。それに〈第二世界〉の人間はほとんど黒くろ髪かみに黒瞳だから、自分もまたきっと浮いて見えているだろう。

「…………」

　いつの間にか、ノインは一歩後ろ……京介の背中が見える位置まで退がっていた。

　学校の人々が悪い人間でないことは半日過ごしてわかったが、それでも大おお柄がらな男にじろじろ見られるのは怖こわい。かつて自分を扱あつかった人買いを思い出す。

（――でも、ご主人様の隣にいれば大だい丈じよう夫ぶ）

　何度か心の中で念じてみる。

　自分よりずっと大きな背中を眺めているうちに、少しずつ動どう悸きがおさまっていった。

「……まだ外には慣れませんか？」

　京介はそんなノインを気遣わしげに見つめていたが、どうやら少し違ちがう風に解かい釈しやくされてしまったようだ。

「だ、大丈夫です」

「なら良いですけど。……では、せっかくですし少し寄り道してから帰りますか？」

　次の瞬しゆん間かん、イヤホン越しにレイの歓喜（？）の声が鼓こ膜まくを揺ゆさぶった。

『おおおお、マスターがノインちゃんに気配りをした！　ちょびっと成長した！』

　学校にいる間は教室の会話の〈翻訳〉に注力していたのだが、その役目が終わったところで本来のノリを取とり戻したようである。

『これは今すぐ千草ちゃんにもメールしておかないとね！』

（……ご主人様は、このことをご存ぞんじないのよね）

　京介はイヤホンを装着していないので、レイの発言をリアルタイムでは聞いていない。額にちょっぴり冷や汗が浮かんだが、もはや止めようもなかった。

　やがて時刻表通りにバスが到とう着ちやくする。

　この〈第二世界〉の車はとにかく速い。バスに乗っていたのはほんの十分で、京介を追いかけてノインはぱたぱたとバスから降りた。

（確か、〝写真〟では見たけれど……）

　降り立った先の風景は、レイに見せてもらった〈第二世界〉の絵図と似ている。

　だが現実の世界を目まの当あたりにして、ノインは思わず立たち尽つくした。

「すごい……」

　まず道路が広い。自分たちが立っているのは石いし畳だたみだが、車が走るあたりは濃のう灰かい色しよくの土が均ならされてできている。たくさんの車がそこを走って渋じゆう滞たいを起こしているくらいだ。

　その両側にはずらりと建物が並んでいる。

　祁け答どう院いん邸は燃えやすそうな木造だが、ここらの建物は石のような建材でできているようだ。壁かべは建物ごとに違う色に塗ぬられ、色いろ鮮あざやかな看板が掲かかげられているものだから、貴婦人のドレスを見上げるかのように目がちかちかする。

　しかし、何よりもノインが驚いたのは、

「人が、こんなにたくさん……」

「いちおう駅前の繁はん華か街がいですからね。でも、都内……この国の都はもっと多いですよ」

「見当もつきません」

　ノインは早々に想像するのを諦あきらめて、ふるふると首を横に振った。

　かつての奉ほう公こう先さきには〈イズラ〉随ずい一いちの城もあったが、この人の多さを見ると、あの都が冴さえない田舎いなかのように思えてしまう。

　京介が歩き出したので、ノインは慌あわててその背中を追った。

　このあたりは道路が広い代わりに人通りも多いので、大柄な京介はすれ違いざまに何度も肩や鞄かばんをぶつけられている。

　後ろに続くノインは無事だが、まるきり主人を盾たてにしているかのような気分だ。

「ノイン」

　やがて、京介は顔をしかめながら振り返った。

「俺の後ろではなく横を歩いてくれますか。でないと見失いそうなんです」

　道が人でごった返していること、そして身長差がありすぎるせいで、後ろに回り込むとノインが見えなくなってしまうらしい。

「ですが……わたしなどがご主人様と並んで歩くなどと、恐れ多おおいことです」

（……それに、背中が見えなくなってしまう）

　それは主人への上じよう申しんではなくただの我わが儘ままなので、やはり言ってはいけないことだ。

「ご、ご主人様……？」

　黙だまり込んでしまった京介を、ノインはこわごわ見上げる。

　大きな手がこちらに伸ばされ、京介は少し屈かがんでノインの手首を無造作に掴つかんだ。

「あ、あの、ご主人様」

「俺が横に置いておくならば良いでしょう」

　ノインが返事をするより先に京介は歩き出す。

　歩ほ幅はばがまるで違うのでノインはなかば引きずられそうになる。だが京介もすぐにそれに気づいたらしく、「あ」と小さく呻うめいてから、今度はこちらに目を落としつつゆっくり歩き始めた。

「…………」

　京介の手は大きく、痩やせっぽちのノインの手首など簡単にへし折られてしまいそうだ。

　けれど力加減にかなり気を使っているのか、まったく痛みはない。分厚く少しがさついた肌はだの感かん触しよくと、体温だけが伝わってくる。

（……熱い）

「何か、見たいものなどありますか？」

「見たいもの、ですか」

「駅前まで来て散歩するだけというのもコストパフォーマンスに欠けますし。行きたいところがあれば付き合いますよ」

「とんでもありません」

　ノインはぶんぶんと首を横に振った。

　京介に「好きなものを選べ」と命じられれば自分なりの答えを上申するが、それに彼を従わせるとなれば話が別だ。

「身分が違います。ご主人様の御用であれば、どこなりとお供させていただきます」

　ノインの返事に京介は「案の定だ」と言わんばかりにため息をつく。

「日本にしかないものがあれば見せようと思ったんですがね。ですが俺は残念ながらこちらの世界しか知らないので、何がどう違うのかわからないんですよ」

　だが不可思議な石造りの建物も、鮮あざやかな看板に灰色の道路も、大勢が行き交かう街並みも、ノインにとっては目に映るすべてが見知らぬものだ。ならばこの駅前に連れて来てもらった時点で目的は達成されたことになる。

「それはそうなんでしょうけど、しかし……」

「あと、違うところといいますと」

　そしてノインはおそるおそる京介に取られている左手を示した。

「……こうやって、手を取っていただいて街を歩くこともなかったように思います」

　ぽつりと言う。

　故郷の村の記き憶おくはもはや朧おぼろだし、売られてからは鎖くさりを付けられて歩かされるだけだった。いちいち振り返ったり気遣ってもらったことなどない。

　――それに、人買いの手はこんなに温かくはなかった。

「ですから、もうじゅうぶんなのです」

「いや、そっちの方向で答えられるとは……」

　できるだけ素す直なおに答えたつもりだったが、京介はなぜか逆の方角を向いてしまった。

　ノインからその表情はよく見えないが、主人を困らせてしまったことはわかる。

（……どうしよう）

「俺は、人をもてなすだの案内するだのは不得手でしてね……」

　京介が何事か呟いたところで、どん、と鈍にぶい音がした。

　ノインの手を引いているため京介の歩速はどうしても遅おそくなりがちで、話す間にも二人の横を何人もが足早に通り過ぎて行く。

　よほど急いでいたのだろう、中年の男が革かわの鞄を京介の腕うでにぶち当ててしまった。

「ひっ!?」

　幸か不幸か、その程度で京介がよろけることはない。

　だが京介が反射的に顔をしかめたのを睨にらまれたとでも思ったのか、男は悲鳴を上げて、鞄を抱だきかかえながら全力で走り去ってしまった。

「…………」

　京介は呆れたようにため息をついただけだった。もしかしたら、こんなことは珍しくはないのかもしれない。

　だが一方的にぶつかっておきながら、さも怯おびえたような顔をするのは無礼だろう。

（……腹を立てたことも、あちらではもうなかった気がする）

　ふと思う。ましてや、それが他の誰か――しかも主人のことなどと。

「ご主人様」

「何でしょう？」

「……もしお許しいただけるのであれば、お連れいただきたいところがあります」

　おずおずと伝えると、京介が珍しく目を丸くしたようだった。

「わたしにはこの街のことはわかりませんが……できれば、ここより人が少ない場所に。さきほどからご主人様は何度も無礼者に肩や鞄をぶつけられておいでです」

　主人が何者かに侮ぶ辱じよくされて、しかも相手の謝罪もないというのは、仕える身としてもあまり気分の良いものではない。京介自身はあまり気にしていないようだから、これはあくまで自分が勝手に心配しているだけで、自分の望みだ。

「わかりました。せっかくですから、家では食べられないものでも探しましょうか」

　どうも、またノインの要望とは少し違った風に解釈されてしまったようである。

　けれど、もうしばらく手を繋いでいられそうで、それは嬉うれしかった。




▼ストロベリーとチョコレート




　京介がノインを連れて行ったのは、繁華街の一角にある喫きつ茶さ店てんだった。

　木製の『OPEN』の札がかかった扉とびらを押すと、からころと古風なベルが鳴る。

「ここは……」

　平日の午後とあってか人は少なく、小音量でピアノ曲が流れて落ち着いた雰ふん囲い気きだ。

「何か、気になるものでもありましたか？」

「いいえ、……少し、昔の村長さまの家に似ていたので」

　なかなか本格的な喫茶店のようで、内装はヨーロピアンアンティークで統一されていた。床の木材は磨みがかれて深みのある色をしており、テーブルと椅子もダークブラウン、そこにレースで縁ふち取どりされたテーブルクロスが掛かかっている。

「家は和室ばかりですからねえ」

　あまり高校生には似つかわしくない重じゆう厚こうな雰囲気の店だが、京介は気にもせずにノインを先導して席についた。

　そこに、まだ若いウェイトレスが水やおしぼりを持ってやってくる。

　可か憐れんなノインを見つめてウェイトレスが一いつ瞬しゆんだけ目を丸くする。

　そしてノインもまた、なぜかそのウェイトレスを見上げて愕がく然ぜんとしていた。

「奴隷わたしが……その、使用人を使って良いのでしょうか」

　内装と同様、ウェイトレスの制服は古風なメイドの衣装である。

　そういえばレストランの店員がメイドの格好をするのは十九世紀のイギリスが発はつ祥しようで、使用人を雇やとえない中・下層階級の人々にもちょっとしたブルジョワ気分を味わってもらうためだという説があったはずだ。

　階級社会では「人を使う・使われる」という形で身分の差が現れる。権力者が奴隷、あるいは使用人を侍はべらせて権力を誇こ示じするのは、何も〈イズラ〉に限った話ではない。

「君もこの店の客なんですから、堂々としていればいいでしょう」

「はい……」

　メニュー表を渡すと、ノインは開こうともせず首を傾かしげた。

「そのリストから食べたいものを選んでください。どんな料理なのかは説明しますから」

「し、承知いたしました」

　この一ヶ月、折に触ふれてノインに「自由に」と言い続けてきた。

　いったいノインがどんな品を選ぶか、ちょっと興味がある京介である。

　メニュー表はごく普ふ通つうの喫茶店のものだった。アッサムやらダージリンやら紅茶の品目がいくつも並び（これはさすがに京介が選んでやることにする）、同様にコーヒー、次のページからはケーキやサンドイッチといった軽食だ。

　メニューの日本語が読めなくとも横に写真がついているので、まったくイメージがわかないということもないはずだったが、

「ご主人様、これはどのような味がするのでしょう？」

「……甘あまい味がします」

　そういえば菓か子しと言えば煎せん餅べいしか食べさせていなかったと京介は反省した。

　食レポにまったく向かない京介に代わって、レイがイヤホン越しに「ケーキとは何か」の講義を始めたようだ。京介にも何か言ってきているようだが、スマホの新着メッセージを確認する勇気はなかった。

「ご主人様。……お許しいただけるのであれば、わたしは、これを」

　やがてノインが指差したのは、メニュー表に載のったショートケーキの写真だった。

　別に許すも何もないのだが、それにしても定番の品を選んだものだ。

「その、……苺いちごが乗っているケーキが良いなと」

「苺が好きなんですか？」

「いいえ、わたしの髪と同じだと思いまして」

　ノインの珍しいピンクがかった金髪は、ストロベリーブロンドと呼ばれる色味である。

「……よろしいでしょうか？」

「よろしいも何も、俺が『選べ』と言ったんですからそのまま注文しますとも」

　肩をすくめると、ノインはほっとした顔をした。

「…………」

　一仕事終えたノインは、じっと向かいの席から京介を見上げている。

「……何か？」

「ご主人様は、どのケーキをお選びになるだろうと思いまして」

　想定外の一言に、今度は京介が言葉に詰つまる番だった。

（前にも、食べるものを知りたがってましたねそういえば！）

　何せノインに「好きに選べ」と偉えらそうに言ったばかりである。「じゃあ自分も同じものを」などと言って適当にやり過ごすわけにもいかない。

　内心で頭を抱かかえつつ、貧しい食事の記憶から何とか役立ちそうなものを引っ張り出す。

「では、俺はこれを」

　注文したところで京介はぐったり椅い子すに背を預けた。

　学校に慣れないノインを案内するよりもクラスの男どもから謎なぞの視線を浴びるよりも、これがいちばん疲れた気がするのはなぜだろう。

　客が少ないためか、注文したケーキと飲み物はそう経たずに運ばれてくる。

　丁てい寧ねいに手を合わせてからノインはおそるおそるフォークで一口目を口にした。

「あ、甘いです!?」

　よほど驚おどろいたようで、京介の目の前であたふたしている。

　こちらでは砂糖も蜂はち蜜みつも安価だが、〈イズラ〉では貴重品の類たぐいだろう。なにせ京介が食べさせなかったので、ノインは日本の甘い菓子は今日が初体験なのだ。

「……この赤い果物が、苺なのですね」

　そしてケーキの上に乗っていた苺をフォークに刺さして、まじまじと見つめる。

　それこそ種の一粒つぶ一粒まで凝ぎよう視ししてから、ノインは意を決した顔でそれを口に運んだ。

「!?」

「どうです？」

「……酸すっぱいです」

　ノインは目を白黒させている。

　きちんとした喫茶店のケーキだし実際はさほど酸っぱくはないと思うが、「〈第二世界〉のケーキは甘い」と信じ込んだノインにはかなりの衝しよう撃げきだったようだ。

　ノインは夢中でケーキを切り分けては口に運びながら、

「甘かったり酸っぱかったり、ふわふわしていますし、忙いそがしいお菓子です……」

「言われてみればそうですね。特にケーキはいろんな材料を取り混ぜたものが多いですし」

　あっという間に食べ終わってしまうかと思ったが、半分ほどで人ひと心ごこ地ちついたようだ。

「苺がこんなに美お味いしい果物で、良かったです」

　ほうっとノインが言うのに京介は首を傾げた。

　まあ美う味まいに越したことはないだろうが、

「ご主人様が、わたしの……ストロベリーブロンドの髪かみを、褒ほめてくださいましたから」

「？　ええ」

「こんな素す敵てきなものに例えてくださったのが、嬉しいです」

　そしてノインはふんわりと微ほほ笑えんだ。

　ストロベリーのふわふわした髪、ほんのり上気した頰ほお、そして笑えみを結ぶ薔ば薇ら色いろの唇。

　それは京介をして思わず言葉を失ってしまうほどに可愛かわいらしく、

「……どういたしまして」

　少し経って、ようやくかすれた声が出たくらいだった。

　ノインに礼を言われたことは何度もある。というより彼女は京介が何かするたび、褒め称たたえるか礼を言うか土下座するかのいずれかだ。最後はだいぶ減ってきたが、まだ数日に一度はやりかけている。

　けれど今の言葉は、そんな〝奴ど隷れい〟のものとはきっと違ったはずだ。

（ああ、これは俺おれは、……嬉しいのか）

　じわじわと胸の奥おくから温かくなるような気分は、ついぞ感じたことのないものだった。

　ふと気づくと、ノインが京介の手元をじっと見つめている。

「何か？」

「その……まるで土みたいな色をしているので、不思議で」

　京介が注文したのは茶一色のシンプルなチョコレートケーキだ。

　京介からすれば「だってチョコレートですし」なのだが、そういえばこれもノインに食べさせていなかった。確かに自分の食生活は偏かたよっていたようだとまたも反省する。

「まあ、そちらのショートケーキよりは苦いと思いますよ」

「苦い、ですか」

　とたん、ノインの目がまるきり毒どく杯はいを見つめるかのようになった。

「ご主人様は……なぜ、そんな恐ろしいケーキを……？」

「いや、これも普通のケーキですから」

　とんだ勘かん違ちがいだが、これは完全に京介の言葉不足である。

　ため息をついてから、京介はぼそぼそと理由を口にした。

「親おや父じは俺に似て味音おん痴ちでしてね。母親が家を出て行った後、なぜかチョコの菓子ばかり買ってきたんですよ。だから食べ慣れているものを選んだというだけです」

　父の死後にあまり自分で買う気にはなれず、普ふ段だんは煎餅とコーヒーばかりである。

　ただ、今日は何となく懐なつかしくなったのだ。

「一口食べてみますか？　……いや、別に怖くはないですよ」

「よろしいのですか!?」

　怯えられるかと思ったが、予想以上の食い付きに京介のほうが驚いたくらいだった。

（奴隷ノインからこちらの皿には手を伸のばしづらいでしょうし）

　余計な気を遣つかわせることもあるまいと、京介はフォークで一口ぶんを切り分けてからノインの口元に向けて差し出す。

「どうぞ」

「!?!?」

　だが次の瞬間、ノインは目を見開いたまま固まってしまった。

「……どうしました？」

「ええと……その、ご主人様のお手から直接いただくなんて、そんな」

　ノインは頰から耳みみ朶たぶまでケーキの苺よりも赤くして、ぶんぶんと首を振ふっている。

（奴隷だからというわけでもなさそうですけど……）

「……………………あ」

　遅まきながら、京介も呻いた。

　自分が今やろうとしているのはまさしく、ノインに「あーん」と食べさせる構図である。

　気を遣ったつもりが、これは子供……あるいは恋こい人びとを相手に恥はずかしげもなくやるようなやつだ。預かっている（いちおう自分が買ったことになっているが）娘むすめさん相手に、雇こ用よう問題（？）とは別の次元でまずい。
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「……失礼しました」

　背を丸めてため息をついてから、謝罪の意味も込めて、京介はノインの皿にチョコレートケーキを多めに移してやった。

「いえ、ご主人様のお手を煩わずらわせるのが申し訳なくて、嫌いやというわけでは、ええと」

　なおも頰を染めていたノインだが、皿を見て目を丸くする。

「こんなにいただいてよろしいのですか？」

「ええ」

「ですが、それではご主人様のお皿だけ減って……」

　京介は別に食べなくても構わないのだが、ノインはやはり気になるようだ。

「では、君のも少しいただきましょう」

　そして、京介はノインの皿からショートケーキの端はしを削けずって口に運んだ。

　想像通り、プレーンなショートケーキの味だった。苺はスポンジの間に挟はさまれた小しよう片へんが少しだけだが、きめ細かいスポンジとほどよい甘さのクリームが美味い。

「…………」

「何か？」

　もぐもぐケーキを咀そ嚼しやくする京介を上うわ目め遣づかいに見つめて、ノインはまた頰を染めていた。

　そういえば京介はまだチョコレートケーキに手をつけていなかったが、ノインのショートケーキは食べかけだったのだ。別に彼かの女じよが口をつけた箇か所しよを削り取ったわけではないけれど、間接的に接せつ触しよくをしたような、そうでもないような。

（食事なんて、いつも家で一緒にしているはずなんですけど）

　そのはずだが、妙みようにむずがゆいような、泣きたいような気分なのはなぜだろうか。

「…………」

　結局、見知らぬ感情ごと京介はケーキをコーヒーで一気に流し込んだ。

　その向かいのノインは対たい照しよう的てきに、慎しん重ちような仕草でチョコレートケーキを口に運んでいる。

「！」

　若草色の目がふたたび大きく見開かれた。

「苦く……はない、です」

「まあ、菓子ですしね」

　苦いのは、あくまでショートケーキに比べればという話である。

　ノインはチョコレートを舌の上で転がすように味わっている。ショートケーキは嬉しそうにぱくぱく食べていたのだが、今度はソムリエのような真しん剣けんな顔つきだ。

「これが、……ご主人様の、特別な味なのですね」

「日本では珍めずらしくもないものですがね。……味はいかがです？」

「苺とは違いますけど、でもこちらもしっとりとして、甘くて美味しいです」

「そうですね。……チョコレートも悪くはないと、俺も久々に思いました」

　久々に食べてみたが、やはり甘い菓子は好きではない。

　ただ、家族の話をこんな風に他人にしたのは初めてで……不思議と、それはあまり嫌な気分ではなかった。

　京介は数口でケーキを食べ終えてしまい、あとはコーヒーを飲んでいた。ノインは皿に残ったクリームをどうにか綺き麗れいに食べようと悪あく戦せん苦く闘とうしていたが、きりがないので適当なところでやめさせる。

「ごちそうさまでした」

　会計をすませて外に出ると、思ったよりも長居していたようで空はもう暗かった。

「今日は疲れたでしょう、学校も、それに駅前まで来たのも初めてですし」

「そんな、滅めつ相そうもありません」

　ノインは慌てて否定したが、ふるふると首を振る仕草はいつもより緩かん慢まんだった。

　早めに帰って休ませたほうが良さそうだ。彼女ほどの観察力は京介にはないが、言葉よりも動きを追いかけるほうがノインの本音はわかりやすい。

　駅へと歩き出したところで、ふとノインがさきほど出てきた喫茶店を振り返った。

「あの店が気に入りましたか？」

「はい。……苺も、チョコレートも、とても美味しかったです」

「では、また学校帰りにでも来ますか。今度は別のケーキを食べても良いでしょうし」

　何となく発した言葉の意味を、京介はこのときは深く考えなかった。

　――また今度。







３ヶ月目　魔王と奴隸娘と家族について







▼二つの世界が重なるとき




　ノインが高校に通うようになって、さらに一ヶ月あまりが過ぎた。

　クラスメートは当初は騒ざわついていたものの、制服が夏服に切きり替かわったあたりから落ち着いて、最近は男子の一部が血けつ涙るいを流しているくらいだ。

　ただし京きよう介すけのクラス内での呼び名はいまだに〝ご主人様〟のままである。

「千ち草くさ様は今日も部活ですか」

「そうなんだよ、一緒に帰れなくてごめんね。……あ、京介、夜にお父さんが電話するか行くかするから、地下室に籠こもりきりにならないように」

「ああ……、わかりました」

　千草は事務連れん絡らくはすんだとばかりにぱたぱたと体育館へと駆かけていった。

　京介とノインは二人とも帰宅部なので、彼女を見送ってからそのまま帰路につく。

「ご主人様、今こ宵よいはお仕事があるのですか？」

「夜と言いますか……昨日からまた〈イズラ〉の魔ま術じゆつ師しがこちらに来ているんです」

　バス停から自宅までの道すがら、ノインは京介の横を歩きつつ尋たずねてきた。

「〈転移〉については前に話しましたよね」

「……はい」

　ノインを見下ろすと、その表情ははっきり強こわ張ばっていた。

　両世界の星せい辰しんの都合上、接触できるのは三ヶ月に一度、一度に〈転移〉させられるのはごく少量。この面めん倒どう臭くささでよく千年近くも交流が続いたものだと思うくらいだ。

　前回、エルヴァがノインを献けん上じようしに訪おとずれたのがちょうど三ヶ月前。

　また〈イズラ〉から使者がやってくる時期というわけだ。

「では、ご主人様もまた魔術師や商人にお会いになるのですか？」

「あくまでお飾かざりとしてですけどね」

〝魔王〟の肩かた書がきこそあれ、まだ高校生の京介は外交や交易の実務には関かかわっていない。直接ノインを買ったのはあくまで例外だ。

「……ご主人様？」

　あれこれ考えるうち、よほど額にきつく皺しわが寄っていたようだ。

　こちらを見上げるノインの目は明らかに怯えていた。

「何かあったのですか……？」

「使者との会談は定例ですし、俺もあちらに聞きたいことがあるので、出るのは構わないんです。……ただ、そこに君も連れて来てくれという話でして」

　八や頭ずや官庁の人間であれば、用があれば電話なりメールなりで連絡してくる。

　となればノインに用があるのは〈イズラ〉の使者だろうが、彼かれらが奴隷ノインに礼を尽くすはずがない。良くて質問攻め、悪ければ「〈第二世界〉の影えい響きようを調べる」などと言ってモルモット扱いしかねない気がする。

「もちろん断ることはできます。というより昨日そう返したんですが、しつこくて」

　いつの間にか早足になっていたようで、ノインが慌てて小走りに追いかけてくる。

　足を止めると、ノインはじっと京介を見上げてきた。

「わたしもお供いたします、ご主人様」

「留守番をお勧すすめしますよ。およそ愉ゆ快かいなことにはならないと思いますから」

「ですが、ご主人様の後ろに控ひかえるのが奴隷わたしの役目です」

　ノインの言葉は、〈イズラ〉の奴隷としては至し極ごくまっとうなものなのだろう。

　ただ、今まで京介がそういう使い方をしなかっただけで。

（やっとノインが日本に慣れてきたのに、何てことをしてくれるんですか）

　とは言え、これは予測できた事態だった。

　思ったより早かったことを恨うらむべきだろうか。




▼異世界外交




　魔術師たちが〝大使館〟と呼ぶ建物がある。

〈イズラ〉なる異世界との接触は政府の監かん視しのもと行われているとは言え非公開の事業だ。監かん督とく部署は別業務も兼けん任にんしている、というよりそちらが本業だし、オフィスも普通のビルの一角である。

　大使館というのは半分は真実、もう半分はただの皮肉だ。

　そんなわけで、とある初夏の日曜日に魔王と異世界の使者との会談が行われたのも、ありふれた会議室だった。

「お初にお目にかかります。陛下」

　スチールの会議机と消音カーペットの部屋で、いかにも貴族といった男が深々と頭を下げるのを、京介は何とも言えない気分で見つめた。

　会議室に現れたイズラ人の男は、京介は初めて見る顔だった。

　年ねん齢れいは八や頭ずより少し下、三十歳さい前後というところか。毛織物に細かな刺し繍しゆうを施ほどこした上衣も剣けんを吊つる金具のついたベルトも、京介から見ても値の張りそうな豪ごう奢しやな衣装だ。

「いいえ、遠いところをようこそ」

　なお京介はいつも通りの高校の制服である。

　京介にとってはこれが正装なのだが、白無地のシャツと黒のスラックスを見てイズラ人の男ははたしてどう思ったやら。

「キンセ伯はく、ソーン家のヨドルと申します。どうぞお見知りおきくださいませ、陛下」

「祁け答どう院いん京介です。父の名前ならご存じですかね」

　日本式の儀ぎ礼れいで握あく手しゆしつつも、京介は内心で目を剥むいた。

（伯と名乗るならば、貴族ですか）

　イズラ人から見て〈第二世界〉とは地じ獄ごくと同義である。過去の記録を見ても、魔術師や商人はともかく、身分の高い人間が訪れたことはほとんどないはずだ。

　日本語はできないようだが、大使館内であれば魔ま力りよくが循じゆん環かんしているので〈翻ほん訳やく〉が使える。京介はイズラ共通語も使えるが、お互たがい母国語で会話するほうが気は楽だ。

「それで、俺に話というのは何です？」

　スチール椅子に腰こしを下ろすなり京介は切り出した。

　この会議室にいるのは京介に客人のヨドル、そして八頭の三名だけだ。

　ノインはいない。この大使館までは一いつ緒しよに来たのだが、八頭の上司に「あまり部外者に聞かせる話じゃないから」と言われて、今は別室で待機させている。

「京介君、前にノインちゃんの経歴について問い合わせて来たでしょ？」

「何かわかったんですか？」

　尋ねたところで唐とう突とつにヨドルが椅子から立ち上がった。

　そして、やおら薄うすいカーペットに膝ひざをつく。

「まずは、私どもの不ふ手て際ぎわを深くお詫わび申し上げるものであります。陛下」

「……は？」

　これには京介も目を点にするしかなかった。

　無む味み乾かん燥そうな会議室とあって、まるきりドラマか謝罪会見でも見ているかのような気分だ。土下座しているのが中世ヨーロッパ風の男となればシュールさも倍増である。

（ノインといい、なんでイズラ人はすぐ土下座したがるんですかね？）

　いや、違ちがう。ノインの謝罪癖はあくまで彼女が奴隷だからだ。貴族が頭を下げるのとはまるで意味合いが異なる。

「不手際、ですか」

　ともかく土下座のままでは話が進まないので、顔を上げさせて椅子に戻もどってもらう。その流れまでまるきりドラマのようだった。

　京介が促うながすと、ヨドルは言葉を選びつつ口を開く。

「半年ほど前――我わが主君はみずから軍を率いて、魔術師の城を攻せめ滅ほろぼしました」

「……はあ」

　いきなり壮そう大だいな話が始まって、八や頭ずがぽかんと口を開けた。

（〈イズラあちら〉は、剣と魔ま法ほうの戦争が日にち常じよう茶さ飯はん事じだとは聞いてますけど……）

　京介も似たようなものだ。ヨドルがまるきり世間話のような表情と態度で話しているのが、二つの世界の常識の差を何よりも物語っていた。

　最初からクライマックスだが、しかし攻こう城じよう戦はこの会議の本題ではない。

「古の大帝の法コモン・ローに拠よって、その魔術師の資産……領地や債さい権けん、城に蓄たくわえていた財産もすべて我が主君のものとなります。残党どもを掃そう討とうした後、すぐに私どもは倉庫を開けて目録の確認に取りかかりました」

　どうやら話はすぐにファンタジーから世せ知ち辛がらい現実に戻ってきたようだ。

「魔術師は財貨のほかに奴隷も大勢所有していたようでした。……ですがこちらの手の者が討うち取とると同時に、奴隷どもの首輪も壊こわれたもので」

〈契けい約やく〉が解除されるのは主人みずから外した場合、あるいは主人が死亡した場合だ。

　慣習法でヨドルの主君が新たな主人となるとは言え、首輪を付け直すまでの間、奴隷たちは〈契約〉に縛しばられない状態となる。

「……その隙すきに、奴隷たちが逃にげ出だしたと？」

「そうした奴隷もおりましたし、不心得者がこちらの目を盗ぬすんで売った例もありました」

　ヨドルはどこか疲つかれたような笑みを浮うかべた。

「むろん主君の財産を盗み出すような輩やからはすぐさま処しよ罰ばついたしましたし、逃げ出した奴隷もほぼ回収しました。――ですが……」

　ここまで話を聞けば、京介にもヨドルの言わんとすることはわかる。

「つまり……ノインも、落城時に行ゆく方え不明になった一人ということですね」

　彼女の性格からして、逃げ出したのではなく攫さらわれて売られたのだろうが。

　そして改めて首輪を付けられ、〈第二世界〉の魔王のもとにやってきたというわけだ。

「…………」

（きっと、あちらでは珍しい話ではないんでしょう。……でも）

　痩せぎすな身体を思い出して京介は机の下で拳こぶしを握にぎった。

　京介の怒いかりに気づいているのかいないのか、ヨドルはふと付け加える。

「恐おそれながら、あの奴隷が陛下に献上されたのもそのためかと思われます」

「……というと？」

「陛下の奴隷は変わった髪色の娘だと伺うかがっています。珍しい見目の奴隷は目立ちますから、そこから罪が露ろ見けんしかねません」

〈イズラ〉と〈第二世界〉は三ヶか月げつに一度、ごく小規模な交易をするだけの関係である。エルヴァはおそらくノインの出所を承知していて、バレないようにはるか彼方かなたの〈第二世界〉に売りつけたわけだ。

「どうりで、こちらに奴隷が持ち込まれるなんて珍しいと思いましたがね……」

　呟つぶやいてから、京介は静かに息を吸った。

「なるほど、ノインの経歴はわかりました」

　だが本題はここからだ。

　説明のためだけにわざわざ貴族が派は遣けんされるわけがない。ヨドルが京介に面会を求めてきたのは、〈第二世界〉の魔王との交渉のためだ。

「この一件は我々の不手際……配下に不心得者がいるとも気づかず、あまつさえ陛下のお手を煩わせた、私どもに咎とががあります」

　深々と一礼してから、ヨドルは切り出した。

「我が主君ディオもまた、此こ度たびの失態を心よりお詫びしたいと申しております」

　ディオとは当代の〈イズラ〉魔王たる魔術師だ。

　外交儀礼上、〈第二世界〉の魔王である京介はこのディオの同格カウンターパートとなる。

「最高級の奴隷でも貴重な魔導書でも何なりとお申し付けくださいませ。補ほ償しようはいかなる形でも行わせていただくと、我が主君より申しつけられております」

　たいそうな大おお盤ばん振ぶる舞まいだが、むろん、これには条件がつく。

（正規の持ち主にノインを返へん還かんするなら――ですか）

　京介は盗とう品ひんと知らされずにノインを買ったのだから、必ずしも返す義務はない。

　ヨドルたちもそれを承知しているからこそ、ノインと同程度……いや、それ以上の品との交こう換かんを持ちかけてきているのだ。

「俺はエルヴァ殿どのにノインの代金を支し払はらいましたよ。彼から回収できないんですか？」

「むろんあの商人も処罰しました、……が」

　そこで初めてヨドルは言いい淀よどんだ。

　金を回収してなお現物を取り戻したがるとなると、考えられるのは、京介が支払った金額ではとうていノインの資産価値に足らない場合。

（あるいは――換かえの利かない貴重な品である場合、ですか）

　そもそも、たかが（こう言うのは業ごう腹はらだが）奴隷一人なのだ。

　決して安い商品ではないにしろ、文字通り世界の頂点に立つ〈イズラ〉魔王にとっては端はした金がねのようなものだろう。わざわざ貴族を送り込んで、別世界の魔王と交渉してまで回収しなければいけないものではない。

（思った以上に厄やつ介かいなものなんですね、あれは）

　小さく息を吐いてから、今度は京介から切り込む。

「確かに、ノインはただ水みず汲くみをさせるだけの奴隷でもありませんしね」

「そうなの？」

　首を傾げたのは八や頭ずだ。ヨドルは無言だったが、その表情がかすかに変わった。

「首の傷きず痕あとでしょう？　正確には、ノインが抱えている魔力と言うべきでしょうけど」

「……ご存ぞんじでしたか」

「一度、発動しかけましたからね」

　以前の脱だつ衣い所での事故は、魔道具と化した櫛くしに引きずられて傷痕から魔力が溢あふれ出したせいだ。それがもともと屋や敷しきを循環していた魔力とぶつかって渦うずとなり、レイのホログラムをはじめ他の魔ま術じゆつにまで影響を出した。

「ええと……ノインちゃんの身体の中に魔力があると、どうなるの？」

「機能的には〈妨害ジヤミング〉でしょうか。つまり、魔術の停電を引き起こせるんです」

「それは何というか、凄すごそうだねぇ」

　既すでに稼か働どうしている魔術を止めるには、複雑な編み物を解くような時間と手間がかかる。

　ならば魔力の循環を乱してまとめて引き千切ってしまえというわけだ。

（あんな仕掛けは俺も初めて見ましたが）

　そしてノインを高値で回収しようとしているところからして、魔術の本場たる〈イズラ〉でも簡単なことではないのだろう。

「ですが、ノインのような奴隷になぜ魔力の塊かたまりなど仕し込こんだのでしょうね？」

「おそらく幼い娘のほうが警けい戒かいされづらいと考えたのでしょう」

「……トロイの木馬ならぬ、奴隷の娘ですか」

　薄うす々うす予想はできていたが、京介は呻うめいた。

〈イズラ〉は生活に深く魔術が根付いている世界だという。

　そして戦国時代よろしく、剣と魔法で領土の取り合いの真っ最中でもある。

　魔力の循環が乱れれば、灯火、氷室に竃かまど、飲料水の確保といったインフラがストップして大混乱となるはずだ。奴隷を敵陣じん営えいに入り込ませ、魔術を丸ごとダウンさせた隙に急きゆう襲しゆうを仕掛けるという策は、日本人でも簡単に思いつく。

（もっとも細工だけして、使うより先にご自分が滅ぼされたようですけどね）

「ノイン当人には、罠わなである自覚はなかったようですが」

「恐れながら、陛下。物言わぬ木馬ならまだしも、奴隷にあらかじめ伝えていては怯おびえるなり裏切るなりして使い物になりません」

　さも当然とばかりに、肩かたまですくめてヨドルは言い切ったのだった。

（なるほど、奴隷とはこういうものですか……）

　ヨドルやディオはきっと〝〈第二世界〉の魔王〟には敬意を払はらっているのだろう。

　けれども、それが奴隷に向けられることはない。

　ノインが「役立たず」と見なされるのを恐れていたが、その意味がよくわかる。奴隷は首輪をかけて金銭で取引することができ、時として盗みの対象となり、使い捨てにしても構わない存在なのだ。

　その文化を野や蛮ばんと嗤わらうことはできない。地球にだってそうした時代はあったのだから。

（……でもね）

　ヨドルが――というよりディオが、所有物を返せと言うのも筋が通っている。

　本来であれば、快く応じてやるのが〈第二世界〉の魔王の態度だろう。

「彼女は――」

　言いかけたところで、京介は不意打ちを食くらった顔で続く言葉を飲み込んだ。

「陛下、――」

　ヨドルの言葉がいきなり日本語からイズラ共通語に切り替わる。両方使える京介はともかく、日本語のできないヨドルはさすがに混乱しきった顔をしていた。

「〈翻訳〉が……」

「いきなり効かなくなったよね!?　何が……」

　喉のどに小骨が詰まったような仕草をしていた八や頭ずだが、はっとした顔で黙だまり込む。

　何せ、今しがたその話をしたばかりだ。――ノインの首に仕掛けられた〝罠〟。

「って京介君、なんか落ち着いてない？」

「心当たりはありますので」

「あるの!?」

　突とつ然ぜんの魔術の不調となれば、ノインの傷痕からまた魔力が溢れたに決まっている。

　しかし原因ははっきりしているとはいえ、静観していられる状じよう況きようでもない。

　会議室の扉とびらの向こうから、どん、と鈍にぶい音と空気が震ふるえる気配が伝わってくる。

「何、何なの!?」

　職場が現在進行形で破は壊かいされているらしい物音に、八や頭ずの声が悲鳴の形に裏返る。

「さきほどの音、上の階から聞こえたようではありましたが……」

「この部屋の上となると転送室ですね。……ああ、〈転移〉する部屋のことです」

　だがもっと悲ひ惨さんなのはヨドルで、とうとう顔色を失っていた。

　それはそうだろう。〈イズラ〉と〈第二世界〉を繋つなぐ〈転移〉の魔ま法ほう陣じんが壊れたら、母国に二度と帰れなくなってしまうのだ。

　三人は急ぎ会議室を飛び出して上階へと駆け出す。

「キンセ伯。ノインについて、他の誰だれに話しましたか？」

「陛下にお目通りする前に、昨日、こちらの官かん吏りに概がい要ようは説明しました。確か〝大使館〟の長と名乗っていたはずです」

「課長かああああ！」

　階段を数段飛ばしで駆け上あがりつつ、八頭が頭を抱えた。

「あの人基本弱よわ腰ごしだし、だいたいノインちゃん来たときから気味悪がってたからなあ……実は盗品だったなんて聞いたら、そりゃ速そつ攻こうで返そうとするよなあああ！　今なら補ほ償しよう金きんまで付いてくるし……げほっ」

　走りながら喚わめいたせいでたちまち肺活量に限界が来たようだ。

「ごほっ……それにしても、いきなり転送室に突っ込むかなあ？」

「強ごう引いんにでも〈イズラ〉に送り返してしまえば、こちらからは手の出しようがないからではないですか」

　京介は吐き捨すてるように呟く。

　自分が反対すると予想して、先に手を回してさっさと返還しようとしたのだろう。

「ですが、あの奴隷は陛下のものでしょう。あの官吏が陛下のご意向を無視しようとしたとしても、何ができるわけでもありますまいに」

　本来ならば――ここが〈イズラ〉であればその通りだ。

　たとえノインが誘ゆう導どうされたところで、京介がすぐさま「戻れ」と一言命じれば、それで終わる話だった。

「……〈契約〉は、俺が真っ先に壊してしまいましたからね」

　呟きは苦かった。

　むろん京介はノインの意思を尊重するつもりで首輪を外したのだが、いざというときに彼女を庇ひ護ごするものを奪うばってしまったとも言える。

　たとえば今のように、何者かが意に反してノインに近づいたときに。




　　　▽黄よも泉つ比ひ良ら坂さか




「わたしが、……あのお城から盗まれただなんて」

　ノインは呆ぼう然ぜんと、今聞かされたばかりの言葉を口の中で繰くり返かえす。

　京介の仕事が終わるまで空き部屋で待機していたところにこの〝大使館〟の課長がやってきて、自分の取り扱あつかいについての話を聞かされたのだった。

〈イズラ〉での記き憶おくは、実は曖あい昧まいだ。

　いつ首筋に傷がついたのかも覚えていないし、炎えん上じようする城を見たような気はするけれども、恐ろしげな男に連れ出されたときは「売りに出されたのだ」と思っていた。あれが火事場泥どろ棒ぼうだったとは。

「……ご主人様は、何と？」

「うん、京介君ね。〈イズラ〉の伯はく爵しやくがこの説明をしたらしいんだけど」

　ぼそぼそ呟く中年男は、三ヶ月前、〈第二世界〉に転移してきたときにも会った人物だ。

　魔術師と官吏を束ねる要職にあるということだが、〈イズラ〉からの来訪者を胡う散さん臭くさがっているのは明らかだった。

　なおノインもスマホは持って来ているが、大使館に入るときに〈翻訳〉をかけられたので、今はイヤホンを外している。

「盗まれたものはきちんと本来の持ち主に返すのが筋だろう、ってさ」

　普ふ通つうであればノインももう少し冷静に、祁け答どう院いん邸のレイに意見を求めるなりしただろう。

　だが課長の説明には筋が通っていたことと、

（……わたしの中に、罠が入っているのだものね）

　既に一度、ノインは事故を起こしてしまっていた。

　脱衣所での騒さわぎでレイを始めとして屋敷の魔術がいくつも使えなくなってしまい、京介は復旧させるのにかなりの手間を食っていた。あれは自分に仕掛けられていた、主人に仇あだなすための罠だったのだ。

　京介はノインを責めることはなかったけれども、そんな薄うす気き味み悪わるい奴隷など誰も手元に置きたくはないだろう。

「でも、ノインちゃんにとっては良かったんじゃない？」

　課長と呼ばれていた男は、言って妙に愛あい想そ良く笑った。

「これで、元いた世界に帰れることになったんだからさ。異世界で一人きりで奴隷してるより、故郷がいいに決まってるよねえ」

「…………」

　故郷が良い、と言われてもまるでピンとこない。

　確かに生まれ育った場所だけれども、もはや家族や親しかった村の人々はいないのに。

（次の持ち主だけね、向こうにいるのは）

　思わず皮肉めいた考えが浮かぶ。

　だがそれは表情に出さず、ノインはただ静かに頷うなずいた。

「ご主人様が、そう仰おつしやったのであれば」

　京介が「返へん却きやくする」と判断したならば、ノインはそれに従うまでだ。

（ご主人様の、……ご迷めい惑わくにはなりたくないもの）

　ずっと憧あこがれていた〝優やさしいご主人様〟だった。手ずから卵料理を作ってくれたことも、妖精レイとの会話も、千草や学校の同級生たちと過ごすのも、髪かみを褒ほめてくれたことも、頭を撫なでてくれる手の熱かったことも。

　その人が、故郷から遠く離はなれた〈第二世界〉の魔王様だったことだけが残念だ。

　ノインの言葉に課長は「ふんふん」となぜか何度も頷いて、

「そうか。うん、それじゃ、行こうか」

　課長はスマホを取り出してどこかに手短に連絡してから、おもむろに立ち上がった。

「……？」

「転送室。前にこっちに来たときにも見たでしょ」

「今からなのですか」

　さすがにこれにはノインも目を剥いた。

「うん。だって〈イズラ〉と繋がってるのは今日までだからね」

　二つの世界が触ふれ合あうのは三ヶ月のうちわずか数日、今日がその交渉期間の最終日だ。

「ご主人様に、最後にご挨あい拶さつを……」

「京介君はまだ話し合いの最中。それに君が近づくと、魔力だっけ？　がおかしくなって、京介君に迷惑をかける可能性があるんじゃない？　止めておいたほうがいいんじゃないかなって、僕ぼくは思うなあ」

「…………」

　これ以上はノインは何も言えなかった。

　俯うつむいたまま、課長に先導されてオフィスビルの廊ろう下かを歩いていく。

　官庁の担当部署は小規模で、大使館もごく普通のビルの一角だ。

　課長の後について廊下を歩くもすぐに行き当たりにぶつかってしまう。

　カード型の鍵かぎで重い扉を開けると、中には意外にも広大な空間が広がっていた。

（〈転移〉の魔法陣……）

　以前に京介が魔法陣の種類について解説してくれたことがあった。

　呪じゆ文もん詠えい唱しようが一次元、紙に書かれた図案が二次元。ならば床ゆかから壁かべ、天てん井じようまでびっしりと複雑な紋もん様ようが刻み込まれ、空中にも無数の光の描びよう線せんが走っているこの部屋は、丸ごと三次元型魔法陣と呼べるだろう。

　光はゆっくりと赤く明めい滅めつしており、今も稼働中であることがわかる。

（ご主人様に教えてもらわなければ、そんなことも知らなかったけど）

　この光景を見るのも三ヶ月ぶりだ。

〈イズラ〉からの使者はまずこの転送室に飛ばされてきて、交渉が終われば魔法陣を通って帰き還かんする。ノインも〈第二世界〉に来たときはまずこの建物に出た。

　この部屋の中で短いトリガーワードを唱えれば、〈転移〉するよう設定されている。

「…………」

「そうだ」

　背を押おされて部屋に足を踏ふみ入いれたところで、不意に課長が尋ねてきた。

「〈イズラ〉に持って帰りたいものはある？　後で届けてもらう形になるけど」

　ここで「取りに戻る時間をやる」とならないところに、自分の立場を改めて痛感する。

　だがノインは頭を振ふった。

「ありません。どれもご主人様の財産ですから」

　祁け答どう院いん邸には衣服や高校の鞄かばんを置いたままだが、あれは京介に買ってもらったものだ。自分がいなくなれば売るなり捨てるなりするだろう。

（ご主人様の財産……、そうだ）

　そこでノインはポケットにスマホと柘植つげ櫛ぐしを入れたままなのを思い出した。

　京介に言われていつも持ち歩いていたのだ。電子機器はもとより櫛も高価なものだから、返さなくてはいけない。

　さらに首に巻いていた黒のチョーカーを外す。〈契約〉のかかった正式な首輪ではないが、京介から渡わたされたものを〈イズラ〉に持っていくのは筋が通らない気がした。

（……櫛）

　不意に以前、千草とこの櫛の話をしたことを思い出した。

『京介さあ、ノインちゃんにこれ渡すときに何か言ってた？　櫛を渡す意味とか』

『いいえ』

『まあ、あいつがそんなの興味あるわけがないか……』

　千草は苦く笑しようしてから、

『櫛ってね、日本だと魔ま除よけでもあるんだよ。ま、元々は、神様が地獄から命からがら逃げ出しながら櫛を投げたら、なぜかタケノコに変化して化け物を足止めしてくれたって神話なんだけど』

　確かに櫛の歯がタケノコに変化したと言われてもよくわからない絵面であった。

　ただ、〝地獄〟にもそんな神話があるのかと興味深かったのを覚えている。

「……これをご主人様にお返しいただけますか」

「うん、後で渡しておくよ」

　そして課長に柘植櫛を手て渡わたそうとした瞬しゆん間かん、光の描線にわずかに櫛が接せつ触しよくした。

（――え？）

　視界を一いつ瞬しゆんにして塗ぬり潰つぶす虹にじ色いろの光は、やはり以前に見たものだった。




▼〈第二世界〉の魔術について




　廊下の突つき当あたりで、元げん凶きようたる課長が腰を抜ぬかしてへたり込んでいるのが見えた。

「ちょっと課長、何があったんです!?」

　転送室はカードキーで管理されているが、今は重い鉄製の扉は開け放たれたままになっていた。これ幸いと問答無用で突とつ入にゆうする。

「〈転移〉の陣じんが……」

　倉庫を改装した部屋には、床から壁、天井までびっしり魔法陣が刻み込まれている。

　普ふ段だんは全体がゆっくり明滅しているのだが、今は不協和音さながらに天井が光ったと思えば一瞬で消え、かと思えば床の一部が描線を潰さんばかりの強きよう烈れつな光を発していた。

（どう見ても誤作動の真っ最中ですが）

　魔力の乱流で〈翻訳〉はダウンさせられたが、〈転移〉は複雑かつ大規模な魔術なので、停止には至らなかったようだ。

　そして、部屋の中心でノインが呆然とへたり込んでいた。

　夏物のブラウスはボタンがすべて弾はじけ飛とんで、下着までは破れていないようだが白い腹がちらちらと見えている。膝ひざ丈たけのスカートがめくれ上がって太ふと腿ももまで露あらわになっているのもそのままだ。

　首の傷痕から虹色の光の粒つぶが漏もれ出しており、足元には柘植櫛が落ちている。

（……やっぱり）

　ノインに魔力が潜ひそんでいることと、その用よう途とは想像できていた。

　脱衣所での事故の後にノインには椿つばき油あぶらを買って渡したが、柘植櫛には魔道具用のオイルをさらに染しみ込ませた上で、「外出時には常に持ち歩くように」と言っておいたのだ。

　ノインは非力だし魔術も使えないが、せめて乱流を意図的に引き起こせれば身を守れるかもと考えたからだが、

（魔除けの櫛の効果があったと、今は思いたいですね）

　狙ねらい通り、ノインが有う無むを言わさず返還されることは免まぬがれた。

　だが今、別の問題が発生している。

　部屋の中にはあの魔力の嵐あらしが吹ふき荒あれていて、容易に歩くこともできない強さだ。

「うわ!?」

　突とつ如じよとして、部屋の天井近くの空間が〈転移〉する。

　なぜわかるのかと言えば、椅い子すやスチール棚だな、ファイルといった、いかにもオフィスにありそうな品がいきなり天井に出現したからだ。それらは一瞬後に重力を思い出してけたたましい音を立てて床に落下した。

（座標を、ロストしている？）

〈転移〉とは二つの異なる場所を繋げて空間ごと入れ替える魔術だ。それが座標の値を狂くるわせた上、手て当あたり次し第だいに別のポイントとの入れ替えを実行している。

「…………」

　すぱっと真ん中から切断されたスチール棚を見て、京介ですら一瞬、背筋が寒くなった。

（魔力の循環を乱して、周囲の魔術を〈妨害ジヤミング〉する……）

　理り屈くつの上では簡単だが、改めて見るとその凶きよう悪あくさを思い知る。

（……もしかしたら）

　ふと思う。ノインは役立たずと捨てられるのを恐れていたが、これだけの効果を発揮するならば、次の主人とて彼かの女じよを無下には扱わないだろう。少なくとも水汲みの奴ど隷れいとして酷こく使しされることはないはずだ。

「わたしにも、……わからないんです、何も……ご主人様」

　うわ言のようにノインが呟いている。

　けれども人買いの手の中で転がされて、人生を翻ほん弄ろうされ続けることは変わらない。

（――それは、俺は認めない）

「話し合いは終わりました。帰りますよ」

　いつもとまったく同じ調子の声に、近くにいた八や頭ずとヨドル、震えていたノインすらも思わず唖あ然ぜんとした顔をした。

「あの、わたしを……盗まれたものを、返却なさるのではないのですか？」

「誰がそんなことを言いましたか」

　苛いら立だち混じりに見下ろすと、ノインがひゅっと喉の奥おくに悲鳴を呑のみ込んだ。

　まあ、いちいち問いただすまでもなく発言者などあの課長しかあり得ないのだが。

「で、ですが……」

「まだ何か？」

　ノインは怯えきった顔で周囲を……魔力の嵐と、天井からがらがらと降ってくる建材だの壊れた事務用品だのに目を彷徨さまよわせて、

「わたしなどがお側そばにいては、こんな……また、魔術を壊してしまうかも」

「君は馬ば鹿かですか。日本で魔術を〈妨害ジヤミング〉したところで、何の意味があるというんです」

　京介はきっぱりと言い切った。

〈イズラ〉のように生活に魔術が根付いていて、戦乱まっただ中であれば、ノインの戦略的な価値は大きい。手間をかけてでも回収したがるわけである。

　だが、ここは日本だ。

　竃の神様はいないし、魔術で水を確保する必要もない。電灯も冷蔵庫もＩＨコンロも掃そう除じ機きもすべて電気で動いていて、蛇じや口ぐちを捻ひねれば水が出てくる国だ。

　そんな世界で魔術をいくつかダウンさせたところで、さしたる意味はない。

「…………あ」

　あまりと言えばあまりの台詞せりふに、ノイン、八や頭ずとついでに廊下でへたり込んでいた課長までとうとう言葉を失ったようだった。

「……魔ま王おう陛下の仰りようとは思えませんね」

　後ろで話を聞いていたヨドルだけは思い切り顔を引きつらせていたが。

「それに、この程度、魔王俺が処理できないわけがないでしょう」

　京介は肩をすくめて、ポケットの中のボタンを押し込む。

「――レイ」

『うわああああん、やっと通じたよおおおお！　マスターはコールしても全然出てくれないしノインちゃんはイヤホンしてないしスマホ返しちゃうし!!』

　とたん、ポケット越ごしでもわかる泣き声が大音量で響ひびいた。

　さすがに会議室でスマホを見るわけにはいかなかったし、ノインも大使館ではイヤホンを外していた。マイクでこちらの会話を拾ってはいたようだが、まるで口出しできない状況はさぞや歯がゆかっただろう。

　いつもと変わらぬレイの声に、ノインの表情が少し緩ゆるむのが見えた。

　だが依然として魔力は荒れており、魔術を発動させられるかすら怪あやしい。

（まあ、やってみるしかないんですけど）

「〈破壊〉」

　次の瞬間、ノインが小さく悲鳴を上げた。

　室内の魔力を拡散させただけだが、彼女の体内に保持されていた魔力にまで影えい響きようが及およんでしまったようだ。

　同時に、床や壁から魔法陣の描線がすうっと消えていく。

「〈転移〉が!?」

「こうなれば一度、再起動したほうが早いですよ。……ああ、〈第二世界こちら〉の座標を固定するマーカーは別の場所にありますから、〈イズラあちら〉がこちらを見失うことはありませんからご安心を」

　京介が補足すると、ヨドルが脱だつ力りよくしたように息を吐いた。

（ただ魔力を平ならすだけなら、そう難しいことではないんですがね）

　魔力の乱流が収まり、ごうごうという音も消える。

　だが問題はここからだ。

　京介は部屋の中央で倒たおれているノインに歩み寄り、片かた腕うででひょいと彼女を抱かかえ上げる。

「え、あ……!?」

「帰る前に、後片付けはしておいたほうが良いでしょうから」

「あの、……わたし、重く……ないでしょうか」

「君の体重なんて、俺の半分以下でしょうに」

『そこ、女の子に体重の話なんかしない！　まったく失礼しちゃうよね、ノインちゃん！』

「すみません、八や頭ずさんとキンセ伯はくも部屋の外に出てもらえますか」

　スマホから流れる苦情をしれっと無視して、京介は八頭たちにも指示を出す。

　部屋の入り口で京介は改めて大部屋を眺ながめた。

「さて」

　がらんとしていた部屋には今や壊れた机に椅子、スチール棚にファイル、空間ごと切り取られてきた壁やそこに埋うめ込まれた配線、鉄骨に至るまで、積み上がって凄すさまじいことになっている。せめてもの幸いは日曜日なのでビルに人が少なく、〈転移〉の誤作動に人間が巻き込まれなかったことか。

　片付けて復旧させるにしても、これではかなりの時間がかかるだろう。

「ホログラムの構造式だけ音声を。他の部分は俺がやります」

『了りよう解かい！』

「これは……呪じゆ文もんですか？」

　スピーカーから高速で流れる、声ともつかない音にヨドルが眉まゆをひそめた。

　本来であれば呪文詠唱――一次元の魔術構造式は単純すぎて複雑な魔術には使えない。それをＡＩの音声合成による和音と高速再生の力ちから業わざで情報量を確保、口頭での詠唱も加えて、やがて魔術が完成する。

「虹にじの、魔法陣……」

　陶とう然ぜんとした声はノインのものだ。

　見る角度に応じて色が変わる位相干渉記述ホログラムで描かれた魔法陣は、情報量はただの三次元型などとは比ひ較かくにならず、複雑かつ大規模な魔術を実行できる。ただし構築や運用にかかる手間も比較にならないので、京介とて普段は口頭で使おうとは思わないが。

「〈遡そ行こう〉」

　幻げん想そう的てきな虹色の魔法陣に比して、魔術は静かに発動した。

　数秒ほどは何も起こらなかった。だが、ごとりとひとりでに床に積み上がっていた机や椅子が浮き上がったとたん、固かた唾ずを呑んで見守っていた一同の顔色が変わる。

　真っ二つになった机は天井近くまで浮き上がり、唐とう突とつにふっと消えた。

　まるで、この部屋で起こった〈転移〉を逆再生したかのように。

「えっと……どうなったの、これ」

「他の部屋も確かく認にんしないといけませんが、壊れた机や椅子は元通りになっているはずです。とりあえず、ゴミの片付けと復旧だけはこの通り俺がやっておきましたので、今日のことは不問としていただけませんか」
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　ノインを抱だきかかえたまま、八や頭ずを振り向むいて京介は肩をすくめる。

「あ、直った？　いや水道管とか切れてたらえらいことになるなーと思ったんだよね！」

「そう言われると思ったので」

　呑のん気きに万ばん歳ざいしている八頭を、ヨドルが色々と言いたげな顔で眺めている。

「これは時間の巻まき戻もどし……ですか、陛下」

「このビルの〈転移〉に関かかわる部分だけですが。誤作動が起きた直後で助かりました、時間が経たっていたら、事象を仕分けするにも限度がありましたから」

　こともなげに説明すると、ヨドルの顔色は青を通とおり越こして真っ白になった。

〈イズラ〉の貴族ならば魔術の心得もあるはずだ。それだけに、京介がやったことがどれだけ出で鱈たら目めか身に染みてわかるのだろう。

　ガラクタがすべて消えた部屋を眺めて、心底複雑そうに呟く。

「……〈第二世界〉では魔術が使えたところで、たいした意味はない、ですか」

「ええ」

　頷いて京介は肩をすくめた。

「それと、あなたの主君に伝えてください。――俺は身内を金に換える気はないので、奴隷を返還はいたしません、と」

「……お言葉、しかと承うけたまわりました」

　ノインを回収しにやってきたヨドルには、それは任務失敗と同義のはずだ。

　だが、元の通りにがらんとした部屋――〈第二世界〉の魔王の技わざをふたたび見つめて、ヨドルは深々と頭を下げるほかなかった。

「さて、今度こそ帰りますか。……ノイン？」

　片腕で抱きかかえたままの彼女の肩を軽く叩たたくと、小さな声が漏れた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　もう片方の手でくしゃくしゃと髪をかき混ぜると、細く柔やわらかい髪は魔ま力りよくの嵐のせいで完全にもつれてしまっていた。これはきちんと風ふ呂ろに入れて、櫛で梳とかしてやらなければいけないだろう。

「ごしゅ、さ……」

　若草色の瞳ひとみから大おお粒つぶの涙なみだがこぼれたが、それは京介からは見えなかった。

「……と」

　小さな身体からくたっと力が抜けたのに気づいて慌あわててノインを抱え直す。

　規則正しい呼吸と少し熱めの体温を確認してから、京介はようやくほっと息を吐いた。

「……また一人は、嫌いやだな」

　呟つぶやきは、幸か不幸か腕うでの中の娘むすめには聞かれていなかったようだ。




▽望んでいた最後のひとつ




　ノインはうっすらと目を開けた。

（この匂におい……）

　幼い頃ころ――まだ辺境の村で暮らしていた頃、朝になるとこの匂いがしていた。母親が家族の朝ご飯を作る匂いに真っ先に気づくのは自分で、起き出して手伝うか、弟妹を起こしに行っていたものだ。

　もう朧おぼろな思い出だが、匂いは記憶を呼び覚ましやすいとそういえば京介が言っていた。

（……ご主人様？）

　そう、ずいぶん昔の話なのだ。

　首だけ動かして周囲を見回すと、今いるのは祁け答どう院いん邸で与あたえられた部屋だった。高校の制服や鞄も一昨日に置いた場所にある。

　寝ねているのもいつもの布ふ団とんだったが、自分で敷しいた記憶はない。

「……あ……」

　そこでノインは今日の――大使館での出来事を思い出した。

　顔から血の気が引いたところで、火花とともに眼前にレイのアバターが現出する。

『ノインちゃん起きた!?　大だい丈じよう夫ぶ、頭とか痛くない？』

「え、……はい」

『マスター、ノインちゃん起きたよー！』

　木造の薄うす暗ぐらい屋敷にレイの甲かん高だかい声が響き渡る。

　魔術による人造の音声だとは聞かされてはいるが、その明るい声に少しほっとした。

「ああ、ちょうど良かったです」

　レイに呼ばれて、京介もほどなくノインの私室に顔を出す。

　見上げると京介は制服の上からエプロンを掛かけて、湯気を立てる皿を盆ぼんに載のせていた。

「それは……」

　しかしノインが尋たずねる前に、京介はなぜか少し顔を背そむけながら口にする。

「先に言っておきますが、服を替かえたのは千草です。俺は……いや運ぶときにはさすがに触さわりましたけど、それは除外していただけると」

　言われて布団の中でもぞもぞ身体を探さぐってみたところ、確かにボタンの飛んだブラウスから寝ね巻まきに着替えさせられていた。

「お手を煩わせ……」

「そのまま寝ていなさい。ゼロ距きよ離りで魔力に当てられたんですからまだ辛いでしょう」

　布団から身体を起こそうとしたものの、言われてノインは慌てて動きを止めた。

　京介は枕まくら元もとに腰こしを下ろして、咳せき払ばらいをひとつしてから、

「これは、君の夜食に作ったんですけどね」

　懐なつかしい匂いの元はそれだった。

　ノインが何度か作ったことのある、イズラの辺境で見かける粥かゆだ。

「なぜ、ご主人様がそれを……」

「いちおう手順は確認しましたけど、見み様よう見み真ま似ねなので味に自信はありませんが」

『分量はあたしがきっちり計らせたから、たぶん大丈夫！　たぶん！』

　京介にレシピを教えたことはないのだが、この屋や敷しきの出来事はすべてレイが記録しているから、京介は彼女にノインのやり方を尋ねさえすればいいのだった。

「それを……わたしに？」

「今日は色々ありましたからね。たまには良いでしょう」

　色々、のところに微び妙みような含ふくみがある。

　窓を見やると外は既すでに暗くなっていた。大使館に行ったのは――〈転移〉の魔ま術じゆつを誤作動させたのは日がまだ高い頃だったはずだが、あれから自分はどれだけ眠ねむっていたのか。

　ノインの表情に気づいたのか、京介が手短に説明してくれた。

「あの後、千草と丈たけ史ふみさんが大使館まで来てくれましてね」

　あのとき京介とノインのどちらとも通話が難しかったため、レイは緊きん急きゆう事態と判断して千草の父親にコールしたのだ。伊い仙せん父子は車を飛ばして大使館まで駆かけつけてくれたが、あの事故には間に合わなかった。

「代わりに会議室でしばらく怒ど鳴なってましたけど」

　ただでさえ伊仙家を無視して京介にノインを買わせた上、今度は無断で返へん還かんしかけたとあって、丈史の怒いかりは相当なものだったそうだ。なお千草は父親を止めるどころか嬉き々きとして火に油を注いでいたという。

「……火に油」

　その場面が想像できて、ノインも思わず震えた。

「それから俺と丈史さんで魔力の安定を確認して、〈転移〉の魔法陣を再稼か働どうさせて……使者の方々には何とか無事にお帰りいただけました」

　京介は息を吐き、ノインも胸を撫で下おろした。

「作業中は、君は千草に見てもらっていたんですが……終わっても眠っていたので、そのまま車に乗せてもらって帰ってきました。吐き気けなどはないですか？」

　ノインが首を振ると、京介もほっと息を吐いたようだった。

（お怒り……では、ないのね）

　昔であれば主人に叱しつ責せきされずにすんで安あん堵どしていただろう。

　けれども今はむしろその方が辛かった。

「……申し訳、ありませんでした」

　頭を下げようにも布団の中ではうまくいかず、目を伏ふせるしかできない。

　主人以外の者の言葉に惑まどわされ、あまつさえ重大な事故を起こした奴隷など、処分されても文句は言えないのだ。

（でも、……ご主人様は、そうなさらなかった）

「言ったでしょう、必要もないのに謝あやまらなくとも結構」

「……ですが」

「誤作動のトリガーは俺が持たせた櫛くしですし、君を罠に仕立てたのは〈イズラ〉の魔ま術じゆつ師しだという話ですし。ましてや、それを知りながら君を転送室に入れたのは大使館側です。君のせいではありません」

「……ですが……」

「ですが、代わりに頭を撫でさせてくれるなら良しとします」

　今度は額の少し上に手のひらの感かん触しよくがあって、ノインは目を瞬かせる。

　くしゃくしゃと頭を撫でる手は人ひと肌はだの心ここ地ちよい温かさで、何よりも優しい。

「それから」

「は、はい」

「君は俺の奴隷ですから、君のやったことの責任は俺にあります。履はき違ちがえないように」

　頭を撫でながら言うにはあまりに似つかわしくない一言だった。

「……差し出がましいことを申しました。ご主人様」

　じわりと熱いものが浮うかぶのを感じる。目め尻じりに浮かんだ涙と、胸の奥。

　ノインが落ち着くのを待つかのように、京介はしばらく寝ね癖ぐせのついた頭に手を置いたままにしていた。

　やがて、京介はぽつりとため息に混ぜるように口にした。

「本当は、今日は奴隷解放の手続きを〈イズラ〉側に尋ねるつもりだったんですよね」

『えぇぇ!?』

　レイが叫さけび、ノインも布団の中で凍こおりつく。

「ただ、そうも言っていられなくなりまして。キンセ伯……使者の話を聞く限り、〈イズラ〉側がまた君に干渉してくる可能性は高そうですから」

　大きく見開かれたノインの瞳に、いつもより少し大きく京介が映る。

　眼鏡の奥の目は何かを恐おそれているかのようだった。

「それは……？」

　ごそごそと京介がポケットから取り出したものにノインは目を見張った。

　首の傷きず跡あとを隠かくしていたチョーカーだ。大使館で外して館長に渡したはずだが、気絶した自分と一いつ緒しよに回収してきたらしい。

　だが畳たたみの上に置こうとしたところで、京介の手が止まった。

「日本には奴隷はいないだの何だのと偉えらそうに言っておいて、すみませんが。……でも、俺はまたこの家の家族を失いたくはないんです。――ですから、もうしばらく俺の奴隷ものでいてください」

　京介の意図はわかる。外部からの余計な干渉を避さけるためには、〝魔王〟の所有物でいるのがもっとも安全だろう。

　けれども首輪の代わりを手にする京介は暗い顔だ。

「家族、……ですか」

「……うん」

　ふと、この家にやって来た最初の日に京介とそんな話をしたと思い出す。

　慈じ悲ひ深ぶかい主人を得て、もう望むものは『家族』しか残っていないと言ったのだった。

（きっと、それを覚えていてくださったのだろうけど……）

　それだけの話だと思うけれども、今はその優しさに縋すがりたい。

「……ご主人様」

　そして、重い身体をどうにか起こして、ノインは深々と頭を下げた。

「炊すい事じに洗せん濯たく、掃そう除じ、何でもやります。どうか、わたしをこのお家に置いてくださいませ」

　自分のような面めん倒どうな奴隷でも、京介はまた家に迎むかえ入れてくれた。

　その優しさに報むくいるための術を、自分はこれしか知らない。

「いえ、別に本当にこき使うつもりは……」

『ありがとうノインちゃん！　マスターだけだと幽ゆう霊れい屋や敷しきになりかねないからね！　埃ほこり！　蜘蛛くもの巣！』

「……前もそこまで酷ひどくはなかったですよ」

　京介は憮ぶ然ぜんとして呻うめいたのだった。

『ところでさあ、お粥まだ食べないの？』

「……あ」

　京介がせっかく作ってきてくれた粥だが、話し込んでいたせいでいまだ盆の上で匂いだけを立ち上らせている。

　だが身体を起こすのに精せい一いつ杯ぱいで、なかなか匙さじを持つ手まで力が入らない。

「まだ怠だるそうですね……」

「……いえ、大丈夫です」

『だったら食べさせてあげればいいじゃん！　家族には優しくするものでしょ！』

　頭上からの情じよう緒ちよもへったくれもない一言に、京介とノインは揃そろって固まった。

「いえ、あの、ご主人様のお手を煩わせるわけには」

「いや……君が不快でなければ、別に食事を手伝うくらいは吝やぶさかではありませんけど」

「不快だなんて、そんな」

　そこで二人は顔を見合わせたが、ノインはともかく京介まで珍めずらしく顔が赤かった。

「…………」

『火傷やけどしたらいけないからね、ちゃんとふーって冷まさないとダメだよ、ふーって！』

　ややあって、京介は粥をひとさじ掬すくってノインに差し出してくれる。

　別に不器用な人ではないのだが、今ばかりは眉は下がりきったまま、手つきはおっかなびっくりを絵に描いたようだった。

　ただ、それはノインも同じだ。

　いつもは仰あおぎ見みるだけの京介の顔が、今は同じ高さで自分を覗のぞき込んでいる。

　湯気ごと匙を口に含むだけで緊きん張ちようしたのは初めてだ。

「いかがです？」

「…………」

　口を開こうとしたものの、代わりに、ぽつりと涙が零こぼれた。

『ちょっと大丈夫ノインちゃん？　死ぬほど熱かったとか辛かったとか苦かったとか!?』

「……その場合、あなたの指示が間ま違ちがっていたということですからね」

「い、いえ、そういうわけではなく」

　どうにか一口目を飲み込んでから、ノインはゆるゆると首を振った。

「家に、……帰ってきたような気がして」

　ここは故郷から遠く離はなれた〈第二世界〉で、自分は村娘から奴隷に身を堕おとしている。

　けれども懐かしい匂いのするここは、確かに自分の居場所だと思えたのだ。

「そうですか、……それは、良かったです」

　京介もまた、ようやく口元に安堵の笑えみを見せたのだった。

（……家族、か）

　親族はいるにしろ、京介もまた家族と縁えんの薄うすい身のようだ。さきほどの言葉は、自分が思う以上に京介にとっても重い一語だったのかもしれない。

　なおも京介は粥を掬ってはせっせと食べさせてくれる。

『なんかさあ、マスター、楽しくなってきてない？』

「これでも、こぼさないように結構気を使っているんですけど」

　奴隷にこんなに優やさしくしてくれるのはありがたいけれど、しかし、

『うわ、ノインちゃん今ふらっとしたけど大丈夫？　塩が塊かたまりで入ってたりした!?』

「……お、お手間をかけさせて申し訳ありません……」

（だって、お顔が近いんだもの！）

　食事はいつも一緒に摂とっていたし、肌はだを見られたことまであるのに、食べているところをじっと見られるのが妙みように恥はずかしい。咳せき込んだり粗そ相そうをしてしまったらいたたまれなくてどうしよう。

「ごちそうさま、でした……」

　どうにか無事に完食したけれども、京介には本当に本当に申し訳ないが、緊張でわずかな体力まで使い果たした気がする。

　ぐったりと背を丸めるノインを、京介はなおも心配そうに見つめてきた。

「食欲はあるように見えたんですが、少し顔が赤いですかね……熱はどうです？」

「!?!?」

　次の瞬間、額にぴたりと手のひらを当てられて、ノインはぴしりと固まった。

「あの、あの」

「まだ少し熱いですね」

　見上げんばかりの体たい躯くの大きさに、体温まで感じられそうな距離に、手が少し荒れているのまで文字通り肌で感じられる。以前に手を取られたときには灼やけるような熱さに思えたものだが、今は微温ぬるま湯ゆのような温かさ。

　頭を撫なでられるのとたいして違わないはずなのだが、

「怠さが続くなら病院に行ったほうがいいですね。確か保険証は……」

『うわああ、ノインちゃんの体表温度が三十七度からすごい勢いで上がってるううう！』

「え!?」

　とうとう限界に達して、ノインはばったり布団へと逆ぎやく戻もどりした。

「ちょっと、大丈夫ですか!?」

「だ、大丈夫、です……」

『うん、ぜんぜん大丈夫じゃないから安心してノインちゃん』

　いつもはあまり表情の変わらない京介だが、今ばかりは見るからに狼狽うろたえている。

「すみません、日本では身内相手だとこういう測り方をするもので……」

『具合悪い子にトドメ刺さしてどうするのバカなの!?』

　京介は二頭身の妖精レイに小さな足でぽかすか蹴け飛とばされている。自作の魔術にまでなぜかぺこぺこ頭を下げている様は、〈第二世界〉の魔王ではなく、同い年のただの青年のようだった。

（……ご主人様には、見えていないわよね）

　一瞬くすりと笑ってしまったことは、京介にはバレていないと信じたい。

『日本とはやり方が違うかもしれないでしょ！　先にちゃんと確認する！』

「……面めん目ぼく次し第だいもありません」

　当人そっちのけの説教を遠くに聞きながら、ノインはうとうと目を閉じる。

「あああ、騒さわがしくして申し訳ありません。後は、朝までゆっくり寝てください」

『誰だれのせいでうるさくなったんだろうねー』

「今回は言い訳できない……」

　いつまで経っても騒がしさがおさまる様子はない。
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　けれどもそれは涙が出るほど懐かしい、家族のいる〝家〟の気配だった。

「おやすみなさい、ノイン」

「……はい」

　ぽん、とどこか気安い仕草で頭に手のひらが乗せられる。

　その温ぬくもりに安堵して、ほどなくノインは深い眠りに落ちた。
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　この本をお手に取っていただき、ありがとうございます。ところで以前は「立ち読みでこれをご覧の方、さあレジへ持っていくのです！」とあとがきで洗脳（？）することもよくありましたが、最近は通販や電子書籍も一般化してきて、あとがきから読むことが少なくなったかもしれません。

　ただ２０１９年現在、まだ書籍の売り上げの大半は書店からのものです。（ＨＪ文庫はそうだと伺っています）というわけで今回も懲りずに書いておきます。

　書店でこのあとがきをお読みの方、さあレジへどうぞ！（笑）







　本を作るのは担当さんと二人三脚ですが、それでも本文執筆は孤独な作業です。

　書いているとだんだん自分の原稿ははたして面白いのかと自問自答を始めるのはよくある話で（当社調べ）、そうなると何らかの形で気分転換をしなくてはなりません。運動したり本を読んだりゲームをしたり、まあ気分転換に別の小説を書く方もこの業界珍しくはありませんが。

　ところで自分は最近、手書きで初稿を書き、それをパソコンで打ち直しながら清書するという書き方をしています。万年筆でごりごり書き殴る合間の気分転換となると落書きがお手頃なのですが、ただ描いてみても自分の絵心のなさを思い知らされるだけでした。

　なのでせっかく気分転換するからには、もう少し役に立つものを書こうと思いました。

　そんなわけで写経の本（本にそのまま書き込めるタイプ）を買ってきて、原稿が詰まったときに開いては『仏説摩訶般若～』と練習していたのですが、先日、この話を先輩作家さんにしたら「……そんなに疲れてるんですか？」な反応をされました。（汗）

　担当さんに話すのは（確か）これが初めてですが、何を言われるやら、今あとがきを書きながらちょっとびくびくしています。いや本当にただの気分転換と、久々に字の練習をしたくなっただけなのですが……。







　しかしまあ原稿完成後に振り返ってみると、『観自在菩薩～』という文言と、「ご主人様……」というセリフを交互に書いている状況はなかなかカオスです。まったく煩悩から脱却できてないというか、むしろ写経しながら煩悩を煮詰めていた気がします。いや、解脱してしまうと永遠に原稿が完成しないのですが。

　だってこの作品、「可愛い女の子にご主人様と言ってもらいたいよね！」な煩悩が七割で構成されておりますし……。

　あと両片思いとか大好物です。傍目にはどう見ても両思いなのに、当人たちだけが大真面目にボケているやつです。にやにやしながらいつまでもボケ続ける様を見守るモブになりたいと常々思っております。

　その他、ネタバレになるのであまり書き連ねるのは何なのですが、身長差萌えとかめんどくさい男萌えとか……どう考えても煩悩は一〇八では足らないですね。もうしばらく小説のネタはありそうです。







　そんな煩悩を凝縮した作品ではありますが、執筆のきっかけは、布団に入る前にふと思いついてパソコンでごく簡単にメモしておき、それを翌日に読み返してみたらわりと面白そうだったので企画書にまとめて担当さんに提出したと記憶しています。正直何のドラマもありませんが、世の中そんなもんだと思います。（汗）

　とはいえ担当さんと企画やプロットを検討する中で内容が変化していくことも多いですが、今回はコンセプトは初期からあまり変わっていません。

　一気に最後まで書き上げるのではなく、一章だけ先に書いて担当さんに再度相談したりと、手探りでの執筆ではありましたが、やりたいことを形にしていくのは非常に楽しかったです。煩悩もたっぷり詰め込めましたし。（笑）







　あ、あと原稿の気分転換は写経だけではなく、手芸やら、合間に少し身体を動かすようにはしているので、ご安心ください（？）。錐で材料にぶすぶす穴を開けたりカッターですぱすぱ切るのも楽しいです。……こう書くとやっぱり疲れているように見えますが、大丈夫ですたぶん。







　さて、だいぶあとがきも書いたところで、そろそろ謝辞を。

　毎度ながら迷走する作者に辛抱強く付き合って「今回はラブコメ書くんでしょ？」と本筋に引き戻してくださった担当のＳさん。喫茶店の場面でまさかあんな熱弁を拝聴するとは思いませんでした。（笑）あのケーキは作者のありったけの煩悩とお砂糖と、担当Ｓさんの熱意でできております。

　イラストのにゅむさん、「こんな女の子にご主人様と言ってもらいたかった！」な、最高に可愛いノインをありがとうございました。イラストレーターさんから作者に（キャラや本文内容について）問い合わせをいただくことはたまにありますが、「主人公の家の風呂は木製と樹脂製のどちらでしょうか」とお尋ねいただいたのは初めてです。こだわりの檜風呂と水面の光の表現と、肌の柔らかそうな感じが最高です。

　いつも原稿を読んで励ましてくれる友人に相方、印刷そして流通、書店の方々。

　そして、この本をお手に取ってくださったあなたに、心からの感謝を！







二〇一九年七月　　藤春 都　拝
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